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   序
　
   本書は、島根県教育委員会が島根県土木部から委託を受けて、平成 18・19 年
度に実施した一般県道出雲インター線建設予定地内に所在する御崎谷遺跡、間谷
東遺跡、浅柄北古墳、間谷西Ⅱ遺跡、間谷西古墳群の発掘調査成果をとりまとめ
たものです。
　これらの遺跡は出雲市東神西町及び知井宮町に所在し、神西湖の東岸に展開す
る低丘陵と谷部に立地しています。周辺には出雲平野では数少ない古墳時代前期
の山地古墳や出雲部最大級の前方後円墳である中期の北光寺古墳、戦国時代には
尼子氏・毛利氏の合戦の舞台となった神西城跡など重要な遺跡が存在し、出雲平
野の歴史を語る上でも注目される地域の一つです。
　今回、５箇所の遺跡の調査を行い、弥生時代から中世にかけての集落跡や墓な
ど多様な性格をもつ遺構が見つかりました。中でも御崎谷遺跡では弥生時代後期
から古墳時代後期にかけての多量の土器が出土していることから、この地域に古
墳時代を中心とした大規模な集落が存在していたことが推測されます。浅柄北古
墳では山地古墳とともに出雲平野では数少ない前期の古墳が見つかりました。ま
た、この古墳の周辺では、古墳時代後期の墓である横穴墓も多数造られているこ
とがわかり、古墳時代の墓制を考えるうえで貴重な資料となりました。
　これらの調査成果は島根県の歴史を明らかにするうえで欠くことのできない貴
重な成果であるといえます。本書が地域の歴史と埋蔵文化財に対する理解と関心
を高めるための一助となれば幸いに存じます。
　最後になりましたが、発掘調査と報告書の作成にあたりご協力いただきました
地元住民の皆様や、出雲市ならびに島根県土木部をはじめとする関係者の皆様に
厚くお礼申し上げます。

　       平成２１年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県教育委員会
                                                               教育長　藤　原　義　光



   例　言
１．本書は、島根県土木部道路建設課から委託を受けて、島根県教育委員会が平成 18・19 年度に                                               

　　調査を実施した一般県道出雲インター線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

２．発掘調査地は下記のとおりである。

    　平成 18 年度

    　　   出雲市東神西町 183-2 他　　 御崎谷遺跡

      　　 出雲市知井宮町 1685 他　　  間谷東遺跡

       平成 19 年度

　 　      出雲市知井宮町 2412-2 他　  浅柄北古墳

　　　　 　　〃　　　   1503-13 他　 間谷西Ⅱ遺跡

　　　　 　　〃　　　   2501-1 他　  間谷西古墳群

３．調査組織は次のとおりである。

    　調査主体　島根県教育委員会

    　平成 18 年度　現地調査　　

  　　［事　務　局］　卜部吉博（島根県埋蔵文化財調査センター所長）、坂本憲一（総務グループ

　　　　　　　　　　課長）、川原和人（調査第１グループ課長）

  　　 ［調　査　員］　 今岡一三（調査第１グループ主幹）、大田晴美（調査補助員）、田中裕貴（同）

　　平成 19 年度　現地調査　　

  　　［事　務　局］　 卜部吉博（島根県埋蔵文化財調査センター所長）、川原和人（調整監）、

                                    坂本憲一（総務グループ課長）、廣江耕史（調査第３グループ課長）

  　　［調　査　員］　  今岡一三（調査第３グループ主幹）、大田晴美（調査補助員）、岡本育子（同）

　　平成 20 年度　報告書作成

  　　［事　務　局］　卜部吉博（島根県埋蔵文化財調査センター所長）、川原和人（同副所長）、　

　　　　　　　　　    赤山　治（総務グループ課長）、廣江耕史（調査第３グループ課長）

  　    ［調　査　員］　 今岡一三（調査第３グループ主幹）、岡本育子（調査補助員）

４．発掘調査ならびに報告書作成にあたっては以下の方々から有益な御指導・御助言・御協力をい

　　ただいた。記して謝意を表させていただく。

　　田中義昭（島根県文化財保護審議会委員）、蓮岡法暲（同）、渡邊貞幸（島根大学法文学部教授）、                       

　　花谷　浩、川上　稔、曽田辰雄（出雲市文化財課）

５．挿図で使用した方位は、測量法による第３座標系Ｘ軸方向を指し、平面直角座標系ＸＹ座標は

　　日本測地系による。また、レベル高は海抜高を示す。  

６．本書で使用した第２図は国土地理院発行の 1/25,000 地図、第３・４・88・93・129 図は出

　　雲市都市計画平面図を使用して作成したものである。

７．本調査に伴って行った自然科学的分析は、次の機関に委託して実施し、その成果については第

　　８章に掲載した。

    　人骨分析（土井ヶ浜遺跡　人類学ミュージアム）

　　木製品の樹種同定及びＡＭＳ年代測定分析（文化財調査コンサルタント株式会社）



８．本書に掲載した写真は、空中写真を除き今岡が撮影した。

９．本書に掲載した遺物実測図の作成は調査員・調査補助員が行った。

 10．本書の執筆、編集は各調査員の協力を得て、今岡が行った。

 11．本文・図版中の表記に用いた遺構略号は次のとおりである。

    　ＳＢ：掘立柱建物、ＳＤ：溝、ＳＫ：土坑、ＳＲ：自然河道、ＳＸ：その他の遺構

 12．遺物実測図の断面は、縄文土器、弥生土器、土師器を白ヌキ、須恵器を黒塗りで示している。

　　また、赤色トーンは赤彩土師器の赤彩の範囲を示す。

 13．本書に掲載した遺物及び実測図・写真などの資料は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

　　で保管している。
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1 1

 第１章　調査に至る経緯と経過

第１節　調査の経緯

　一般県道出雲インター線は、山陰自動車道「鳥取益田線」の出雲インターチェンジ（仮称）と

一般国道９号及び一般国道 431 号を直接結ぶ道路であるとともに、出雲インターチェンジ（仮称）

を起点とした宍道湖・中海都市圏の連携を強化する地域高規格道路「境港出雲道路」の重要な部分

を担う道路として計画されたものである。

　平成 15 年４月 14 日、島根県出雲土木建築事務所より出雲市文化観光部文化財課（以下、出雲

市文化財課と称す）に対して、当道路予定地内における埋蔵文化財の有無について照会があった。

出雲市文化財課では事業予定地内には浜井場古墳群や間谷東古墳が存在し、その周辺には大規模な

前方後円墳である北光寺古墳が所在していることから、事業予定地内に新たな遺跡の存在する可能

性が高いものとして、確認調査が必要な旨を回答した。それにより同年から翌年にかけて合計３回

の確認調査を実施し、新たに発見された遺跡について島根県教育委員会あて 10 月 23 日付けで遺

跡発見の通知を行い、同日及び翌年５月 11 日付けで事業者である島根県出雲土木建築事務所から

島根県教育委員会あてに周知の埋蔵文化財包蔵地内における土木工事の通知が提出されるに至っ

た。これを受けて島根県教育委員会では平成 16 年５月 13 日付けで工事着手前に発掘調査が必要

な旨を回答した。なお、浜井場古墳群のうち２号墳の存在する丘陵については早急に工事着手が

必要であったことから、平成 15 年 11 月から出雲市文化財課により発掘調査が実施され、平成 17

年２月に報告書が刊行されている。

　平成 16 年度以降の調査について、出雲市文化財課は多数の事業を抱えていることから市単独で

の対応が困難な状況であったため、島根県教育委員会及び島根県出雲土木建築事務所との間で協議

を重ねた結果、平成 16 年度に対応が急がれる九景川遺跡Ⅰ区については、県教育委員会が実施す

浅柄北古墳

間谷東遺跡

間谷東古墳

間谷西Ⅱ遺跡

間谷西古墳群

浜井場古墳群

御崎谷遺跡

玉泉寺裏遺跡

九景川遺跡

第２図　出雲インター線建設予定地内遺跡 （S=1/10000）
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ることになり、出雲市内の東林木バイパス発掘調査班から１班を派遣して応急的に対応することとし

た。平成 17 年度以降については、県と市の２パーティ編成による合同調査を実施し、予算執行、契

約等については県が受け持ち、市は調査員１名を派遣して事業地内の調査に対応することとなった。

　平成 17 年度の調査は、県は九景川遺跡の調査を継続して行い、市は玉泉寺裏遺跡の調査を実施

した。平成 18 年度の調査については工事が急がれる御崎谷遺跡について合同で調査を実施した後、

県は間谷東遺跡、市は浜井場４号墳、間谷東古墳の調査を実施した。平成 19 年度の調査は現地調

査の最終年度にあたり浅柄北古墳、間谷西Ⅱ遺跡、間谷西古墳群の３箇所が調査対象遺跡であった

が、調査面積が計約 4,000㎡と１班で対応可能な面積であったため、県１班で現地調査を実施した。

市は平成 17・18 年度に出雲市が担当した遺跡の報告書作成を実施し、平成 20 年 3 月に報告書が

刊行されている。

　本書は平成 18・19 年度に島根県教育委員会が担当した遺跡の報告書である。

第２節　調査の経過

平成18年度の調査

　平成 18 年度の県対応の調査は御崎谷遺跡と間谷東遺跡の２箇所であったが、第１節で述べたと

おり、御崎谷遺跡については工期の関係から８月中に調査を終了する必要があったため、県と市の

２班合同で調査を行った。調査対象面積は約 4,000㎡である。

　調査区域は玉泉寺裏遺跡から派生する低丘陵部の先端とそれを囲むような平地部に分かれてお

り、低丘陵部の調査に平成 18 年４月 25 日から着手した。この低丘陵部は後生に改変を受けたも

のと考えられ、頂部は著しく削平されていた。頂部からは遺構、遺物は確認できなかったが、北側

及び東側斜面で加工段７棟と土坑状遺構１基を検出した。５月 17 日からは平地部の調査も併行し

て開始した。調査開始から古墳時代前期～後期にかけての土器が多量に出土したため、多数の遺構

の存在が推測されたものの、遺構の密度は低く、調査区北側で掘立柱建物跡６棟とピット群、大型

の土坑状遺構１基等を検出しただけにとどまり、特に調査区東側では遺構は検出されなかった。

　土器が多量に出土していることから調査終了期間が危ぶまれたが、遺構密度が低かったことが幸

いしてか調査は順調に進み、８月 29 日に無事終了した。

　間谷東遺跡は伐採が遅れたことにより９月 13 日から調査に着手した。調査地は出雲市担当の間

谷東古墳の存在する丘陵の東側斜面に位置し、調査対象面積は 700㎡である。粘土質の遺物包含層

　　　　　　御崎谷遺跡作業風景　　　　　　　　　　　    御崎谷遺跡ＳＸ０１作業風景
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が２ｍ近く堆積し、遺物は古墳時代前期～中世までの土器が混在していた。これらの土器は小片が

多く、かなり磨滅を受けていることから、調査範囲外の北側及び南側斜面から流れ込んだものと考

えられる。この他に用途不明の溝状遺構を検出し、12 月 11 日に調査は終了した。

　現地説明会は 11 月 19 日に出雲市担当の間谷東古墳を中心に行い、現地のプレハブでは御崎谷

遺跡から出土した遺物展示を行った。雨天にもかかわらず約 80 名の見学者の参加を得た。

平成 19年度の調査

　平成 19 年度の調査は出雲インター線発掘調査の最終年度で、県１班で現地調査を実施した。調

査対象遺跡は浅柄北古墳、間谷西Ⅱ遺跡、間谷西古墳群の３箇所であり、工事工程等の都合で浅柄

北古墳から着手する予定となっていた。しかし、事業地内を通る高圧線等の問題があり、伐採がか

なりずれ込む事態が生じた。出雲県土整備事務所と協議を行った結果、昨年度中に伐採が終了して

いた間谷西古墳群から調査を行い、浅柄北古墳の伐採が終了した時点で間谷西古墳群の調査は一時

中断して浅柄北古墳に移る計画となった。

　平成 19 年５月 21 日から間谷西古墳群の調査に着手した。調査対象面積は約 2,200㎡である。

古墳は３基存在し、南側丘陵に位置する１・２号墳から開始したが、埋葬施設やそれに伴う遺物等

は確認できなかった。ただし、２号墳からは縄文土器、須恵器や石器などが少量であるが出土した

ことから、３号墳の位置する丘陵斜面等に遺構が存在するものと予想された。１・２号墳が終了し

た後、３号墳及び周辺の斜面の調査に移った。３号墳の測量を行いながら、斜面に 13 本のトレン

チを設定して調査を行ったが、期待に反して遺構、遺物は全く検出されなかった。

　トレンチ調査の終了間際に浅柄北古墳の伐採が終了したこともあって、７月 25 日の午後現地を

確認したところ、伐採後の地形は狭小な尾根で南側と東側は急斜面であることが判明した。また、

南側と東側斜面下はすぐに民有地となるため、調査は極めて困難な状況であり、東側と南側斜面の

西側を除く約 800㎡が調査対象となった。調査は７月 26 日から開始したが、まず、古墳と考えら

れる尾根上の３基の高まりにトレンチ４本を設定して調査を行った。その結果、すべてのトレンチ

から須恵器が出土したことから、古墳以外にも横穴墓が存在する可能性が高いと考えられたので、

若干緩やかな北側斜面と南側斜面の東寄りにトレンチ８本を設定して調査を進めた。北側斜面では

遺構、遺物は確認できなかったが、南側斜面で横穴墓を確認したため、拡張して調査を行った結果、

６穴存在していることが判明した。また、尾根上の一番高所に存在する墳丘から土器棺２基も検出

された。横穴墓６穴のうち５穴は天井部等が崩落し、内部には須恵器等が少量残存している状況で

あったが、崩落を免れた１穴には石床及び人骨が遺存していた。これらの横穴墓の調査は急斜面で

あることから斜面に土留め柵を設け、排土を詰めた土嚢袋を土留め柵の内側に積み重ね、その上に

排土を載せていくといった方法で行った。毎日点検等を行い安全に十分配慮しながら行っていたが、

ある日排土面に亀裂が見つかり、早急に調査を終える必要があった。また、崩落している横穴墓の

うち３穴は調査中にも崩落を繰り返していたため、これ以上調査するのは危険と判断して調査を打

ち切った。９月 25 日に土井ヶ浜遺跡人類学ミュージアム館長松下孝幸氏によって人骨を取り上げ、

10 月２日まで実測等の補足調査を行って終了したが、このように調査地が非常に危険な状態であっ

たため、現地説明会を開催することは難しく、すぐに埋め戻しを行った。また、調査が不可能であっ

た東側斜面等については、横穴墓の存在している可能性が極めて高いと考えられたため、出雲県土
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整備事務所と協議を行い、工事中に発見された場合に対応することとなった。

　浅柄北古墳終了後、間谷西Ⅱ遺跡の表土掘削工事と併行して、残っていた間谷西古墳群の３号墳

の調査を行ったが、埋葬施設やそれに伴う遺物は検出できなかった。間谷西Ⅱ遺跡の調査対象面

積は約 1,000㎡で 10 月４日から開始した。遺構は少なく加工段２棟、自然流路等を検出して、12

月 18 日に調査は終了した。

平成 20年度の調査・報告書作成作業

　遺物の洗浄・注記・接合の一部は現地調査と併行して実施していたが、平成 20 年度から本格的

な報告書作成作業を埋蔵文化財調査センターで行った。遺物接合、実測やトレースを主として作業

を進めていたが、６月以降浅柄北古墳で２回にわたり横穴墓（７・８号）が確認されたため、２度

の追加調査を実施した。

　７号横穴墓は６月 24 日に未調査箇所の東側斜面から発見された。翌日から調査を行い、７月１

日までの５日間で調査は終了し、土器や大刀、人骨等が出土した。８号横穴墓は７月 22 日に発見

され、翌日から調査を開始した。この横穴墓は昨年度調査が終了した南側斜面に存在していたこと

から、途中で断念した１～３号横穴墓の可能性も考えられたが、調査の結果、３号横穴墓の約 2.4

ｍ下方に位置していることが判明した。調査は７月 25 日まで３日間行い、土器や大刀が出土した。

　その後は順調に報告書作成作業が進み、遺物写真撮影、割付、原稿執筆等を行い、平成 20 年度

末に報告書刊行の運びとなった。

   　　　　　   浅柄北古墳作業風景　　　　　　　　　　　       浅柄北古墳横穴墓調査風景

　　　　　　　  土器棺接合風景　　　　　　　　　　　　　　         間谷西Ⅱ遺跡作業風景
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第２章　位置と歴史的環境

　本報告書掲載の遺跡は、御崎谷遺跡、間谷東遺跡、浅柄北古墳、間谷西Ⅱ遺跡、間谷西古墳群の

５箇所の遺跡で、出雲市南西部の東神西町と知井宮町に所在する。この周辺一帯は『出雲国風土記』

に「神門水海」と記載され、現在の神西湖にその面影を残す入海の南岸地域にあたる。それぞれ丘

陵上あるいは丘陵に挟まれた谷間に位置し、浅柄北古墳のある尾根上からは北東に広がる出雲平野

が一望できる優れた場所でもある。

　出雲平野は、斐伊川と神戸川の沖積作用によって形成された県内最大の平野であり、有数の穀倉

地帯として知られている。約 7000 年前頃の縄文海進から徐々に沖積作用が始まり、それによって

形成された自然堤防や沼沢地が至る所に広がり、現在の地形は近世に定着したと考えられている。

縄文時代

　旧石器時代の遺跡は出雲平野ではまだ確認されていないが、最も古い遺跡としては縄文時代早期

末の菱根遺跡や上長浜貝塚が確認されている。後者は本書掲載地域に近く、海岸砂丘上に立地する

遺跡で、中世の大規模な貝塚の下層から菱根式に近い早期末の繊維土器が検出されている。中期の

遺跡は確認事例が少なく、後・晩期になると斐伊川・神戸川流域に遺跡の増加が認められるように

なる。その事例として三田谷Ⅰ遺跡では土器の他にドングリピットや丸木舟などが確認され、自然

堤防の発達していた矢野遺跡では古墳時代初頭まで集落が形成されている。当地域周辺を見ると保

知石遺跡では川跡に堆積した土層から土器が出土し、御崎谷遺跡や九景川遺跡でも当該期の土器が

出土していることから、明確な集落跡は確認していないものの、当地域周辺に当該期の集落が成立

していたことを物語っている。

弥生時代

　弥生時代になると平野全域に集落が形成され始め、前期には縄文時代から続く矢野遺跡や原山遺

跡などに加え、三田谷Ⅰ遺跡や蔵小路西遺跡などが認められる。当地域では保知石遺跡や九景川遺

跡などで遺物が出土しているが、集落としての様相は不明である。中期に入ると遺跡は急増し、神

戸川によって形成された自然堤防上には古志本郷遺跡、白枝荒神遺跡、天神遺跡、下古志遺跡、知

井宮多聞院遺跡、小山遺跡などが知られ、環濠集落の様相を呈した大規模な集落も出現してくる。

後期になると中期に形成された多くの集落が継続して営まれ、遺物量も大幅に増加する傾向にある。

平野中央部や北部では姫原西遺跡、青木遺跡、山持遺跡など新たな遺跡も加わり、山持遺跡では吉

備系特殊土器やその模倣品が確認されているほか、西部瀬戸内系の土器や、朝鮮系無文土器も出土

するなど、他地域との交流が活発に行われていたことを窺い知ることができる。

　墳墓遺跡では平野南側の丘陵上には最大級の四隅突出型墳丘墓である西谷３号墓をはじめとする

西谷墳墓群が出現し、平野低地部の中野美保遺跡や青木遺跡からも中小規模の四隅突出型墳丘墓や

方形貼石墓が築造されていることが明らかとなった。特に青木遺跡では最古形式の四隅突出型墳丘

墓が築造されていることから、この墓制の起源論について再考を促すこととなり、今後の研究が期

待されている。当地域では玉泉寺裏遺跡で弥生時代終末から古墳時代初頭の木棺墓が検出されてい

るが、平野中央部や北部のような四隅突出型墳丘墓は今のところ確認されていない。

古墳時代
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　古墳時代の集落は基本的には弥生時代から継続して営まれているが、古志本郷遺跡のように前期

には大溝への土器廃棄後、衰退する事例が多く、出雲平野の集落は前期以降減少する傾向が認めら

れるようであり、中・後期になると三田谷Ⅰ遺跡や中野美保遺跡など数例しか知られていない。当

地域では浅柄遺跡から古墳時代前期後半～中期前葉にかけての住居跡が検出されており、御崎谷遺

跡では明確な集落跡は検出されていないが、中期を中心とする多量の遺物が出土していることから、

この地域に古墳時代中期頃を中心とする大規模な集落が営まれていたものと推測される。

　このように出雲平野の集落の様相は不明瞭な部分が多いが、古墳の様相はある程度明瞭といえる。

前期から中期初頭の古墳としては今まで斐伊川左岸の大寺１号墳、神西湖東岸の山地古墳が知られ

る程度であったが、ここ近年の発掘調査で浅柄Ⅱ古墳、間谷東古墳、浅柄北古墳の３例が新たに増

加した。この新発見例にはいくつかの特徴的な様相が見られ、一つはこの３例とも出雲平野南麓の

当地域で発見され、山地古墳とあわせて４例の前期古墳が神西湖東岸に集中していること、さらに

は山地古墳、浅柄Ⅱ古墳、間谷東古墳は埋葬施設に礫床を備えていることがあげられる。山地古墳

は径 24 ｍの円墳で、筒形銅器や銅鏡など豊富な副葬品を有する古墳である。間谷東古墳は奥才型

木棺と称される棺底礫敷の組合式木棺を有する古墳で、奥才型木棺の分布は北部九州から北近畿に

限定されていることから、海上交通を中心とした広域な地域間交流が存在していたことが窺える。

このことは神西湖が「神門水海」の名残であり、入海という当地域の地理的特性が活かされた結果

といえよう。

　中期中葉には当地域の御崎谷遺跡のすぐ南側丘陵上に出雲平野を見下ろすように北光寺古墳が築

造される。全長約 70 ｍと中期では出雲部最大の前方後円墳である。

　後期になると平野中央部に出雲最大の前方後円墳である大念寺古墳や上塩冶築山古墳、地蔵山古

墳などに代表される出雲西部で最大クラスの古墳が築かれるようになり、有力首長の存在が窺える。

当地域周辺では神戸川左岸地域で妙蓮寺山古墳や放れ山古墳などが存在し、大念寺古墳などの大首

長クラスに次ぐものとして位置づけられている。後期後葉以降は横穴墓の造墓が盛んに行われ、平

野南部の丘陵には上塩冶横穴墓群や神門横穴墓群などの大規模な横穴墓群が営まれるようになる。

奈良・平安時代

　奈良時代の出雲平野は律令制下の行政区画でいう「神門郡」と「出雲郡」に編成され、当地域は

神門郡滑狭郷に属する。出雲平野の官衙関連遺跡は近年の発掘調査の成果により、神門郡家は古志

本郷遺跡が、出雲郡家の関連施設として斐川町後谷Ⅴ遺跡が比定されている。この他に天神遺跡や

三田谷Ⅰ遺跡、小山遺跡などが神門郡では官衙関連遺跡である可能性が指摘されている。集落とし

ては建物跡や多量の遺物が確認されている九景川遺跡や多数の掘立柱建物跡が検出された浅柄遺跡

などが知られている。寺院跡としては、『出雲国風土記』記載の新造院に比定される神門寺境内廃

寺や長者原廃寺が知られている。墳墓としては火葬骨を納めた石櫃が出土した光明寺３号墓のほか、

石製骨臓器を納めた小坂古墳、浅山古墓、菅沢古墓などが知られている。

中世

　中世の遺跡としては、幅約４ｍの堀や掘立柱建物跡、12 世紀～ 15 世紀の陶磁器類が見つかっ

た蔵小路西遺跡、総柱の掘立柱建物跡やミニチュア五輪塔が確認された渡橋沖遺跡があり、前者は

朝山氏または塩冶氏の居館と推定されている。墳墓としては、青磁碗・皿を副葬する荻抒古墓や木

棺墓が確認された姫原西遺跡、余小路遺跡、蔵小路西遺跡など当時の墓制の様相を窺うことができ
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る貴重な資料がある。この他に当地域周辺には中世の貝塚としては全国屈指の規模を備える上長浜

貝塚が知られている。

　室町時代から戦国時代にかけて多数の山城が築かれるようになり、当地域の代表的な山城として

神西氏の居城であり出雲十旗に数えられた神西城があげられる。

　以上のように、本書掲載遺跡の所在する出雲平野南麓を中心とした地域は縄文時代以降重要な地

域であったことが窺える。特に古墳時代前期末～中期初頭の古墳の出現はこの地域の特徴を表して

いるとも考えられ、今後の研究の進展が期待される。
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第 4図　御崎谷遺跡位置図　　S=1/2500

                                             第３章　御崎谷遺跡

第１節　調査の概要

   御崎谷遺跡は出雲市東神西町 183-2 他に所在し、出雲平野南麓の低丘陵に囲まれた谷間に広が

る遺跡である。調査区域は玉泉寺裏遺跡から派生する低丘陵部の先端とそれを囲むような平地部に

分かれ、調査対象面積は約 4,000㎡である。調査区には第Ⅲ座標軸系に基づいた 10 ｍ四方のグリ

ッドを設定して調査を行った（第５図）。グリッド名は、北西杭を原点として東へ向けてアラビア

数字順、北へ向けてアルファベット順に付け、これに基づいて遺物の取り上げ等は行っている。調

査時には大きな区分けをしていないが、本書では調査区を低丘陵部と平地部に分けて説明すること

にする。

　低丘陵部の尾根上は後世に著しく削平を受けていることから、遺構が存在していてもその大半は

破壊され遺存率はかなり低いと予想できた。調査の結果、予想どおり尾根上では遺構、遺物は確認

できず、丘陵斜面側で加工段７棟と土坑状遺構１基を検出しただけである。加工段はそのほとんど

が重複、または削平を受けていることなどから検出作業に手間取ったものの、丘陵北側斜面で５棟、

東側斜面で２棟確認できた。北側斜面の３棟は覆土中にかなりの遺物を含んでいたが、東側斜面で

はそれに比較して若干少なかった。これらの遺物は弥生時代終末頃～中世までとかなりの時期幅が

あったため明確な時期を押さえることができた加工段は少ない。また、これらの遺物の多くは磨滅

が著しく実測可能であったものだけを掲載している。土坑状遺構は北側加工段の西側で検出し、内

部からは古墳時代初頭頃の土器片が出土しているが、その性格については把握できなかった。

　平地部の調査区域は現状では水田及び畑地と宅地跡である。確認調査の結果で表土面から約１～

第 4 図　御崎谷遺跡　位置図  （S=1/2500）



10 10

Y=49590

Y=49580

Y=49570

Y=49560

Y=49550

Y=49540

Y=49530

Y=49520

Y=49510

X=-75050

X=-75060

X=-75070

X=75080

X=-75090

X=-75100

X=-75110

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8

E1
E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8

G4 G5 G6 G7 G8

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8

C8C7C6C5C4

C3

C2C1

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7

A7A6

A5

A4A3A2A1

7

6

5

8

7

9

10

11

9

5

20m0

第 5 図　御崎谷遺跡　全体図及びグリッド配置図（S=1/600）

1.5 ｍ下方に遺物包含層が存在していることが判明していたため、表土は重機によって除去し、遺

物包含層は人力で掘り下げた。調査の結果、掘立柱建物跡６棟、ピット群、大規模な土坑状の遺構

であるＳＸ０１と土坑群、土器だまり及び多量の遺物を検出した。調査区域の西壁側では表土下

約 1.2 ｍと比較的浅い位置で地山を確認したが、東側に向かうにつれ徐々に深くなり、東壁側では

２ｍ下方の位置で地山に達する。遺物包含層は西壁側では第３層の灰褐色粘質土から下で厚さ約

50cm（第６図）、東壁側では第５層の明青灰色粘質土から下で厚さ約 40cm（第７図）を測る。調

査当初は大まかに２層に分かれているものと考えられたため包含層１・２として遺物を取り上げて

いたが、整理段階でさほど時期差がないことが判明したため１層の包含層として一括して整理を行

った。遺物の出土状況を見ると、西側のＤ１～Ｄ３、Ｅ１～Ｅ３グリッドは土器だまりとなっており、

足の踏み場が無いぐらいの多量の遺物が出土している。東側ではＤ７、Ｅ７グリッド周辺に集中し

て出土し、それ以外のグリッドでは少なかった。これらの遺物は古代のものも認められるが、弥生

時代終末頃～古墳時代後期を中心とするものが大半を占めている。

　遺物量に比べて遺構密度は低く、遺物の出土状況を反映したかのように遺構は調査区西側に偏っ

て検出された。掘立柱建物跡は総柱建物３棟を含む６棟確認できたが、それに伴う遺物は皆無で、

時期については判断できなかった。ＳＸ０１は長軸８ｍ、短軸４ｍとかなり大きなもので、内部か

らは古墳時代前期頃を中心とする土器と共に木製品や流木等も出土しているが、その性格について
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第 6 図　御崎谷遺跡　調査区西壁セクション図（S=1/40）

は把握できなかった。また、こ

のＳＸ０１上面に土坑群、東側

にピット群が確認されている。

第２節　低丘陵部の調査

１．加工段

　加工段は丘陵北側斜面と東側

斜面の裾部から重複する状況で

検出された。北側のものを加工

段１～５、東側のものを加工段

６・７として調査を行った

（第８図）。

加工段１（第 10図）

　加工段１は丘陵北側斜面の標

高約９ｍの地点で検出した。平

面形は円形に近いと考えられる

が、東側を加工段２によって切

られ、北側は削平を受けている

ため、現状では半円形を呈して

いる。残存する規模は長さ 3.2

ｍ、 幅 2.4 ｍ、 深 さ 70cm を

測り、中央付近の床面は若干窪

んでいる。床面には壁帯溝は認

められず、ピット３穴と焼土が

確認できた。ピットは床面の南

西側で検出し、規模は径 10cm

～ 22cm、 深 さ 15cm 前 後 と

小規模のものである。焼土は

床面北側で２箇所検出したが、

15cm ～ 20cm 程度の小範囲の

ものであった。

　遺物は床面付近から磨滅した

土師器、須恵器の小片が少量出

土したが、図化できたものは３

点である。これらの遺物が加工

段１の明確な時期を示している
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第 7 図　御崎谷遺跡　調査区東壁・南壁セクション図（S=1/80）
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第 8 図　御崎谷遺跡　加工段位置図（S=1/200）

かわからないが、遺物の時期は８世紀中頃と考えられる。

加工段１出土遺物（第 11図）

　３点とも須恵器であるが、１・２は焼成不良で土師器のように見える。１・２は蓋で１はつまみ
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第 9 図　御崎谷遺跡　加工段１～５位置図（S=1/60）

を欠損するが扁平な天

井部から屈曲してのび

る口縁部を有する。２

は天井部に扁平な宝珠

状のつまみが付くタイ

プである。３は高台付

坏の高台部分で高台は

低く開く。　

加工段２（第 10図）

　加工段２は加工段１

の東側を切って造成さ

れた加工段である。平

面形は方形もしくは長

方形を呈していたと考

えられるが、北側の流

失が著しく、現状では

長さ５ｍ、幅 1.2 ｍ、

深 さ 20cm の 規 模 し

か残存していない。床

面に壁帯溝は認められ

ず、床面西寄りで径

30cm 前 後、 深 さ 約

20cm のピット２穴を

検出したのみである。

　遺物は床面付近から

磨滅した弥生土器、須

恵器、土師質土器の小

片が少量出土したが、

図化できたものは３点

である。これらの遺物

には時期幅が認められ

るため、加工段２の明

確な時期を把握するこ

とはできないが、加工

段１を切って造成され

ていることからみれ

ば、加工段１より後出
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第 11 図　御崎谷遺跡　加工段１･２出土遺物実測図（S=1/3）
( 加工段 1：１～３、加工段２：４～６）

0 10cm

１ ２ ３

４ ５ ６

するものであることは明らかである。

加工段２出土遺物（第 11図）

  第 11 図４～６が加工段２の遺物である。４は弥生時代終末頃の複合口縁甕の口縁部片であるが、

磨滅が著しい。５は須恵器の坏で広く平らな底部からやや直立気味に立ち上がる体部をもち、口縁

部は外反してのびる。口縁端部は丸くおさめる。６は土師質土器の坏で口縁部と底部の大半を欠損

している。

加工段３（第 12図）

　加工段３は加工段１・２の約２ｍ北側下方の標高約 7.3 ｍの地点で検出した。検出時は褐色粘質

土が広範囲に広がっていたため巨大な遺構かと思われたが、３棟の加工段が重複して存在している

ことが判明した。その切り合い関係から加工段５→加工段３→加工段４の順で営まれていたと推測

される。

　加工段３は西壁側が加工段５を少し切り、床面北側を加工段４によって切られている状況で検出

された。平面形は円形に近いと考えられるが、現状では半円形を呈し、残存する規模は長さ 5.2 ｍ、

幅 2.2 ｍ、深さ約 50cm を測る。床面からは壁帯溝、ピットや焼土などは一切検出されていない。

　遺物は弥生時代後期から古墳時代後期の土器が多量に出土しているが、その多くは覆土中からの

ものである。遺物の多くは破片であったが、完形品に近いものも出土している。床面直上のものは

少なく、床面東寄りで６世紀～７世紀頃の遺物が出土しており、この遺物が加工段３の時期を示し

ているものと考えられる。

加工段３出土遺物（第 14～ 17図）

　第 14 図～第 16 図は弥生土器と土師器である。第 14 図５、第 15 図 14、第 16 図６、７は床

面直上から出土している。第 14 図１は弥生時代後期の複合口縁甕である。口縁部外面に擬凹線、

肩部には櫛状工具による刺突文を施している。また、口縁外面に若干赤彩が残っている。第 14 図

２～第 15 図２は単純口縁甕である。２～４は複合口縁の名残を残すものと考えられ、口縁下方が

若干丸みをおび、口縁端部は外方へ緩く屈曲して内側に平坦面をもつ。５～７は外方に緩やかにの

びる口縁部を有するものであるが、７の口縁外面には赤彩の痕跡が若干残っている。８～第 15 図

２は外反ぎみにのびる口縁部を有するものである。３～６は壺である。３・４は小形の直口壺で口

縁部はやや外方にのびる。３は肩部が良く張り、４は胴部中央が張る。５は短く屈曲する口縁部を

もつ壺もしくは甕である。６はやや直線的に長くのびる口縁部を有し、口縁端部は外側に肥厚する。
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第 12 図　御崎谷遺跡　加工段３･４遺物出土状況（S=1/40　遺物 S=1/6）
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第 13 図　御崎谷遺跡　加工段３･４セクション図（S=1/40）

７～ 13 は坏もしくは碗である。７・８は浅めの体部のもので、９～ 13 はボウル状の体部で丸み

をおびる。９は内外面に赤彩が施されているが、７と 10 にも一部赤彩が残っている。14 は床面

直上で出土した把手付台付碗で、直線的に立ち上がる体部に一方向の把手が付き、「ハ」の字状に

開く高台を有する。このような土師器の器種はあまり類例を見ないものであるが、大阪府陶邑古窯

址群の高蔵寺 44 出土の須恵器（陶邑 1970）や島根県穴神３号横穴墓玄室内出土の須恵器（穴神

横穴墓群 1995）に類似したものが認められ、このことから須恵器模倣土師器の可能性が高いと考

えられる。また時期についてもいずれも６世紀～７世紀初頭のものであることから、この土師器も

同時期もしくはそれ以降と考えておきたい。15 ～ 19 は高坏である。15・16 は体部との境に段を

有するもので、15 の口縁部は大きく外方に開く。16 は口縁部を欠損するが外面に赤彩の痕跡が残

る。17 は段を有さないもので、口縁部は内湾気味にのびる。18・19 は脚部で 18 の端部は緩やか

に開くが、19 は横方向に屈曲して開く。第 16 図１～３は低脚坏で脚端部は緩やかに開くもので



19 19

１

２

３

４

５

６

７

８

９

第 14 図　御崎谷遺跡　加工段３出土遺物実測図１（S=1/3）

0 10cm



20 20

第 15 図　御崎谷遺跡　加工段３出土遺物実測図２（S=1/3）
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第 16 図　御崎谷遺跡　加工段３出土遺物実測図３（S=1/3）
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第 17 図　御崎谷遺跡　加工段３出土遺物実測図４（１～ 17：S=1/3、18： S=1/2）
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ある。１は口縁部を欠損しているが碗状の坏部であったと考えられる。内外面に赤彩が施されてい

る。４～７は甑で口縁部は外方に屈曲してのびるものである。８は鉢と思われ体部は外傾してのび、

口縁部は横方向に強く屈曲してのびている。９は手捏土器で口縁部を欠損しているが、内外面に指

頭圧痕が残っている。

　第 17 図１～ 16 は須恵器である。６は床面直上から出土している。１・２は蓋で１は体部との

境に段を有するタイプ、２は段及び沈線が消失しているタイプである。３～８は坏身で３～５は立

ち上がりが長いタイプであるが、４の端部は段をなし、他は丸くおさめている。６～８の立ち上が

りは内傾して短くのびるタイプのもので、端部は丸くおさめている。９は口縁部を欠損する高台付

坏で、高台は低く斜めに開く。10 は皿で底部を欠損しているが口縁端部は外方に屈曲する。11 ～

13 は高坏である。11 は２方向の三角形透かし、12 は２方向の長方形透かしを施したもので、13

は透かしの痕跡が一部残っている。14 ～ 16 は壺である。14・15 は直口壺もしくは長頸壺の口縁

部、16 は底部片である。

　17・18 は土製品である。17 は土製支脚で三方向の突起を有し、円孔は認められない。18 は楕

円形状の土錘である。

加工段４（第 12図）

　加工段４は加工段３・５を切って造成されているが、北側は小道及び水路等が存在していたため

調査を行っていない。平面形は判然としないが方形状を呈するものと考えられ、残存する規模は長

さ約 10 ｍ、幅 1.5 ｍ、深さ 50cm を測るやや大きい加工段である。床面には東西方向に延びる長

さ３ｍ～４ｍ、幅 20cm ～ 30cm、深さ約 10cm の３条の溝を検出したが、その性格については壁

帯溝等も考えられるものの明確には判断できなかった。この他には床面西側でピット１穴を検出し

たのみで、焼土等は認められなかった。

　遺物は覆土中や床面直上から時期差のある多量の土師器、須恵器が出土している。特に床面上の

ものも古墳時代前期頃～後期頃と時期幅があることから、これらの遺物から加工段４の時期を特定

することはできないが、切り合い関係から加工段３より後出なのは明らかであり、７世紀以降と考

えておきたい。

加工段４出土遺物（第 18～ 22図）

　第 18 図～第 20 図までは土師器で、第 18 図４、第 19 図６、12、14 は床面上から出土してい

る。第 18 図１～第 19 図７は単純口縁の甕であり、１・２は完形近くまでに復元できたものである。

１は口縁端部が外方に少し屈曲するもので、胴部中央がよく張り球形に近い。２は外傾してのびる

口縁部をもち、１よりは胴部の張りが少ない。また、底部には赤彩らしき痕跡が残っている。３～

第 19 図４は外反気味にのびる口縁部のもので、２の外面には赤彩が施されている。５は外傾して

のびる口縁部に肩部の張る胴部をもつ。６は内湾気味にのびる口縁部で端部は内側に肥厚している。

７は口縁端部の内側がやや平らに近い。８は鉢の可能性が高く、口縁部は外傾してのび、底部はや

や平らに近い。９は直口もしくは長頸壺の口縁部で端部付近で緩やかに開く。10 ～ 13 は高坏で、

10 は浅く開く坏部にやや太めの脚部が付くものである。11 は体部との境が僅かに屈曲する坏部で、

外面に赤彩の痕跡が一部残る。12・13 は「ハ」の字状に開く脚部で、12 は円形の透かしを施し

ている。14 は器台の受け部で、外面に擬凹線等の文様は認められない。第 20 図１～６は甑で口
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第 18 図　御崎谷遺跡　加工段４出土遺物実測図１（S=1/3）
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第 19 図　御崎谷遺跡　加工段４出土遺物実測図２（S=1/3）
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0 10cm

第 20 図　御崎谷遺跡　加工段４出土遺物実測図３（S=1/3）
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第 21 図　御崎谷遺跡　加工段４出土遺物実測図４（１～ 15：S=1/3、16 ～ 19：S=1/2）
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第 22 図　御崎谷遺跡　加工段４出土遺物実測図５（S=1/3）
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縁部や底部、把手のみのものであり、３・４は底面付近に穿孔が施されている。７は小形丸底壺、８・

９は手捏土器で、外面には指頭圧痕が残っている。

　第 21 図１～ 15 は須恵器である。１～６は蓋で１は体部との境に沈線を有するが、２～４は沈

線が消滅しているタイプのものである。また、１の口縁内面には１条の沈線が施されている。５・

６は宝珠状のつまみが付いて、かえりを有するタイプで天井部はやや低い。７～９は坏身で、７・

８の立ち上がりは上方へ長くのびるタイプであるが、９は立ち上がりが短く斜めにのびるものであ

る。10 は有蓋高坏の坏部で、立ち上がりは内傾してのびる。11 は無蓋高坏の坏部で口縁端部が若

干外反気味にのびる。12 は長頸壺の口縁部で内湾気味に立ち上がる。13 は短頸壺で口縁部は外傾

してのび端部は平らに近く、肩部がよく張る。14 は壺底部で平らに近い底部から直立気味にのび

る体部をもち、体部外面にカキ目を施す。15 は横瓶の口縁部で口縁端部は上下に肥厚する。

　第 21 図 16 ～第 22 図は土製品である。第 21 図 16 ～ 19 は土錘で 19 は円形を呈するが、そ

れ以外は楕円形状のものである。第 22 図は土製支脚で１は２方向の突起をもち、背面に円孔を有

する。２は欠損しているが３方向の突起をもつものと考えられ、１のような円孔は認められない。

３は下方を欠損しているが２方向の突起をもつものである。

加工段５（第 23図）

　加工段５は加工段３・４によって東側が切られ、加工段４同様に北側は水路等が存在するので調

査を行っていない。平面形は判然としないが楕円形状を呈していたものと考えられ、残存する規模

は長さ約８ｍ、幅約 2.3 ｍ、深さ約 40cm を測る。床面では２条の溝を検出しただけにとどまり、

ピットや焼土等は認められなかった。南壁沿いに延びる長さ約 4.5 ｍ、幅約１ｍ、深さ約 10cm の

溝は、幅がやや大きいが壁帯溝であった可能性も考えられる。

　遺物は覆土中と床面直上から古墳時代前期頃～古代にかけての土器が多量に出土している。床面

直上のものは壁帯溝と考えられる溝に集中しており、古墳時代前期頃の特徴を示すものが大半を占

めている。このことから考えれば加工段５は古墳時代前期頃に営まれていたと推測される。

加工段５出土遺物（第 24～ 26図）

　第 24 図と第 25 図は土師器で、第 24 図１、３、５～７、９、第 25 図７、13 の８点は床面直

上から出土している。第 24 図１～７は複合口縁甕、８～ 13 は単純口縁甕である。複合口縁甕は

口縁部が直立気味もしくは外傾してのび、端部は外方に肥厚するものが多く認められる。複合口縁

部の稜は横方向に鋭く突出する。５の肩部には刺突文が施されている。８は「く」の字状に開く口

縁部で、口縁端部が内側上方に肥厚している。９も口縁内面が肥厚するタイプで、これらは布留系

の甕であろうか。10 ～ 13 は口縁部が外反気味にのびるもので、13 は肩部がよく張っている。第

25 図１～３は壺で、１は口縁部を欠損するが複合口縁で、胴部中央に最大径をもつ。２・３は直

口壺で口縁端部付近でやや外反する。両方とも内外面に赤彩が施されている。４～６は高坏、７・

８は低脚坏である。４は体部との境に段を有するが、５は段の無いタイプである。６は「ハ」の字

に開く脚部である。７は坏部が大きく皿状に開くタイプで、８は口縁部を欠損するが碗状に開く坏

部を有するものと考えられる。両方とも脚部内面以外に赤彩が施されている。９は口縁端部付近に

小さな段を有する坏で、赤彩の痕跡が一部残っている。10 は器台の脚部で、外面に擬凹線等の文

様は認められない。11・12 は甑で 12 の底面付近には円孔が施されている。13 は手捏土器で口縁



30 30

0 1m

0 10cm

第 23 図　御崎谷遺跡　加工段５遺物出土状況（S=1/40　遺物 S=1/6）
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部が外方に短く屈曲するもので、指頭圧痕が少し残っている。

　第 26 図１～ 13 は須恵器である。１～３は蓋で、１・２は天井部が丸みを帯び、口縁部との境

の沈線が消失している。３は天井部を欠損しているが、つまみの付くタイプである。口縁部にむけ

て屈曲して、口縁端部は下方に折り曲げている。４～９は坏で、４の体部は内湾してのびるが、口
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第 24 図　御崎谷遺跡　加工段５出土遺物実測図１（S=1/3）
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0 10cm

第 25 図　御崎谷遺跡　加工段５出土遺物実測図２（S=1/3）
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第 26 図　御崎谷遺跡　加工段５出土遺物実測図３

　　　　　　　（１～ 13：S=1/3、14：S=1/4、15：S=1/2、16：S=1/1）
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第 27 図　御崎谷遺跡　加工段６･７位置図及びセクション図（S=1/60）
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第 28 図　御崎谷遺跡　加工段６平面及び遺物出土状況（S=1/40　遺物 S=1/6）

29-2

29-4

29-7

29-9

29-5

縁端部が外方に屈曲するタイプ、５は体部が外傾してのびるタイプである。６～９は高台付坏であ

る。６・７は体部が外反してのびるタイプで、高台はやや下方に開くものである。８・９は口縁部

を欠損するが８の体部は内湾するものである。高台は低く８は横方向に開く。10 は皿で口縁部は

外反している。11 ～ 14 は壺甕類で、11 は外反してのびる口縁部、12 は直立気味にのびる口縁
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第 29 図　御崎谷遺跡　加工段６出土遺物実測図（１～８：S=1/3、９：S=1/2）

0 10cm 0 4cm

１

２
３

４

５

６

７

８

９

部であるが端部付近で外方に屈曲している。13 は胴部下半で内湾する体部に横方向にやや長く開

く高台を有する。14 は外方に大きく開く口縁部で端部は平らに近い。肩部がよく張り、外面に平

行叩き、内面は叩きをナデ消しており、外来系の可能性が考えられる。

　15 は楕円形状を呈する土錘である。16 はサヌカイト製の石鏃である。いずれも床面直上から出

土している。

加工段６（第 28図）

　加工段６は東側斜面の標高約 10 ｍの位置で検出した。東側が流失しているため、平面形は明瞭

ではないが楕円形を呈していたと考えられ、残存する規模は長さ 7.2 ｍ、幅約２ｍ、深さ約 40cm

を測る。床面及び西壁、東側斜面に径 15cm ～ 30cm、深さ 20cm 前後のピット多数を検出したが、

すべてがこの加工段に伴うものではない。また、壁帯溝や焼土等は確認できなかった。

　遺物は覆土中から土師器や須恵器等が出土しているが、これらの遺物には時期幅が認められ、加

工段６の時期については判断できなかった。

加工段６出土遺物（第 29図）

　１～４は土師器、５～８は須恵器、９は土製品である。１は単純口縁の甕で口縁部は外反しての

び、端部は丸くおさめる。２は口縁部を欠損する坏であるが、底部は平らに近い。体部には赤彩の

痕跡が一部残り、底部内外面は黒色となっている。３は碗で口縁部は内湾気味にのびる。内外面の

一部に赤彩の痕跡が残る。４は手捏土器で内外に指ナデの痕が残る。５は高台付坏で口縁部は欠損

するが体部は内湾気味にのびる。高台は横方向に緩く開く。６は皿で口縁部は外傾してのびる。７

は𤭯で肩部がよく張っている。８は壺甕類の底部である。９は棒状土錘で一端を欠いている。断面

は円形で端部近くに径５㎜の円孔を穿つ。
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第 30 図　御崎谷遺跡　加工段７平面及び遺物出土状況（S=1/40　遺物 S=1/6）
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第 31 図　御崎谷遺跡　加工段７出土遺物実測図１（S=1/3）
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第 32 図　御崎谷遺跡　加工段７出土遺物実測図２（１～５･７～ 10：S=1/3、６：S=1/2）
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第 33 図　御崎谷遺跡　ＳＫ０１実測図（S=1/20）

加工段７（第 30図）

　加工段７は加工段６の東側下方の標高約

8.4 ｍの位置で検出した。南側は道路、東

側は水路が存在していたため調査を行って

いない。そのため平面形は判然としないが

方形状を呈していたと考えられる。また、

加工段６を切って高い壁面を作り出してい

るようにも見えるが、これは後世の攪乱等

によるもので、本来の壁面については把握

できず、現状では長さ 6.2 ｍ、幅 4.2 ｍの

平坦面となっている。

　床面では小規模な焼土を４箇所検出した

だけにとどまり、ピットや壁帯溝は確認で

きなかった。

　遺物は覆土中と床面から出土している

が、その多くは床面東寄りに集中して出土

している。弥生土器、土師器、須恵器、土
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第 34 図　御崎谷遺跡　ＳＫ０１出土遺物実測図（S=1/3）

１ ２

３

４ ５

師質土器と時期差のある土器が混在しているため、これらの遺物から加工段７の時期については判

断できなかった。また、加工段６との切り合い関係も明瞭でないため、これらの前後関係について

も把握できていない。

加工段７出土遺物（第 31～ 32図）

　第 31 図１～第 32 図６は土師器、第 32 図７～ 10 は須恵器である。第 31 図１はやや退化した

複合口縁の甕で口縁部は短く立ち上がり、端部は平らに近い。外面に赤彩が施されている。２～５

は単純口縁の甕で口縁部は外傾してのび、端部は丸い。２の胴部は長胴タイプである。６は坏で体

部との境で屈曲する口縁部を有する。内外面に赤彩を施している。７・８は碗でボウル状の形状を

呈する。９は口縁部を欠損する土師質土器の高台付坏で、高台は低く開く。10 ～第 32 図３は甑

で１～３は把手のみのものである。４は竈の庇部分である。５は手捏土器で内外面に指頭圧痕が残

る。６は勾玉状土製品で一端に２㎜程度の円孔が施されている。７～ 10 は立ち上がりが長くのび

る坏身で、いずれの端部も丸くおさめている。

ＳＫ０１（第 33図）

　ＳＫ０１は加工段１の西側約 10 ｍ、標高約８ｍの地点で検出した土坑状遺構である。平面形は

楕円形状を呈しているが、２つの土坑が接しているようにも見え、南北２箇所に円形及び楕円形状

の掘り込みが認められる。規模は長さ 1.2 ｍ、幅 70cm、深さ 35cm ～ 50cm を測り、南側が深く

なっている。覆土は上層に灰褐色土、下層に暗灰茶色土が堆積しており、下層から小片ではあるが

古墳時代初頭頃の土器が５点出土した。

　覆土中の遺物から判断して古墳時代初頭頃の土坑と考えられるが、性格については把握できなか

った。

ＳＫ０１出土遺物（第 34図）

　３については断定できないが、他は複合口縁の甕である。口縁部は外傾してのび、端部は平らに

近いものと丸くおさめるものがある。複合口縁部の稜は横方向に鋭く突出している。１の口縁外面

には擬凹線が施されている。

参考文献

    大阪府教育委員会『陶邑』1970

    島根県教育委員会『平ラⅡ遺跡・吉佐山根１号墳・穴神横穴墓群』1995
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第 35 図　御崎谷遺跡　建物跡及びピット群位置図（S=1/300）

第３節　平地部の調査

１．掘立柱建物跡

　掘立柱建物跡は調査区南側中央付近の標高約 5.5 ｍ～ 5.8 ｍの地点、多数のピット群の東寄りで
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第 36 図　御崎谷遺跡　ＳＢ０１～０４位置図（S=1/80）

総柱建物３棟を含む計６棟が検出された（第 35 図）。これら建物跡を検出したグリッドの遺物含

有率は西側グリッドに比べて極めて少なかった。また、すべての建物跡の柱穴内から遺物が出土し

ていないため詳細な時期については特定することができていない。
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第 37 図　御崎谷遺跡　ＳＢ０１実測図（S=1/60）

ＳＢ０１（第 37図）

　ＳＢ０１は調査区南側中央で、ＳＢ０２と重複する状況で検出した３間×２間の総柱建物である。

西隣にＳＢ０３、東隣にＳＢ０４が存在している。

　建物規模は南北 4.5 ｍ、東西 3.5 ｍを測り、柱間距離は桁行 1.5 ｍ、梁行 1.85 ｍとほぼ揃っている。

長軸方向は北からやや西に振れた方向に位置している。柱穴の形態は円形及び楕円形を呈しており、

規模は長軸径で 65cm ～ 90cm、短軸径で 45cm ～ 90cm と比較的大きく、深さは 12cm ～ 35cm

を測る。覆土はすべて暗青灰色土で柱材が残存するものも認められた。柱材は遺存状態が悪く、本

来の形状や大きさをとどめていないが、現状では径 20cm 前後、長さ 25cm までのものが確認さ
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第 38 図　御崎谷遺跡　ＳＢ０２実測図（S=1/60）
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第 39 図　御崎谷遺跡　ＳＢ０３実測図（S=1/60）

れた。中央列の北から２番目の柱穴は

ＳＢ０２の東側柱列の中央に配置され

ている柱穴と重なっており、再利用さ

れた可能性もある。

　柱穴内から遺物が出土していないた

め時期については把握できないが、切

り合い関係からＳＢ０２より後出する

ものと推測できる。

ＳＢ０２（第 38図）

　ＳＢ０２は前述したようにＳＢ０１

と重複して検出された２間×２間の総
柱建物である。
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第 40 図　御崎谷遺跡　ＳＢ０４実測図（S=1/60）
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第 41 図　御崎谷遺跡　ＳＢ０５実測図（S=1/60）

　建物規模は南北 3.8 ｍ、東西 3.3 ｍを測り、北西隅の柱穴は検出できなかったが、柱間距離は

桁行 1.9 ｍ、梁行 1.65 ｍとほぼ揃っている。長軸方向は北から若干西に振れる程度で、ＳＢ０１

より振り幅が少ない。柱穴の形態は円形及び楕円形を呈するものが多く、中には不整形なものも

認められる。規模は長軸径 50cm ～

80cm、短軸径 40cm ～ 55cm、深さ

10cm ～ 35cm を測る。覆土は暗青灰

色土で柱材が残存するものも認められ

たが、ＳＢ０１同様に柱材の遺存状況

は悪く、本来の形状や大きさをとど

めていないと考えられ、現状では径

15cm ～ 20cm、長さ 10cm ～ 25cm

のものである。

　時期については不明であるが、切り

合い関係からＳＢ０１より先行する建

物と考えられる。

ＳＢ０３（第 39図）

　 Ｓ Ｂ ０ ３ は Ｓ Ｂ ０ １・ ０ ２ の 約

70cm 西隣で検出した２間×１間以上

の掘立柱建物跡であるが、北側の大半

は削平を受けていたため柱穴を検出す

ることはできなかった。

　残存する建物規模は東西 3.3 ｍ、南
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第 42 図　御崎谷遺跡　ＳＢ０６実測図（S=1/60）
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第 43 図　御崎谷遺跡
P108 遺物出土状況

（S=1/10　遺物 S=1/12)

44-1

北 1.5 ｍを測り、柱間距離は桁行

1.65 ｍ、梁行 1.5 ｍを測る。長軸

方向は東西方向を向いている。柱穴

の形態はほぼ円形に近く、規模は径

25cm ～ 30cm、深さ 10cm 前後と

ＳＢ０１などと比べて小さい。また、

柱材は残存していなかった。

ＳＢ０４（第 40図）

　ＳＢ０１の東側約２ｍの位置で検

出した現状では柱穴４穴で構成され

た１間×１間の東西方向に長い掘立

柱建物跡である。中央部分は自然流

路によって攪乱されていたため柱穴

の有無については確認できなかった

が、本来は柱穴が存在していたものと推測される。

　建物規模は東西 3.5 ｍ、南北 1.3 ｍを測り、長軸方向はほぼ東西方向を向いている。柱穴の形態

は円形に近く、規模は径 30cm ～ 50cm、深さ 10cm ～ 20cm を測り、４穴とも柱材が遺存している。

柱材はＳＢ０１・０２同様に遺存状況が悪く、現状では径 10cm ～ 20cm、長さ 10cm ～ 40cm の

ものである。

ＳＢ０５（第 41図）

　ＳＢ０５はＳＢ０３の南西約４ｍの位置で検出した２間×１間以上の総柱と考えられる建物であ

るが、北西側の柱穴は確認できなかった。

　残存する建物規模は南北 4.4 ｍ、東西 2.1 ｍを測り、桁行の柱間距離は 2.2 ｍと揃っている。長

軸方向はほぼ南北方向を向いている。柱穴の形態はほぼ円形に

近く、規模は径 24cm ～ 40cm、深さ 10cm ～ 25cm を測り、

内部に柱材は残存していない。

ＳＢ０６（第 42図）

　ＳＢ０６はＳＢ０５の西隣で重複する状況で検出した２間×

１間以上の掘立柱建物跡であるが、北西隅の柱穴は確認できな

かった。

　建物規模は南北 2.7 ｍ、東西 2.2 ｍを測り、柱間距離は桁行

で北側から 1.4 ｍ、1.3 ｍで北側が若干長く、梁行は東側から

1.2 ｍ、１ｍと東側が長くなっている。長軸方向は南北方向か

ら約 45°西に振れている。柱穴の形態はほぼ円形を呈し、規模

は径 20cm ～ 55cm、深さ 15cm ～ 25cm を測り、内部に柱材
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第 44 図　御崎谷遺跡　Ｐ108･280 出土遺物実測図（Ｐ108：１、Ｐ280：２）（S=1/3）

１

２

は残存していないが、径 15cm 前後の柱痕跡の認められるものも存在している。

２．ピット群

　調査区南側中央から西寄りで多数のピットを検出した。本来ピット群も建物の柱穴であったと考

えられるが、現状では建物と断定できるものはなかった。これらピット群の中には遺物が出土した

ものも認められ、ここでは縄文土器が出土したピットを掲載しておく。

Ｐ１０８（第 43図）

　Ｐ１０８はＳＢ０５の南約９ｍに位置するピットである。形態はほぼ円形に近いが、長軸

23cm、短軸 20cm、深さ 19cm を測る。覆土は黒褐色粘質土で、上面から約８cm 下方の地点で

縄文土器片が数点出土した。この土器片は同一個体のもので接合可能であった。

　第 44 図１がＰ１０８から出土した縄文土器で、胴部下半を欠損しているが粗製深鉢である。口

縁端部はやや鋭いつくりで、内外面ともに条痕文が施されている。縄文時代晩期に属するものと考

えられる。

　

Ｐ２８０　

  Ｐ２８０はＳＢ０５の東３ｍに位置するピットである。詳細な図示は行っていないが、形態は円

形を呈し、径 20cm、深さ 12cm を測る。内部から縄文土器片１点が出土した。

　第 44 図２が出土した縄文土器である。刻み目突帯を有する鉢の口縁部で、縄文時代晩期に属す

るものと考えられる。

３．土坑状遺構（第 45図）

　土坑状遺構は調査区の西寄りの標高約５ｍの地点で、包含層及び土器だまりの遺物取り上げ後の

地山面で検出した。やや大規模な土坑状遺構であるＳＸ０１と中規模の土坑状遺構であるＳＫ０２

～０７の６基を確認した。調査当初は平面観察の結果ではＳＫ０４～０６の３基がＳＸ０１の上面

から掘り込まれた状況に見えたため、これらの土坑はＳＸ０１埋没後に営まれていた遺構と考えて

調査を進めていた。ところが、ＳＸ０１とこれら土坑から出土した遺物が弥生時代後期末～古墳時

代中期頃と同時期であったことから慎重に調査を進めていった結果、ＳＫ０４～０６は浅いテラス
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第 45 図　御崎谷遺跡　ＳＸ０１・ＳＫ群実測図（S=1/40）

状に加工された平坦面に作られ、このテラスの北側に深い落ち込みであるＳＸ０１が作られている

ことが判明した。この状況から判断するとＳＸ０１とＳＫ０４～０６は同時期に一体として機能し

ていた可能性が高いと考えられる。また、周辺の３基の土坑にもＳＸ０１と同時期の遺物が出土し

ているものも認められるため、その配置は不規則で性格も不明であるが、ＳＸ０１とこれら土坑群
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第 46 図　御崎谷遺跡　ＳＸ０１ 実測図（S=1/30　遺物 S=1/6）
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第 47 図　御崎谷遺跡　ＳＸ０１及びＳＫ群完掘状況（S=1/60）

は同時期に機能していたものと考えておきたい。

ＳＸ０１（第 46図、第 47図）

　調査区西壁側で検出したやや大規模な土坑状遺構であるが、ここではＳＫ０４～０６の存在する

テラス状平坦面の範囲も含めて説明することとする。

　平面形は不整形な楕円形状を呈し、規模は長軸８ｍ、短軸 5.8 ｍを測る。断面形は２段状を呈し、

深さは南側が約 20cm、北側が 55cm と深くなっている。ＳＫ０４～０６の存在する南側が浅く幅

広いテラス状になっており、長軸 6.6 ｍ、短軸 1.4 ｍを測り、深い落ち込みになっている北側は底

面規模で長軸 4.6 ｍ、短軸 1.9 ｍを測る。

　覆土は暗灰色粘質土、黄色ブロックを含む暗灰色粘質土、灰色粘質土の順に堆積しており、暗灰

色粘質土を中心に多くの遺物が出土している。底面付近は湧水が多く、粘質土であることから調査

は困難を極めたものの、遺物には弥生時代終末～古墳時代中期の土器の他に木製品と流木等が出土

した。木製品は遺存状態の悪い資料が多く、土坑西側で梯子状木製品も出土したが、かなり脆くな

っていたため実測不可能であり図示もできなかった。また、土坑東側では長さ 1.5 ｍ、幅 60cm の

薄い樹木の皮のようなものも認められたが、自然のものか加工されたものかの判断も付かず、取り

上げることも不可能であった。

　ＳＸ０１は弥生時代後期末頃に形成されたものと考えられるが、性格については明らかにするこ

とができなかった。

ＳＸ０１出土遺物（第 48～ 49図）

　第 48 図は弥生土器と土師器である。１～５は複合口縁の甕口縁部で、１は外面に擬凹線を施す

弥生時代終末頃のものである。２～５は古墳時代前期のもので口縁端部が肥厚し、複合口縁部の稜

は横方向に鋭く突出するタイプと若干鈍いタイプも認められる。６～ 11 は単純口縁の甕である。
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第 48 図　御崎谷遺跡　ＳＸ０１出土遺物実測図（S=1/3）
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第 49 図　御崎谷遺跡　ＳＸ０１出土木製品実測図（１･２･５：S=1/3、３･４･６：S=1/6）
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６は外傾してのびる口縁部に倒卵形の体部を有する。７は口縁端部が内湾するもので体部は球形に

近い。８・９は内湾気味にのびる口縁部で、８の端部は内側に肥厚している。10・11 は外傾して

のびる口縁部で、10 の端部は所々に凹みが認められる。

　第 49 図は木製品である。１は鉢で底面が厚い作りとなっている。２は曲物の底板で大半を欠損

しているが楕円形を呈するものと考えられる。側面付近に５㎜程度の円孔が７箇所認められる。３

～５は棒状木製品と考えられ端部は有頭状になっている。６は何かの部材と考えられる。これら木

製品はＡＭＳ年代測定の結果、弥生時代後期から古墳時代前期頃の測定値を示していることから、

ＳＸ０１が機能している時期に埋没したことが窺える。

ＳＫ０２（第 50図）

　ＳＸ０１の東寄りで検出した土坑である。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸 85cm、短軸

60cm、深さ 20cm を測る。覆土は灰色粘質土で内部からは木製品１点が出土したが、脆弱であっ

たため実測不可能であった。

　明確な時期や性格については把握することができなかった。

ＳＫ０３（第 50図）

　ＳＸ０１の東寄り、ＳＫ０２の２ｍ南側で検出した土坑である。平面形は楕円形を呈し、規模は

長軸 90cm、短軸 70cm、深さ 25cm を測る。覆土は灰色粘質土で内部から古墳時代前期～中期の

土師器が出土していることから、ＳＸ０１と同時期頃と考えられる。

ＳＫ０３出土遺物（第 51図）

　１と２の２点がＳＫ０３から出土した。１は頸部に突帯が廻る複合口縁の大形壺で、口縁部は外

反気味にのび、端部は外に向かって平坦面を作り出している。全体的に分厚い作りである。２は単

純口縁甕で、口縁部は内湾気味にのび、端部は内側に肥厚している。

ＳＫ０４（第 50図）

　ＳＫ０４はＳＸ０１の南側テラス中央で検出した土坑である。平面形は隅丸の長方形状を呈し、

規模は長軸１ｍ、短軸 75cm、深さ 30cm を測る。覆土は２層あり、上層が灰色粘質土、下層が暗

灰色粘質土で内部から遺物は出土していない。

ＳＫ０５（第 50図）

　ＳＫ０５はＳＸ０１の南側テラスの東寄り、ＳＫ０４の東隣で検出した土坑である。平面形は楕

円形状を呈し、規模は長軸 1.7 ｍ、短軸 1.4 ｍ、深さ 30cm を測る。覆土は暗灰色粘質土で底面か

らは古墳時代前期～中期の土師器と流木が出土しているが、性格は不明である。

ＳＫ０５出土遺物（第 51図）

　３～５の３点がＳＫ０５出土のものである。３は複合口縁壺の口縁部で、外傾する口縁に外方向

に肥厚する端部をもつ。４は底部との境に段を有する高坏で、口縁部は外傾してのびる。５は単純

口縁甕であるが、複合口縁の名残を残すかのように口縁下方がやや厚くなっている。
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（ＳＫ０３：１･２、ＳＫ０５：３～５、ＳＫ０６：６～ 12）　
第 51 図　御崎谷遺跡　ＳＫ０３･０５･０６出土遺物実測図（S=1/3）
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0 50cm

第 52 図　御崎谷遺跡　土器だまり甕出土状況（S=1/30）

ＳＫ０６（第 50図）

　ＳＫ０６はＳＸ０１の南側テラスの西寄り、ＳＫ０４の西隣で検出した土坑である。平面形は判

然としないが、方形状を呈していたと考えられ、底面は現状では３段状になっている。規模は長軸

1.8 ｍ、短軸 90cm 以上、深さ 20cm を測る。覆土は灰色粘質土で底面西寄りから古墳時代前期～

中期の土師器が比較的多く出土しているが、性格については把握できなかった。

ＳＫ０６出土遺物（第 51図）

　６～ 12 の７点がＳＫ０６出土のものである。６～９は複合口縁甕で、10 ～ 12 は単純口縁甕で

ある。６は口縁端部が外方向に肥厚し、複合口縁部の稜は横方向に突出している。肩部に刺突文を

施す。７の口縁端部はやや丸くおさめ、複合口縁部の稜は横方向に突出する。８は口縁端部がやや

小さい平坦面を作り出し、複合口縁部の稜は横方向に突出する。９は口縁端部が平坦に近く、口縁

内面に小さな段をもつ。複合口縁部の稜は小さく突出する。10 は「く」の字状に大きく外傾して

のびる口縁部で端部は外方向に肥厚する。11・12 は外傾してのびる口縁部で、11 の口縁端部内

面は若干くぼみをもつ。

ＳＫ０７（第 50図）

　ＳＫ０７はＳＸ０１の西隣で検出した土坑である。平面形は円形状を呈し、規模は径約１ｍ、深

さ 30cm を測る。覆土は暗灰色粘質土で内部から遺物は出土していない。

４．土器だまり（第 52図、第 53図）

　土器だまりはＤ１～Ｄ３、Ｅ１～Ｅ３グリッドで検出した土器群である。Ｄ３グリッドからＥ１

グリッドに向かって流れるような状況で確認でき、その規模は 28 ｍ× 13 ｍの範囲で長く広がっ
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ている。土器は弥生時代終末から古墳時代後期のものが混在して出土しているが、その大半は土師

器が占めている。これらの土器の中にはその場で潰れたような状態で出土したものも多く認められ

たため、完形近くに復元できた資料もある。第 52 図は大形の須恵器甕の出土状況図でほぼ完形に

復元できた資料であるが、加工段３の覆土から出土した甕片と接合できたことから、この須恵器甕

は北側斜面から流れ込んだものと考えられる。しかし、土器だまりのすべてが北側斜面からの流れ

込みによって形成されたとは考えがたい。圧倒的多数を占める土師器の器種構成を見ると、古墳時

代前期～中期初頭頃の壺甕類、小形丸底壺、高坏の組成比率が非常に高い点が注目され、特に小形

丸底壺と高坏は多数出土しており、本書に図示したものはほんの一部である。このような様相は通

常の廃棄行為とは考えにくく、何らかの祭祀行為が行われた可能性を示しているようにも考えられ

るが、土器だまりの下層にはＳＸ０１等の土坑が存在するだけで河道や他の遺構は認められない。

このように祭祀の対象が不明瞭な状況で断定はできないが、当該期において集中的もしくは数度に

わたる投棄行為が行われた結果によって形成された土器だまりと考えられる。その後、北側斜面か

ら須恵器等が流れ込みもしくは廃棄などによって混在したものと想定される。

土器だまり出土遺物（第 54～ 73図）

　土器だまり出土遺物は古墳時代前期から中期に属する土師器が大半を占め、この他に須恵器や土

製品、石製品などが出土している。以下、各種別・器種ごとにその概要を述べる。

（１）弥生土器・土師器（第 54～ 60図）

甕（第 54～ 60図）

　第 54 図１～６は弥生時代後期の複合口縁甕である。１～３はやや直立気味にのびる口縁部で端

部は丸みをもち、口縁外面に１・２は擬凹線、３は波状文を施す。４～６は外傾してのびる口縁部

で端部はやや平らに近い。４は胴部下半を欠損するが倒卵形を呈するものと思われる。6 は肩部に

３条の平行沈線を施す。

　第 54 図７～第 56 図１は土師器の複合口縁甕である。第 54 図７は大形の甕で口縁部は外反気

味に直立してのび、端部は平らに近い。肩部に波状文を施す。第 55 図１～７は外傾してのびる口

縁部で端部は丸みをもつ。６・７の複合口縁部の稜はやや鈍くなっている。８～第 56 図１は退化

傾向の複合口縁を有するタイプで、８は内傾してのびる口縁部で端部は少し外方に肥厚する。９は

８より直立気味にのびる口縁部で端部は丸みをもつ。第 56 図１は外反気味に直立してのびる口縁

部で端部は丸みをもつ。

　第 56 図２～第 60 図４は単純口縁甕である。第 56 図２～５は退化した複合口縁もしくはその

名残を残すタイプで、２・５は口縁下半が若干屈曲する。３・４は複合口縁の退化したものである。

６～８は内湾してのびる口縁部で、６の端部は内側上方に少し肥厚する。９は内湾気味にのびる口

縁部で端部に浅めの沈線を施す。第 57 図１～３は大きく外傾してのびる口縁部を有するタイプで

ある。第 57 図４～第 59 図４は外傾してのびる口縁部を有するタイプで、第 57 図５は口縁端部

が内側に肥厚する。第 58 図４～第 59 図１は胴部が長胴を呈している。第 59 図５は直立しての

びた後外反する口縁部を有し、胴部は長胴を呈する。６は外反気味に直立してのびる口縁部を有す

る。７は口縁外面にヘラ状工具による縦方向のナデを施している。第 60 図１はやや大形の甕で口

縁部は「く」の字状に外傾してのびる。胴部中央に最大径をもつ。２は肩部のよく張るタイプであ

る。３は直立してのびた後外反する口縁部を有する。４は大きく外反して開く口縁部を有し、胴部
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下半に最大径をもつ。

　第 60 図５・６は注口土器の注口部分である。

壺（第 61～ 65図）

　第 61 図１～第 64 図１は複合口縁壺である。第 61 図１・２は頸部に突帯が廻るタイプのもの

である。１の口縁部は端部付近で大きく外方に屈曲するもので、２は口縁部を欠損している。３は

１同様の口縁部を有するタイプのもので、外面に竹管文を施す。４・５は大きく外反してのびる口

縁部を有する。６は外傾してのびる口縁部で端部に浅い１条の沈線が廻る。頸部外面に羽状文を施

している。第 62 図１～第 64 図１は退化傾向の複合口縁を有するタイプで、第 62 図１の口縁端

部は平らに近く、２は内面に厚く肥厚し、３は内側に肥厚する。３の胴部はやや球形に近い。第

63 図１は口縁端部は平らに近く、肩部がよく張る体部である。２は口縁部が直立してのびるもの

で端部は平らになっている。体部は楕円形に近い。第 64 図１は退化傾向がさらに進んだもので、

口縁端部は内側に肥厚する。

　第 64 図２～第 65 図 25 は直口壺及び小形丸底壺である。第 64 図２～４は直口壺で口縁部は外

傾してのび、胴部は球形に近い。５は肩部がよく張る小形壺である。６からは小形丸底壺で退化し

た複合口縁を残すものも若干認められるが、ほとんどが単純口縁である。口縁部は外反気味に「ハ」

の字状に開き、体部は胴部中央付近に最大径があるやや扁平な形状を呈するタイプが多い。第 64

図９～ 11 は退化した複合口縁を有するが、９の胴部上半は器壁が厚く作られている。11 は口縁

部が内傾して短くのびるものである。12 は口縁部が短く直立気味にのび、肩部に最大径をもつ。

全体的に雑な作りである。

　第 65 図 26 は𤭯と考えられ胴部に円孔が認められる。27 は手捏土器で、内外面に指頭圧痕が認

められる。

甑・碗・坏（第 66図１～９）

　第 66 図１は甑で、口縁部内面に段を有する。２は底部がやや深めな碗で、やや雑な作りである。

３～９は坏もしくは碗で口縁部が外方にのびるタイプ（３、４、８、９）と内湾するタイプ（５～

７）がある。底部は丸みをおびるものが多いが、８は平らに近い。また、８以外は内外共に赤彩が

施されている。

高坏（第 66図 10～ 69図３）

　高坏は大きく分けて坏部に段をもつタイプと段をもたないタイプがある。第 66 図 10 ～第 67

図 11 は有段およびその痕跡を残すものである。第 66 図 10・12 はやや変形しているが、平らに

近い坏底部から外反気味に開く口縁部をもち、脚部は大きく横方向に開く。12 は内外面に赤彩を

施している。11・13 ～第 67 図２は坏底部が平らでなく、やや上方に立ち上がるタイプである。

口縁部は外反気味に開き、脚部は大きく横方向に開く。１は内外面に赤彩を施している。３は坏底

部が平らに近く、口縁部はやや内湾気味に開く。４・８～ 10 は底部との境に若干段を残すもので、

口縁部は外反して開く。５・６は底部との境の段がやや小さく、外反して開く口縁部をもつ。６は

内外に赤彩が施される。７・10 は小さな段を有し、外方にのびる口縁部をもつ。７は内外面に赤

彩が施されている。

　第 68 図は無段タイプと脚部のみのものである。１～５は口縁部が外反してのびるものであるが、

５の坏部はやや深い作りとなっている。６は外方にのびる口縁部をもち、脚端部が大きく開かない
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第 54 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図１（S=1/3）



61 61

１

２

３

４

５

６

７

８

９

第 55 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図２（S=1/3）
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第 56 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図３（S=1/3）
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第 57 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図４（S=1/3）
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第 58 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図５（S=1/3）
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第 59 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図６（S=1/3）
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第 60 図　御崎谷遺跡　土器だまり遺物実測図７（S=1/3）
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第 61 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図８（S=1/3)



68 68

0 10cm

１

２

３

第 62 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図９（S=1/3)
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第 63 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 10（S=1/3) 
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第 64 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 11（S=1/3)



71 71

0 10cm

１ ２
３ ４

５
６

７ ８

９
10

11

12

13

14
15

16

17 18 19

20

21 22

23 24

25
26

27

第 65 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 12（S=1/3）
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第 66 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 13（S=1/3)
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第 67 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 14（S=1/3)
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第 68 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 15（S=1/3)第 68 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 15（S=1/3)
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第 69 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 16（S=1/3)
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第 69 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 16（S=1/3)
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第 70 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 17（S=1/3）
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第 71 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 18（S=1/6）
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第 72 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 19（S=1/3)



79 79

0 10cm

0 5cm

１

２ ３ ４ ５

６

７

８

９ 10

第 73 図　御崎谷遺跡　土器だまり出土遺物実測図 20（１･９･10 ：S=1/3、２～８ ：S=1/2)
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タイプで、内外面に赤彩が施される。７～ 10 は口縁部が外方に開くものであるが、８・10 は体

部が碗状を呈する。11 ～ 17 は脚部に円形の透かしをもち、18 ～ 21 は透かしをもたないタイプ

である。第 69 図１～３は脚部が複合口縁状を呈するタイプである。２は坏部も複合口縁状を呈し

ている。

低脚坏（第 69図４～ 11）

　高坏に比べて出土量は少なく、図化できたものは８点であった。４～６はやや高めの脚部をもち、

坏部は４のように外傾して開くものや、５のように碗状のものがある。７・８は低い脚部で坏部は

浅く大きく開く。９・10 は浅く大きく開く坏部をもつが、脚部を欠損している。11 は脚部で裾部

が大きく開くタイプである。

器台（第 69図 12～ 15）

　低脚坏同様に出土量が少なく、図化できたものは４点である。12 は弥生時代後期頃の鼓形器台

の脚部で、脚部は外反して開き、筒部に擬凹線を施す。13 は受け部と脚部の端部を欠損している

が、当地域ではあまり見慣れないタイプである。受け部は「ハ」の字状に開いてのび、口縁部との

境に段を有するもので、脚部は筒部から「ハ」の字状に大きく開き、円形の透かしを施している。

14 は小形の器台である。15 は無文の鼓形器台の脚部である。

（２）須恵器（第 70～ 71図）

　須恵器は土師器に比べて出土量が少なかった。第 70 図１・２は蓋で天井部との境に段及び沈線

を施すタイプである。１の口縁部は内湾して端部に段をもち、２の口縁部はやや外反気味で端部は

丸みをもつ。３～９は坏身で３～５は立ち上がりの長いタイプ、６～９は短いタイプで、いずれも

端部は丸くおさめている。10 ～ 15 は高坏である。10 は有蓋のもので立ち上がりは短い。脚部に

刻目状の透かしを施している。11 は碗状を呈する坏部をもつ。12 ～ 14 は脚部で 12 の外面には

カキ目が施される。13 は三角形透かし、14 は刻目状の透かしが２段に施されている。15 は特異

なタイプで体部との境に２条の小さな突帯をもち、口縁部は大きく外反する。16 は平瓶で口縁部

は直立気味にのびる。体部は肩部に最大径をもつやや扁平な形状で、外面にカキ目を施す。17 ～

第 71 図３は甕である。17 は直立気味にのびる口縁部で外面に２条の突帯と波状文を施す。肩部

に最大径をもつ体部で外面には２条の波状文とカキ目を施す。第 71 図１は大形の甕で口縁部は外

反気味に長く立ち上がり、外面に６条の凹線とその間に３条の波状文を施す。体部は倒卵形に近い。

２は中形の甕で口縁部は外反して短くのび、外面に波状文を施す。肩部がよく張る体部である。３

は口縁部で波状文を施している。

（３）土製品（第 72～ 73図８）

　第 72 図は土製支脚である。２～３方向の突起をもち、１・３のように背面に円孔を有するもの

もある。第 73 図１は竈である。２～５は土錘で平面形は２～４は円形状、５は楕円形状を呈する。

６は棒状土錘で両端を欠損している。７は小玉である。８は不明の土製品で端部が小さな有頭状に

作られている。

（４）石製品（第 73図９～ 74図）

　第 73 図９～第 74 図１は砥石である。９は平面形が長方形状を呈し一部を欠損するが使用面は

５面ある。10 は平面形が長方形状を呈し使用面は３面である。第 74 図１は平面形は長方形状を

呈し使用面が４面で、鉄器刃先痕と想定される傷が認められる。２・３は敲石で扁平な楕円形状を
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呈して、上面中央付近に敲打痕が認められる。３は楕円形に近い形状で、側面の３箇所に使用痕が

認められる。４は紡錘車で側面に多条の刻み目が施されている。５・６は石鏃である。５は黒曜石

製、６はサヌカイト製である。

５．包含層出土遺物（第 75～ 85図）　

　包含層出土遺物は縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器などの土器と共に土製品や石製品などが

出土している。以下、各種別・器種ごとにその概要を述べる。

（１）縄文土器（第 75図）

　縄文土器は 12 点図示したが、大半はＥ４・５、Ｆ４・５グリッド周辺で出土している。１～６

は刻み目突帯の深鉢で磨滅しているものもあるが条痕文で調整されている。１は口縁端部外面に突

帯を貼り付け、端部上面に１条の沈線と刻み目を施している。２は口縁端部下方に突帯を貼り付け、

３は端部からやや下方に突帯を貼り付けている。４は突帯及び口縁端部外面に刻み目を施している。

７は突帯を貼り付けているが刻み目は認められない。外面は条痕で調整されている。８～ 10 は体

部の一部で調整は条痕文である。11・12 は浅鉢と思われ、11 の口縁部は段状を呈し、12 は外面

に沈線が施されている。調整は条痕である。縄文時代晩期に属するものと思われる。

（２）弥生土器（第 76図）

　１・２は広口壺で口縁端部が上下に肥厚するものである。１は端部外面に３条の凹線を施した後、

櫛状工具による刺突文を施し、口縁部内側に６条の平行沈線を施している。２は内傾してのびる頸

部から外反する口縁部をもち、口縁端部外面に２条の凹線、口縁内面に４条の平行沈線を施す。頸

部外面にも４条の凹線を施している。これらはⅣ－１～２様式の様相を示している。３は短く直立

する口縁部で外面に３条の凹線を施している。Ⅴ－２様式の様相を示している。４は複合口縁で外

面に擬凹線を施している。Ⅴ－３様式の様相を示している。５～ 11 は底部である。平底と高台の

付くものが見られる。12 は鉢で口縁端部は横方向に大きく肥厚する。13 は高坏で口縁部は直立気

味にのび端部は内外に肥厚させ、３条の凹線を施す。また、外面にも５条の凹線を施している。こ

れはⅣ－２様式であろうか。14 は複合口縁の小形の甕で口縁部は外反してのび、複合口縁部の稜

はやや厚い作りとなっている。体部は肩部がよく張る。

（３）土師器（第 77～ 80図）

甕（第 77～ 78図４）

　第 77 図１～９は複合口縁が退化もしくは退化傾向のある甕である。１は口縁部が内湾気味に立

ち上がり、複合口縁部の稜は鈍くなっている。２・３は口縁部が短く直立気味に立ち上がり、４～

６は短く外反する口縁部をもつ。７は内傾する口縁部をもつ。８・９は直立ないしは外反してのび

る口縁部をもつが複合口縁部の稜が若干膨らむものである。

　10 ～第 78 図４は単純口縁の甕である。10・11 は内湾する口縁部で端部は丸みをもつ。12 ～

14 は内湾及び外傾する口縁部で端部が内側に肥厚する。第 78 図１～３は口縁部が内湾気味にの

びている。４は口縁部が短く外反し、体部は胴部中央に最大径をもつやや扁平な形状をなす。

壺（第 78図５～ 79図５）

　第 78 図５～８は複合口縁の壺で、５の口縁部は外反気味にのびる。６と８は退化傾向のある口

縁部で直立気味に短くのび、全体的に厚い作りになっている。７は外傾してのびる口縁部で端部に
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第 75 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図１（S=1/3）
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沈線を施している。９～ 12 は単純口縁の壺である。９は外反して大きくのびる口縁部で端部内面

側が少し凹む。10・11 は直口壺で口縁部は外傾してのびる。11 は内外面に赤彩が施される。12

は口縁端部付近で外反する口縁部をもつ。13 ～第 79 図４は小形丸底壺で口縁部は外反気味にの

びる。２・４は赤彩が施されている。５は注口土器の注口である。

坏・碗（第 79図６～ 10）

　６は体部との境に沈線を施す碗で、内外面に赤彩が施される。７・８は口縁部が内湾するもので

７の外面には２条の沈線が認められる。両者とも赤彩されている。９は底部を欠損しているがボウ

ル状の碗で内外面に赤彩が施されている。10 は土師質土器の坏で底部から外傾して直線的にのび

る口縁部をもつ。内外面に赤彩が施されている。

高坏・その他（第 79図 11～ 80図）

　第 79 図 11 ～ 16 は坏部が有段で、口縁部が外反してのびる高坏である。内面に放射状の暗文

が施されたものもある。16 は内外面に赤彩が施されている。第 80 図１～６は坏部が無段で、１・２・

４・６のように口縁部が外反するタイプと、３・５のようにやや内湾するタイプがある。脚部は裾

部が大きく開くタイプである。７～ 12 は脚部である。７は分厚い作りで端部は短く開く。８は７

より薄い作りである。９は中実を呈するもので裾部が開く。10 は柱状を呈する脚部で裾部が短く

開く珍しいタイプのものである。11 は坏部が碗状を呈すると思われる低脚坏の脚部である。12 は

分厚い作りの低脚坏の脚部と思われる。13 は器台の脚部で複合口縁状を呈している。14 ～ 16 は

手捏土器で指頭圧痕が認められる。

（４）須恵器（第 81～ 82図）
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第 76 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図２（S=1/3）
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第 77 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図３（S=1/3）
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第 78 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図４（S=1/3）
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第 79 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図５（S=1/3）
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第 80 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図６（S=1/3）
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第 81 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図７（S=1/3）
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第 82 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図８（S=1/3）
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１
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３

４

第 83 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図９（S=1/3）
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第 84 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図 10（S=1/2）
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第 85 図　御崎谷遺跡　包含層出土遺物実測図 11（１～ 10：S=1/2、11 ～ 14：S=1/3）
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第 86 図　御崎谷遺跡　包含層出土木製品実測図１（１･２･６：S=1/6、３～５：S=1/3）
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第 87 図　御崎谷遺跡　包含層出土木製品実測図２（１･４：S=1/6、２･３：S=1/3）
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　第 81 図１～ 10 は蓋である。１～３は天井部との境に稜を有するもので、口縁端部は内側に段

をもつ。４は天井部との境に２条の沈線を施して鈍い稜を作り出している。５～７は稜及び沈線

の無いタイプである。８は天井部を欠損しているが低い天井部であったと思われる。９・10 はか

えりを有するタイプで 10 は天井部に扁平な宝珠状のつまみが付く。11 ～ 26 は坏である。21 ま

では立ち上がりを有するタイプで、11 ～ 13 は長めの立ち上がりをもち、端部は段をなす。14 ～
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18 はやや短く内傾する立ち上がりで、端部は丸みをもつ。19 ～ 21 は短い立ち上がりのものであ

る。22 は平らな底部から内湾気味にのびる口縁部をもつ。23 ～ 26 は高台付き坏で 23 は高台が

高く大きく開くが、その他は下方向に低く開くタイプである。24 の口縁部は高台から直線的にの

びている。27 は皿で広い底部から短くのびる口縁部をもつ。28 ～ 30 は三角形もしくは刻み目状

の透かしを有する高坏の脚部である。第 82 図１～３は𤭯である。１は体部のみで扁平な形状を呈

し、肩部から胴部中央にかけて波状文とカキ目を施している。２は口縁端部と底部を欠損している

が、１と同様に扁平な体部である。口縁部外面に波状文、肩部外面に２条の沈線とその間に刺突文

を施す。３は体部のみで扁平な形状を呈し、肩部外面に波状文を施している。４～７は長頸壺であ

る。４・５は外傾して長くのびる口縁部で、４は肩部のよく張る体部をもつ。６・７はやや直立気

味にのびる口縁部で、７の外面には波状文を施す。８は横瓶の口縁部で外反気味に長くのびる。９

～ 12 は短くのびる壺口縁部である。13 は壺底部である。14 ～ 16 は甕の口縁部で大きく外反し

てのびるタイプである。16 の外面には波状文を施している。

（５）土製品（第 83～ 85図４）

　第 83 図１～３は２方向の突起をもつ土製支脚で、１・２の背面には円孔が施されている。３は

下方を欠損している。４は鞴の羽口である。第 84 図１～９は双孔棒状土錘である。１～４の４点

は完形品で、両端に５㎜程度の円孔を穿っている。５～９は一端を欠損しているが、端部に円孔が

穿たれている。第 84 図 10 ～第 85 図４は管状土錘である。10 ～ 14 は柱状を呈するものであるが、

14 は若干小さめである。15 ～ 18 はやや短い楕円形状を呈し、第 85 図１～４は円形状を呈する

ものである。

（６）石製品（第 85図５～ 14）

　５は平面形が楕円形もしくは隅丸長方形状を呈し、中央に３㎜の円孔を穿つもので、有孔円盤で

あろうか。６～ 10 は紡錘車で 10 は未製品と考えられる。６・７は外面に三角文と鋸歯文を施し

ている。８は上面の一部が欠損しているが無文のものである。９は欠損が著しいが上面に三角文が

残っている。11 ～ 13 は半分程度欠損している砥石である。11・12 は使用面が４面、13 は２面

でいずれも鉄器刃先による傷と思われる痕跡が残っている。14 は敲石で半分を欠損するが、側面

に敲打痕が残る。

（７）木製品（第 86～ 87図）

　第 86 図１は農具の横鍬で、身の中央やや上方に柄を受けるための長方形状の柄孔が穿たれてい

る。刃部は欠損部分もあるが鋸歯のように六つの歯をもつ。２は農具の横槌状木製品で、敲打部の

断面形状は円形を呈し、上面、側面に面取りが認められる。３は容器の椀で口縁部と高台を欠損する。

内外面に漆が塗られている。４は容器の曲物底板で半分を欠損するが、やや厚い作りである。５は

雑具の棒状木製品で先端を尖らせている。６～第 87 図は部材でほぞ孔などが認められ、他の部材

と組み合わせて用いられたものと考えられる。

第４節　小　結

　今回の調査では加工段や掘立柱建物跡と土坑状遺構、縄文時代～古代にかけての土器が多量に出

土した。検出された遺構は極めて少なく、明確な時期を押さえられたものも稀少であったが、遺構
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に比べ遺物量は膨大であり、特に古墳時代前期～中期の土器が圧倒的多数を占めていることが注目

される。このことは当該期に大規模な集落がこの地に営まれていたことを物語っており、従来不明

瞭であった出雲平野における古墳時代中期前後の集落の様相を知る上で貴重な成果と言える。この

成果を踏まえ当遺跡における集落の様相を検討してみたいが、遺構が少ない現状では明確に知るこ

とはできない。よって出土遺物を中心にしながら当遺跡の集落の様相について簡単に整理してまと

めとしたい。

　遺物の出土総量はコンテナ約 200 箱以上と膨大な量であり、縄文時代晩期から平安時代にかけ

ての遺物が出土している。縄文時代晩期の土器は僅かであるがＥ４・５、Ｆ４・５グリッドに集中

して出土しており、ピット内から出土したものも若干認められるものの、当該期の明確な遺構は確

認できていない。しかしこのことは、この時期に集落が形成され始めたことが窺える貴重な資料と

言える。

　弥生時代前期に属する土器は今のところ認められず、縄文時代に形成され始めた集落は一時途絶

えるか、調査区外の丘陵縁辺部に集落が営まれていた可能性も考えられる。弥生時代中期以降にな

ると遺物は徐々に出土するようになり、集落が存在していたことが窺えるが、それは極めて小規模

なものであったと推察される。後期になると遺物は増加する傾向にある。建物跡等は検出できなか

ったが、集落は安定しつつあったと考えられ、ＳＸ０１などの土坑状遺構がこの時期に形成されて

いる。

　古墳時代に入ると遺物の量は飛躍的に増大する。これらの土器の多くは土器だまり出土のものが

中心となり、ほぼ完形品に復元できるものも多く認められた。この土器だまりはその器種構成から

通常の廃棄行為ではなく、何らかの祭祀行為によって形成されたものと考えられるが、この土器だ

まり下層には河道などは認められず、前述したＳＸ０１が存在していただけである。その状況から

このＳＸ０１が祭祀の対象であったことも想定可能であるかもしれない。今後他の事例を踏まえ検

討課題としておきたい。この他にこの時期の遺構としては古墳時代前期の加工段５と古墳時代後期

の加工段３・４が検出されているだけである。しかしながら土器だまりを中心とする多量の土器か

ら推測すれば、当該期に大規模な集落が展開されていたものと考えられる。また、出土遺物の中に

は須恵器模倣土師器や外来系須恵器なども僅かであるが認められ、当集落の特色を示しているかも

しれない。

　奈良時代～平安時代の遺物も一定量認められ、遺構としては加工段１・２が確認されている。集

落としてはやや縮小傾向にあるが継続して営まれていたと考えられる。

　中世になると遺構、遺物はほとんど認められず、集落は衰退もしくは移動したものと推測される。

　以上のように御崎谷遺跡の集落の変遷について簡単ではあるが検討してみた。隣接する九景川遺

跡でも同じ傾向がみられることから、九景川遺跡から御崎谷遺跡の範囲を同一の集団、集落として

捉えて再度検討していく必要があると思われる。
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挿図番号 出土地点 種　別 器　種
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加工段4
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加工段4
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加工段4
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加工段4

加工段4

加工段4

加工段4

加工段4

加工段4

加工段4

加工段4

加工段4

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土製品

土製品

須恵器

須恵器

須恵器
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須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土製品

土製品

土製品

甕

甕

鉢

直口壺

高坏

高坏

高坏

高坏

器台

甑

甑

甑

甑
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手捏ね土器
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11.5 

8.5 

11.3 

11.0 
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にぶい黄橙色

茶褐色

にぶい橙色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

淡黄褐色

白色

淡橙褐色

橙色

にぶい黄橙色

淡黄色

橙色

浅黄橙色

にぶい橙色

灰黄色

浅黄色

灰白色

灰白色

青灰色

明青灰色

赤灰色

灰白色

灰色

灰色

灰白色

灰白色

灰色

灰色

灰白色

灰色

灰色

にぶい黄橙色

橙色

灰黄色

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラミガキ

磨滅

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

磨滅

ナデ

ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ

ヘラケズリ

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

磨滅

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

回転ナデ

ナデ、タタキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ、ハケ目、
ヘラミガキ

面取り、
磨滅

磨滅

磨滅

磨滅

ナデ

ナデ、
指頭圧痕

磨滅

ハケ目

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

磨滅

回転ナデ、回
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回転ナデ、ヘラ
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回転ナデ
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回転ナデ、回
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回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

回転カキ目、
ヘラケズリ

回転ナデ、
タタキ

ナデ

ナデ

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

ヘラ記号あり

擬宝珠

擬宝珠

2ヶ所に三角形
の透かしあり

釉付着

2mm以下の雲母、
石英を若干含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む 

1mm大の雲母、
石英を若干含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む 

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む 

1mm 以下の砂
粒を微量に含む 

1mm大の雲母、
石英を多く含む 

1mm 以下の砂
粒を多く含む 

1mm大の雲母、
石英を多く含む 

1mm以上の雲母、
石英を若干含む 

1mm大の雲母、
石英を多く含む 

1mm 以上の石
英を多く含む 

1mm 大の石英
を含む 

1mm 以下の石
英を若干含む 

1mm大の雲母、
石英を若干含む 

2mm 以下の石
英を多く含む 

1mm 以下の砂
粒を微量に含む 

1mm 大の砂粒
を若干含む 

1mm 大の砂粒
を若干含む 

1mm 大の砂粒
を若干含む

1mm 大の砂粒
を若干含む 

1mm 大の石英
を若干含む 

1mm 大の石英
を若干含む 

1mm 大の砂粒
を若干含む 

1mm 大の砂粒
を若干含む 

1mm 大の石英
を若干含む 

1mm 大の石英
を含む 

1mm 大の石英
を若干含む 

1mm 大の石英
を多く含む 

1mm 大の石英
を多く含む 

2mm 以下の砂
粒を微量に含む 

1mm 大の石英
を含む 

2mm 以下の石
英を多く含む 

1mm 以下の砂
粒を多く含む 

内外面共に
沈線
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21-19

22-1

22-2

22-3

24-1

24-2
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24-4
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24-7
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24-10

24-11
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24-13

25-1
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25-4

25-5

25-6

25-7
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25-9

25-10

25-11

25-12

25-13
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26-5

26-6

加工段4

加工段4

加工段4

加工段4

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

土製品

土製品

土製品

土製品

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土錘

支脚

支脚

支脚

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

壺

直口壺

直口壺

高坏

高坏

高坏

低脚坏

低脚坏

坏

器台

甑

甑

手捏ね土器

蓋

蓋

蓋

坏

坏

高台付坏

3.0 

15.6 

16.5 

11.2 

15.6 

16.4 

15.0 

18.0 

13.6 

13.6 

11.0 

14.2 

17.2 

15.6 

29.6 

30.2 

21.2 

14.0 

10.2 

17.6 

18.0 

16.9 

12.6 

26.6 

7.3 

9.0 

10.6 

14.4 

14.0 

14.0 

13.4 

3.1

14.7

11.3

11.6

12.3 

11.7 

6.8 

5.6 

5.3 

3.1 

17.5 

4.8 

3.7 

4.8 

1.6 

4.1 

3.2 

4.9 

11.5 

6.6 

5.9 

8.4 

5.0 

10.8 

12.0 

3.0 

9.0 

灰白色

浅黄色

にぶい黄褐色

黄褐色

淡黄褐色

灰黄褐色

灰白色

黄褐色

浅黄橙色

浅黄橙色

灰白色

淡黄褐色

灰白色

茶褐色

明褐色

灰黄褐色

灰白色

灰白色

黄褐色

明黄褐色

明橙褐色

暗黄褐色

浅黄橙色

浅黄橙色

浅黄橙色

淡黄褐色

黄褐色

黄褐色

外面：淡褐色
内面：淡橙褐色

オリーブ黄色

灰色

灰白色

灰色

暗赤茶色

灰色

灰色

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラミガキ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目

ナデ

ヘラミガキ、
磨滅

磨滅

ヘラケズリ、
磨滅

ヘラケズリ

ハケ目、
指頭圧痕

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

ナデ

磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ハケ目、磨滅

ナデ

磨滅

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目、
ミガキ

ナデ

ナデ

磨滅

ナデ

ナデ

ナデ

磨滅

磨滅

ハケ目、磨滅

ナデ

ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
静止糸切り

回転ナデ

回転ナデ

内外面共に赤彩

布留系

布留系

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

底部内面に竹管

2mm 大の砂粒
を若干含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 以下の石
英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 大の石英
を若干含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の石
英を若干含む

1mm 以上の石
英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

1mm 大の石英
を含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 大の石英
を若干含む

1.5mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

2mm以下の雲母、
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

4mm 以下の砂
粒を多く含む

1.5mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の石
英を微量に含む

砂粒を若干含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

刺突文



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

102

26-7

26-8

26-9

26-10

26-11

26-12

26-13

26-14

26-15

26-16

29-1

29-2

29-3

29-4

29-5

29-6

29-7

29-8

29-9

31-1

31-2

31-3

31-4

31-5

31-6

31-7

31-8

31-9

31-10

31-11

32-1

32-2

32-3

32-4

32-5

32-6

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段5

加工段6

加工段6

加工段6

加工段6

加工段6

加工段6

加工段6

加工段6

加工段6

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土製品

石器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土製品

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師質土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土製品

高台付坏

高台付坏

高台付坏

皿

甕

甕

高台付壺

甕

土錘

石鏃

甕

坏

碗

手捏ね土器

高台付坏

皿

甕

棒状土錘

甕

甕

甕

甕

甕

坏

碗

碗

高台付坏

甑

甑

甑

甑

甑

移動式竃

手捏ね土器

勾玉型

10.4 

15.0 

24.0 

13.2 

28.8 

4.0 

2.2 

14.4 

13.6 

9.0 

13.2 

5.3 

14.6 

14.2 

17.0 

25.6 

14.0 

14.6 

10.8 

13.4 

26.6 

4.6 

4.3 

3.3 

6.2 

21.7 

3.8 

1.8 

4.0 

6.8 

2.4 

9.1 

1.9 

2.4 

7.0 

6.8 

4.3 

5.4 

6.3 

17.6 

2.3 

6.8 

10.2 

7.0 

11.4 

0.3 

9.0 

8.4 

12.2 

6.3 

灰白色

灰白色

灰色

淡灰白色

黒灰色

灰色

灰色

暗灰色

にぶい黄橙色

黒灰色

橙褐色

黒色

橙褐色

暗褐色

青灰色

灰色

灰白色

灰色

橙色

外面：橙褐色
内面：淡黄褐色

淡橙褐色

外面：淡赤橙色
内面：淡黄褐色

橙白色

橙白色

橙褐色

黄褐色

淡黄褐色

浅黄橙色

黄褐色

橙白色

橙白色

明橙褐色

橙白色

橙白色

淡黄褐色

淡黄褐色

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

磨滅

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、タタキ
をナデ消している

磨滅

ナデ

ヘラミガキ、
磨滅

指頭圧痕

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

ナデ、
ヘラミガキ

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラミガキ

ヘラケズリ、
磨滅

磨滅

ナデ、
回転糸切り

ヘラケズリ
後ナデ、磨滅

磨滅

ヘラケズリ

磨滅

磨滅

ナデ、ヘラケ
ズリ、ハケ目

ナデ、
指頭圧痕

磨滅

回転ナデ、回
転ヘラ切り

回転ナデ

回転ナデ

磨滅

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、
平行タタキ

磨滅

ナデ、ヘラ状工
具によるナデ

ナデ、ハケ目

指頭圧痕

回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

ナデ、ハケ目

磨滅

ナデ

ナデ、磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ

ナデ、ハケ目

磨滅

磨滅

磨滅

磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、
指頭圧痕

磨滅

釉付き

外来系

サヌカイト

内外面共に赤彩、
内面に黒斑あり

内外面共に赤彩

透かしあり

外面に赤彩

内外面共に赤彩

1mm 大の砂粒
を若干含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 大の石英
を若干含む

密

雲母、石英を含
む

1mm 以上の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1.5mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

3mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の石
英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 大の石英
を若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1.5mm以下の砂
粒を微量に含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 大の砂粒
を含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm 以下の石
英を多く含む

1mm以上の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

竹管文



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考
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32-7

32-8

32-9

32-10

34-1

34-2

34-3

34-4

34-5

44-1

44-2

48-1

48-2

48-3

48-4

48-5

48-6

48-7

48-8

48-9

48-10

48-11

49-1

49-2

49-3

49-4

49-5

49-6

51-1

51-2

51-3

51-4

51-5

51-6

51-7

51-8

加工段7

加工段7

加工段7

加工段7

SK01

SK01

SK01

SK01

SK01

P108

P280

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SX01

SK03

SK03

SK05

SK05

SK05

SK06

SK06

SK06

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

縄文土器

縄文土器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

木製品

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

坏

坏

坏

坏

甕

甕

甕

甕

甕

深鉢

鉢

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

鉢

曲物の底板

棒状木製品

棒状木製品

棒状木製品

部材

壺

甕

壺

高坏

甕

甕

甕

甕

11.8 

13.2 

12.2 

12.6 

14.2 

14.6 

12.8 

19.4 

16.8 

13.0 

15.1 

16.6 

15.8 

15.8 

14.5 

15.8 

16.0 

16.4 

15.2 

15.6 

21.4 

38.2 

66.1 

15.8 

92.1 

27.0 

15.5 

22.0 

14.8 

14.4 

13.8 

15.0 

12.8 

3.9 

4.4 

4.9 

3.4

3.9

2.4

14.8 

24.9 

22.8 

8.9

4.6 

2.9 

4.0 

3.7 

8.3 

12.9

9.9

9.5 

4.5 

0.9 

3.4 

3.3 

3.5 

3.5 

灰白色

灰色

灰色

青灰色

外面：暗茶色
内面：橙褐色

淡褐色

茶褐色

淡褐色

橙褐色

暗白黄茶色

淡黄白色

灰白色

にぶい褐色

灰白色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

暗黄灰色

灰白色

淡黄灰色

灰白色

橙色

淡灰褐色

灰白色

暗灰黄色

暗灰茶色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

外面：明褐色
内面：暗灰色

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ヨコナデ

磨滅

ヨコナデ

条痕文

ナデ

ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

ナデ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ヘラケ
ズリ、ハケ目

指頭圧痕、ヘ
ラケズリ、ナデ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラミガ
キ、ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

磨滅

磨滅

ヨコナデ

磨滅

ヨコナデ

条痕文

ナデ

ナデ、磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕

磨滅、指頭
圧痕

ナデ、
ヘラミガキ

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ハケ
目、面取り

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ハケ目

受部径：14.2

受部径：15.6

受部径：14.9

煤痕

外面に煤痕

外面に煤痕

外面に煤痕

頭部に突帯が
めぐる

内面に煤痕

外面に煤痕

外面に煤痕

1mm 大の砂粒
を若干含む

2mm 以下の石
英を微量に含む

2mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

4mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

2mm 以下の石
英を多く含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

3mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm以上の雲母、
石英を多く含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の雲
母、石英多く含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

雲母、石英を微
量に含む

2mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

擬凹線

刻目突帯文

擬凹線

刺突文



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

104

51-9

51-10

51-11

51-12

54-1

54-2

54-3

54-4

54-5

54-6

54-7

55-1

55-2

55-3

55-4

55-5

55-6

55-7

55-8

55-9

56-1

56-2

56-3

56-4

56-5

56-6

56-7

56-8

56-9

57-1

57-2

57-3

57-4

57-5

57-6

57-7

SK06

SK06

SK06

SK06

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土師器

土師器

土師器

土師器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

15.0 

16.2 

15.8 

15.7 

24.0 

15.8 

17.6 

17.8 

15.0 

14.0 

28.0 

14.2 

16.4 

12.6 

12.2 

13.6 

13.6 

14.8 

14.2 

10.2 

15.6 

17.2 

16.4 

14.0 

12.8 

14.6 

14.0 

17.2 

15.0 

15.0 

17.8 

19.4 

19.2 

15.4 

14.8 

16.2 

10.3 

7.1 

5.8 

23.2 

7.0 

12.6 

23.0 

19.3 

7.7 

9.5 

12.0 

19.9 

7.8 

10.1

6.8

15.7

29.0

4.6

13.3

10.0

8.2

10.8

14.8

16.9

12.6 

橙白色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

橙褐色

黄褐色

橙褐色

淡橙褐色

淡黄褐色

淡黄褐色

灰白色

淡黄褐色

暗黄灰色

淡灰褐色

外面：橙褐色
内面：淡灰色

淡黄褐色

淡黄褐色

淡灰褐色

橙白色

橙褐色

淡橙褐色

暗褐色

黄灰色

淡灰褐色

暗黄茶色

淡黄白色

淡黄橙色

灰白色

明黄褐色

淡黄灰色

灰白色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

明黄褐色

灰白色

淡黄白色

ナデ

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

磨滅

ナデ

ナデ

ハケ目、磨滅

ナデ

ハケ目、磨滅

ナデ、ハケ目

磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

磨滅

ナデ、ハケ目

ハケ目、磨滅

ハケ目、磨滅

ナデ、ハケ目

磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ハケ目、磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

外面に煤痕

外面に煤痕

口縁外面に黒斑

2mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以上の石
英を多く含む

1mm 以下の雲
母を微量に含む

4mm 以下の砂
粒を多く含む

2.5mm 以下の
砂粒を若干含む

3mm 以下の砂
粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

3mm 以下の砂
粒を微量に含む

雲母、石英を多
く含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

2.5mm 以下の
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm前後の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

3mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の石英、
長石を多く含む

5mm以下の石英、
長石を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

3mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

石英を含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

擬凹線、
刺突文

擬凹線

波状文

3条の平行
沈線

波状文

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、ヘラミガキ

ナデ、ヘラミ
ガキ

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ、ヘラケズ
リ、ヘラミガキ

ヘラケズリ、指
頭圧痕、磨滅

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ハケ目、ヘラケ
ズリ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ハケ目、ヘラケ
ズリ、指頭圧痕

ハケ目、ヘラケ
ズリ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、指
頭圧痕、磨滅

ナデ、ハケ目、ヘラ
ケズリ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目、ヘラ
ケズリ、指頭圧痕



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

105

57-8

57-9

58-1

58-2

58-3

58-4

58-5

58-6

59-1

59-2

59-3

59-4

59-5

59-6

59-7

60-1

60-2

60-3

60-4

60-5

60-6

61-1

61-2

61-3

61-4

61-5

61-6

62-1

62-2

62-3

63-1

63-2

64-1

64-2

64-3

64-4

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

注口

注口

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

壺

小形直口壺

小形直口壺

小形直口壺

16.4 

16.5 

19.4 

18.0 

16.6 

14.0 

13.0 

13.6 

14.0 

16.0 

17.4 

14.2 

18.0 

13.8 

15.0 

32.6 

13.6 

18.1 

20.8 

24.0 

25.6 

18.2 

28.6 

22.4 

28.2 

21.0 

18.2 

18.4 

18.4 

18.8 

14.0 

10.0 

9.6 

18.0

29.8

20.9

20.5

17.2

9.0

8.4

32.0

17.6

22.4

13.9

13.5

27.1

10.6

38.2

39.0

10.9

10.5

14.6

灰白色

灰白色

淡黄褐色

淡黄褐色

黄褐色

浅黄橙色

黄灰色

黄褐色

淡黄褐色

淡黄色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

暗黄褐色

浅黄橙色

黄褐色

橙褐色

暗灰褐色

橙色

暗黄褐色

灰褐色

淡黄白色

橙白色

橙白色

橙白色

橙白色

明黄褐色

淡黄白色

灰白色

淡橙褐色

浅黄橙色

灰黄色

淡橙褐色

橙褐色

淡黄褐色

淡橙褐色

浅黄橙色

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕?

ヘラケズリ、ハケ
目? 指頭圧痕?

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ハケ目、ヘラケ
ズリ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラミガ
キ、ヘラケズリ

ヘラケズリ、
指頭圧痕

ナデ、
指頭圧痕

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ハケ目、磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ハケ目、磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ハケ目、磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ヘラケ
ズリ、磨滅

ナデ、ハケ目

磨滅

ナデ、ハケ目、
ヘラミガキ

磨滅

ナデ

磨滅

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕

ナデ、ハケ目?
磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ?ハケ目?
磨滅

ナデ

外面に煤痕、
黒斑

　

外面に煤痕

外面に煤痕

外面に黒斑

外面に黒斑、
赤彩

外面に煤痕、
黒斑

外面に煤痕

外面に黒斑

頸部に突帯あり

黒斑あり

外面に黒斑

外面に黒斑、
内面に煤痕あり

底部に黒斑

外面に黒斑

外面に黒斑

外面に煤痕、
赤彩、黒斑あり

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を少量含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

2mm 以下の砂
粒を含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

2mm以上の雲母、
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm 以下の石
英を若干含む

1mm 以下の雲
母、石英を含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

1mm 大の砂粒
を多く含む

1mm 前後の雲
母、石英を含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

雲母、石英を含
む

1mm大の雲母、
石英を含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

2mm 以下の砂
粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

平行沈線

竹管文

沈線、羽状文

平行沈線



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

106

64-5

64-6

64-7

64-8

64-9

64-10

64-11

64-12

64-13

64-14

64-15

65-1

65-2

65-3

65-4

65-5

65-6

65-7

65-8

65-9

65-10

65-11

65-12

65-13

65-14

65-15

65-16

65-17

65-18

65-19

65-20

65-21

65-22

65-23

65-24

65-25

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

小形壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

11.8 

8.0 

10.4 

10.6 

9.8 

9.7 

6.0 

7.8 

10.0 

8.0 

10.8 

7.6 

7.2 

6.4 

9.0 

9.2 

8.3 

4.3 

9.2 

5.8 

9.4 

8.3 

6.0 

9.1 

9.5 

7.0 

7.8 

10.8 

9.2 

5.3 

5.8 

5.6 

6.4 

14.9

10.9

11.4

9.3

9.6

10.2

9.2

9.3

9.2

8.4

9.1

10.4

9.5

8.5

8.7

7.0

6.0

にぶい黄橙色

淡黄～
淡灰褐色

淡灰白色

灰白色

灰白色

橙色

暗褐色

浅黄橙色

淡橙褐色～
橙褐色

淡橙褐色

灰白色

灰白色

橙色

淡黄色

灰白色

にぶい橙色

浅黄橙色

灰白色

浅黄色

灰黄色

灰白色

橙褐色

黒色

明橙褐色

赤褐色

淡褐色

淡橙褐色

暗灰色

淡褐色

オリーブ黒色

灰色

淡黄灰色

淡橙褐色

淡黄灰色

淡橙褐色

明橙褐色

ナデ、磨滅

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕

ナデ、磨滅

ナデ、
ヘラミガキ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目、
磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕?

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

磨滅

磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、
指頭圧痕

ナデ、
指頭圧痕

ナデ、磨滅

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

外面に煤痕

外面に黒斑

外面に黒斑

外面に黒斑

外面に煤痕

１ヶ所穿孔あり

外面に黒斑

外面に黒斑

外面に赤彩、
黒斑あり

外面に黒斑

外面に煤痕、黒斑
内面に煤痕あり

外面に黒斑

外面に黒斑

外面に黒斑

外面に黒斑

外面に黒斑

1mm 以上の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 大の砂粒
を含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

2mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm 以下の
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の
砂粒を多く含む

2mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm 以下の
砂粒を多く含む

1mm 以上の
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 大の石英
を含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm 大の砂粒
を微量に含む

1mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の
石英を多く含む

1mm 以上の
石英を若干含む

2mm 以下の
石英を多く含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目、ヘラ
ケズリ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目、ヘラ
ケズリ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ハケ目、
指頭圧痕

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

磨滅

磨滅、
指頭圧痕

ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
指頭圧痕

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕
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107

65-26

65-27

66-1

66-2

66-3

66-4

66-5

66-6

66-7

66-8

66-9

66-10

66-11

66-12

66-13

66-14

67-1

67-2

67-3

67-4

67-5

67-6

67-7

67-8

67-9

67-10

67-11

68-1

68-2

68-3

68-4

68-5

68-6

68-7

68-8

68-9

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

手捏ね土器

甑

碗

碗

坏

碗

坏

坏

坏

坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

4.5 

27.4 

10.2

14.0 

15.4 

12.2 

11.0 

11.5 

13.4 

12.2 

20.4 

25.3 

19.8 

22.2 

17.4 

17.2 

17.4 

20.0 

17.1 

17.8 

23.0 

18.1 

17.2 

16.2 

15.3 

17.7 

17.0 

18.0 

18.0 

15.6 

14.4 

14.7 

15.4 

15.4 

4.3

15.4

6.5

4.8

4.0

5.2

3.3

3.1

12.4

13.6

16.4

13.1

6.8

10.0

5.6

13.9

11.1

7.7

8.5

12.1

13.3

14.3

12.7

7.8

4.9

5.5

11.2

4.8

4.7

明橙褐色

オリーブ黒色

黄褐色

暗灰色

暗橙褐色

赤褐色

橙褐色

淡黄褐色

淡褐色

橙色

淡黄褐色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい橙色

橙色

赤橙色

にぶい黄橙色

黒褐色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

赤橙色

赤橙色

浅黄橙色

淡灰褐色

淡橙褐色

橙褐色

にぶい橙色

淡黄白色

灰白色

橙褐色

黄白色

明黄褐色

灰白色

暗橙褐色

明黄白色

ヘラケズリ

ナデ、
指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

磨滅

ナデ、ハケ目

磨滅

磨滅

ナデ

ナデ

回転ナデ

ナデ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

磨滅

ヘラミガキ、
磨滅

ナデ、磨滅

ヘラミガキ、
ハケ目

ナデ、
ヘラミガキ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ハケ目

ヘラミガキ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目、ヘラ
ケズリ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目

磨滅

ナデ

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ

磨滅

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラミガキ

ナデ

ナデ、ハケ目、
ヘラミガキ

磨滅

ナデ、
指頭圧痕

ナデ、ハケ目

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

回転ナデ、
ヘラキリ

ナデ、回転
ヘラキリ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕

磨滅

磨滅

ナデ、磨滅

ヘラミガキ、
ハケ目

ナデ、ヘラミガ
キ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目、
脚部面取り

ヘラミガキ、
磨滅

ヘラミガキ

ナデ、ハケ目、
ヘラミガキ

ナデ、
脚部面取り

ナデ、ハケ目、
脚部面取り

磨滅

ナデ、
脚部面取り

ヘラミガキ

ナデ

磨滅

磨滅

ナデ

ナデ、
ヘラミガキ

ハケ目

ハケ目

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に
一部赤彩

内外面共に赤彩

外面に一部赤彩
内面に赤彩

内外面共に赤彩

脚部内面に
一部赤彩

内外面共に赤彩、
外面に黒斑あり

内外面共に赤彩

外面に黒斑

外面に煤痕

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

脚部に３ヶ所の
透かしあり

外面に赤彩

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 大の石英
を多く含む

3mm 以下の砂
粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

2mm 以下の石
英を若干含む

1mm 大の砂粒
を含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

3mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1.5mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

4mm 以下の砂
粒を若干含む

4mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

1.5mm以下の
砂粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

内面に暗文

内面に暗文

6.0 

4.0 

11.0 

13.2 

16.6 

12.8 

10.4 

9.9 

9.3 

12.0 

11.7 

10.9 

8.2 
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108

68-10

68-11

68-12

68-13

68-14

68-15

68-16

68-17

68-18

68-19

68-20

68-21

69-1

69-2

69-3

69-4

69-5

69-6

69-7

69-8

69-9

69-10

69-11

69-12

69-13

69-14

69-15

70-1

70-2

70-3

70-4

70-5

70-6

70-7

70-8

70-9

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

低脚坏

低脚坏

低脚坏

低脚坏

低脚坏

低脚坏

低脚坏

低脚坏

器台

器台

器台

器台

蓋

蓋

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

12.8 

16.0 

11.8 

15.4 

18.2 

18.2 

9.8 

15.2 

13.0 

11.8 

11.8 

14.6 

11.6 

11.4 

9.0 

11.2 

4.7

10.2

8.4

8.0

7.3

6.3

7.0

6.6

4.2

5.1

8.7

9.4

5.9

4.7

3.6

3.9

3.8

5.9

5.9

5.0

4.5

3.8

4.2

4.2

淡黄褐色

淡黄褐色

淡橙褐色

橙褐色

淡黄褐色

黄橙色

橙褐色

淡橙白色

橙褐色

明黄褐色

明褐色

明橙褐色

明橙色

浅黄橙色

橙褐色

橙褐色

暗赤橙色

淡褐色

浅黄橙色

黄灰色

淡黄白色

淡黄白色

淡黄褐色

暗黄褐色

橙白色

淡橙褐色

淡灰褐色

灰白色

暗青灰色

暗灰色

灰色

灰色

暗灰色

灰色

青灰色

灰色

磨滅

ヘラミガキ、
磨滅

磨滅

磨滅

磨滅、
面取り

ヘラミガキ、
磨滅

磨滅

ハケ目、ヘラ
ミガキ、磨滅

磨滅

ナデ、ハケ目

ハケ目、磨滅

面取り、磨滅

磨滅

ナデ、磨滅

磨滅

ナデ、ヘラケ
ズリ、磨滅

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕

ナデ

ナデ

ハケ目、磨滅

ヘラミガキ、
磨滅

ヘラミガキ

磨滅

ヘラミガキ

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ

内外面共に一部
赤彩

脚部に３ヶ所の
穿孔あり

外面に一部赤彩

内外面共に赤彩

外面に部分的に
赤彩痕あり

外面に一部赤彩

脚部が
複合口縁状

脚部が
複合口縁状

脚部が
複合口縁状

内面に赤彩、外
面に部分的赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩、
内面に黒斑あり

穿孔あり

受部径：14.2

受部径：14.2

受部径：16.8

受部径：14.2

受部径：11.6

2mm 以下の砂
粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

3mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

2.5mm 以下の
砂粒若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm 以上の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以上の砂
粒を含む

1mm 大の砂粒
を含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

3mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以上の石
英を多く含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 以下の石
英を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を含む

やや密

1mm 大の砂粒
を若干含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

密

凹線

外面に暗文

擬凹線

凹線

磨滅

磨滅

磨滅

ハケ目、ヘラケ
ズリ、指頭圧痕

ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズリ、
指頭圧痕、しぼり

磨滅、しぼり

ヘラケズリ

指頭圧痕、
磨滅

ハケ目、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ヘラケズリ

磨滅

ナデ、磨滅

磨滅

ハケ目、
ヘラミガキ

ハケ目、
ヘラミガキ

ナデ、
指頭圧痕

ナデ、
ヘラミガキ

ハケ目、ヘラミガキ、
くし状工具の痕跡あり

ヘラミガキ、
磨滅

ヘラミガキ、
ハケ目

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ

ナデ、
ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

11.2 

13.6 

14.0 

12.0 

10.8 

10.6 

11.0 

9.6 

9.0 

10.0 

9.3 

9.4 

8.6 

8.0 

8.4 

8.8 

6.4 

16.4 

13.8 

19.6 



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

109

70-10

70-11

70-12

70-13

70-14

70-15

70-16

70-17

71-1

71-2

71-3

72-1

72-2

72-3

72-4

73-1

73-2

73-3

73-4

73-5

73-6

73-7

73-8

73-9

73-10

74-1

74-2

74-3

74-4

74-5

74-6

75-1

75-2

75-3

75-4

75-5

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

土器だまり

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土製品

土製品

土製品

土製品

土師器

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

石器

石器

石器

石器

石器

石製品

石器

石器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

平瓶

甕

甕

甕

甕

支脚

支脚

支脚

支脚

移動式竃

土錘

土錘

土錘

土錘

棒状土錘

小玉

不明

砥石

砥石

砥石

敲石

敲石

紡錘車

石鏃

石鏃

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

9.9 

14.2 

16.2 

5.3 

18.8 

30.4 

20.0 

37.2 

15.0 

18.6 

12.7 

12.9 

38.0 

3.1 

3.1 

2.7 

3.0 

3.5 

0.6 

2.9 

8.4 

7.9 

14.9 

14.1 

11.1 

2.7 

2.8 

1.3 

8.5

11.9

7.0

15.5

29.3

49.2

3.3

14.7

10.5

10.5

10.5

3.3

3.3

3.4

3.2

1.9

0.7

0.7

5.6

3.0

6.2

11.0

9.6

2.4

1.7

1.5

青灰色

暗灰色

暗灰色

淡青灰色

灰色

暗灰色

灰白色

青灰色

青灰色

灰色

暗灰色

淡褐色

明褐色

淡黄褐色

淡褐色

外面：明黄褐色
内面：暗褐色

淡灰褐色

灰白色

灰色

淡灰褐色

淡橙褐色

淡褐色

淡黄褐色

黒色

灰色

淡灰褐色

暗茶色

淡灰褐色

暗褐色

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

ナデ、
回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
タタキ

同心円状
タタキ

回転ナデ

ナデ

ナデ、
ヘラケズリ

条痕文

磨滅

条痕文

回転ナデ

回転ナデ

ハケ目

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

ナデ、カキ目、
回転ヘラケズリ

回転ナデ、
カキ目

回転ナデ

回転ナデ、
タタキ

回転ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、
指頭圧痕

ナデ

ナデ

磨滅

ナデ

条痕文

磨滅

条痕文

条痕文

3方向に
透かしあり

2方向に
透かしあり

2段の
透かしあり

底面に透かし
痕あり

外面に釉付着

黒斑あり

黒曜石

サヌカイト

外面に煤痕

やや密

やや粗

やや粗

1mm以下の砂
粒を若干含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

2mm以下の
砂粒を多く含む

密

石英を含む

2mm以下の
砂粒を含む

密

1mm以下の砂
粒を少量含む

1mm以上の砂
粒を含む

1mm以下の砂
粒を若干含む

1mm以上の砂
粒を多く含む

1mm大の砂粒
を多く含む

1mm以下の砂
粒を多く含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の砂
粒を若干含む

1mm以下の砂
粒を多く含む

1mm以下の砂
粒を含む

1mm以上の砂
粒を多く含む

ごく小さい砂粒
を微量に含む

1mm以下の砂
粒を微量に含む

3mm以下の砂
粒を多く含む

2mm以下の砂
粒を多く含む

3mm以下の砂
粒を多く含む

2mm以下の砂
粒を多く含む

3mm以下の砂
粒を多く含む

2条の凹線

円形浮文

突帯文、波状
文、凹線文

凹線、
波状文

波状文

刻目突帯文

刻目突帯文

刻目突帯文

突帯文、
刺突文

刻目突帯文

8.4 

10.7 

13.8 

9.8 

12.8 

10.1 

4.9 

7.0 

0.7 

4.5 

2.8 

3.7 

3.6 

6.2 

5.2 

0.4 

0.2 



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

110

75-6

75-7

75-8

75-9

75-10

75-11

75-12

76-1

76-2

76-3

76-4

76-5

76-6

76-7

76-8

76-9

76-10

76-11

76-12

76-13

76-14

77-1

77-2

77-3

77-4

77-5

77-6

77-7

77-8

77-9

77-10

77-11

77-12

77-13

77-14

78-1

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

浅鉢

浅鉢

広口壺

広口壺

壺（口縁）

甕（口縁）

甕（底部）

甕（底部）

甕（底部）

甕（底部）

甕（底部）

壺（底部）

甕（底部）

鉢

高坏

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

29.0 

31.0 

27.6 

21.4 

14.6 

15.2 

16.0 

16.6 

17.2 

20.2 

18.2 

12.8 

18.6 

17.0 

17.0 

14.8 

13.3 

18.0 

18.0 

14.8 

12.9

7.7

6.7

4.6

10.2

2.5

3.5

12.8

7.5

7.9

淡灰褐色

淡橙白色

淡灰褐色

淡黄白色

淡黄茶色

灰褐色

暗褐色

暗黄褐色

淡黄白色

淡黄褐色

淡黄白色

暗黄灰色

外面：茶褐色
内面：暗褐色

暗褐色

外面：暗黄色
内面：暗褐色

暗黄褐色

黒色

黄灰色

外面：暗黄褐色
内面：黄褐色

淡黄褐色

淡黄灰色

灰黄色

黄灰色

淡褐色

明褐色

黄灰色

淡橙褐色

淡橙褐色

淡黄褐色

淡黄褐色

黄褐色

灰褐色

にぶい橙色

灰黄色

灰褐色

灰白色

条痕文

条痕文

条痕文

条痕文

条痕文

条痕文

条痕文

ナデ

磨滅

ナデ

ナデ、
指頭圧痕

ヘラミガキ

磨滅

ナデ

磨滅

ナデ、
指頭圧痕

磨滅

ヘラミガキ、
磨滅

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ

ナデ

磨滅

ナデ

ハケ目、
磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

外面に黒斑

外面に煤痕

外面に一部煤痕

外面に一部煤痕

布留系

内外面共に煤痕、
外面に黒斑あり

2mm以下の
砂粒を多く含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

2mm以下の
砂粒を多く含む

4mm以下の
砂粒を多く含む

2mm以下の
砂粒を多く含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

2mm以下の
砂粒を多く含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

2mm以下の
砂粒を含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

2mm以下の
砂粒を多く含む

3mm以下の
砂粒を多く含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

2mm以下の
砂粒を若干含む

1.5mm 以下の
砂粒を若干含む

2mm以下の
砂粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

1.5mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

2mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm以下の
砂粒を若干含む

3mm以下の
砂粒を若干含む

3mm以下の
砂粒を若干含む

密

1mm以下の
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以上の雲母、
石英を多く含む

刻目突帯文

突帯文

沈線

沈線

平行沈線、
凹線、刺突文

平行沈線、
凹線

凹線

擬凹線

凹線

磨滅

磨滅

条痕文

条痕文

条痕文

ナデ

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラミガキ、
指頭圧痕

ヘラケズリ

ヘラケズリ

ヘラケズリ、
ナデ

ヘラケズリ

ヘラケズリ

ヘラケズリ

ナデ、
指頭圧痕

ヘラケズリ、
磨滅

ヘラミガキ

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
磨滅

ナデ

ナデ、
ヘラケズリ

ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

ナデ、ヘラケ
ズリ

7.8 

6.8 

8.6 

9.4 

7.2 



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

111

78-2

78-3

78-4

78-5

78-6

78-7

78-8

78-9

78-10

78-11

78-12

78-13

79-1

79-2

79-3

79-4

79-5

79-6

79-7

79-8

79-9

79-10

79-11

79-12

79-13

79-14

79-15

79-16

80-1

80-2

80-3

80-4

80-5

80-6

80-7

80-8

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師質土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

甕

甕

甕

壺

壺

壺

壺

壺

直口壺

直口壺

壺

小形丸底壺

小形甕

小形丸底壺

小形丸底壺

小形丸底壺

注口

碗

坏

坏

碗

坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

16.8 

18.0 

15.5 

13.2 

21.8 

18.0 

16.2 

23.4 

12.6 

7.3 

10.6 

8.5 

12.2 

10.0 

7.0 

13.2 

14.1 

10.8 

14.0 

13.4 

19.3 

16.0 

18.4 

18.6 

18.0 

23.0 

17.6 

16.2 

16.4 

18.6 

17.0 

16.2 

15.0

10.0

6.7

4.7

3.6

4.2

3.1

13.9

11.4

8.5

5.3

6.4

10.9

12.4

10.4

7.2 

9.4 

6.1 

外面：淡黄褐色
内面：灰褐色

明褐色

灰オリーブ、
オリーブ黒色

淡黄褐色

淡褐色

淡黄褐色

淡黄灰色

淡黄褐色

明橙褐色

橙白色

明黄褐色

灰黄色

淡黄灰色

淡黄褐色

淡黄灰色

淡橙褐色

淡黄褐色

暗赤褐色

灰褐色

明橙褐色

暗赤褐色

橙褐色

淡橙褐色

淡黄褐色

橙褐色

淡橙褐色

赤橙色

淡黄褐色

淡黄褐色

橙色

灰白色

黄褐色

黄褐色

橙褐色

灰褐色

明褐色

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目、ヘラ
ケズリ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ヘラケズ
リ、指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ヘラケズリ、
ヘラミガキ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ヘラケズ
リ、ヘラミガキ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
回転ヘラキリ

ナデ

ナデ

ナデ

ヘラケズリ

ハケ目、
ヘラケズリ

ヘラミガキ、
ヘラケズリ

ナデ、磨滅

ヘラケズリ、
ヘラミガキ

磨滅

ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目、
ヘラケズリ

ナデ、磨滅

ハケ目、ヘラケ
ズリ、ヘラミガキ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目

ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目、
ヘラミガキ

ナデ、ハケ目、
指頭圧痕

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

ハケ目

ナデ

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ、磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、磨滅

ハケ目、磨滅

ハケ目、指頭
圧痕、磨滅

ナデ、ハケ目

ハケ目

ハケ目、磨滅

ハケ目、ヘラミ
ガキ、指頭圧痕

ナデ、ハケ目、
脚部面取り

ナデ、磨滅

ハケ目

ハケ目、
脚部面取り

ハケ目

ナデ、ハケ目

ナデ、ハケ目

外面に一部煤痕

外面に一部煤痕

外面に煤痕

外面に赤彩

内外面共に赤彩

外面に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に
赤彩痕

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に一部
赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

1mm以下の
砂粒を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

ごく小さい砂粒
を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 大の砂粒
を含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm以下の雲母、
石英を若干含む

1mm 大の石英
を微量に含む

1mm 大の砂粒
を含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を含む

1mm 以下の石
英を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の石
英を微量に含む

1.5mm以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の雲
母を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1.5mm 以下の
砂粒を若干含む

2mm以下の雲母、
石英を多く含む

1mm以下の雲母、
石英を多く含む

3mm 以下の砂
粒を若干含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

1.5mm以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

2mm 以上の砂
粒を微量に含む

刺突文

内面に暗文

内面に暗文

内面に暗文

内面に暗文

沈線

6.8 

9.3 

11.2 

10.8 

11.2 

10.0 

10.1

10.1

9.4



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

112

80-9

80-10

80-11

80-12

80-13

80-14

80-15

80-16

81-1

81-2

81-3

81-4

81-5

81-6

81-7

81-8

81-9

81-10

81-11

81-12

81-13

81-14

81-15

81-16

81-17

81-18

81-19

81-20

81-21

81-22

81-23

81-24

81-25

81-26

81-27

81-28

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

土師器

土師器

土師器

土師器

弥生土器

土製品

土製品

土製品

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

高坏

高坏

低脚坏

低脚坏

器台（脚部）

手捏ね土器

手捏ね土器

手捏ね土器

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

高台付坏

高台付坏

高台付坏

高台付坏

皿

高坏

4.4 

3.9 

5.0 

12.0 

14.8 

14.4 

13.2 

10.4 

12.0 

11.4 

17.2 

11.4 

11.0 

12.8 

12.0 

12.2 

11.8 

10.0 

10.6 

11.8 

10.0 

11.0 

9.0 

12.6 

13.4 

13.8 

6.2 

5.9 

3.8 

2.7 

2.6 

2.6 

3.2 

4.3 

4.6 

3.4 

3.9 

2.5 

2.5 

4.9 

5.0 

3.9 

3.9 

3.9 

3.5 

3.7 

3.3 

4.5 

4.5 

2.4 

橙白色

明黄橙色

橙褐色

淡黄褐色

淡橙色

暗黄灰色

淡橙褐色

褐色

灰白色

灰白色

灰白色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰白色

灰白色

灰色

灰色

青灰色

灰白色

灰色

明青灰色

灰白色

灰色

青灰色

灰色

灰色

淡青灰色

灰色

暗灰色

青灰色

ハケメ

ハケ目、指頭
圧痕、磨滅

ハケ目、磨滅

ナデ

ナデ

ナデ、
指頭圧痕

指頭圧痕

指頭圧痕

回転ナデ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ、
ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ、
回転糸切り

ナデ

回転ナデ、
ヘラ切り

回転ナデ、
ヘラケズリ

回転ナデ、
ヘラキリ

回転ナデ、
回転糸切り

ナデ

外面に赤彩

外面に赤彩痕

外面に赤彩

かえり径：8.4

受部径：14.6

受部径：11.2

受部径：13.2

受部径：13.6

受部径：11.2
内面中央に
ヘラ記号あり

自然釉付着

1mm以上の
雲母を若干含む

2mm以下の
砂粒を若干含む

1.5mm 以下の
砂粒を若干含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

3mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm以下の
石英を若干含む

1mm以上の
砂粒を多く含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

1mm以下の
石英を若干含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

1mm大の雲母、
石英を若干含む

やや密

1mm 大の砂粒
を若干含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 大の砂粒
を多く含む

1mm 以下の砂
粒を若干含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

2mm 大の石英
を若干含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 以下の石
英を若干含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

密

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

やや密

やや粗

1mm大の雲母、
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm 以下の砂
粒を若干含む

やや密

密

やや密

ヘラケズリ

指頭圧痕

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
指頭圧痕

指頭圧痕

指頭圧痕

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ミガキ

ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

10.0

8.0

8.2

7.8

13.6

7.2 

10.6 

8.6 

8.2 

9.6 

8.0 

9.8 



挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

113

81-29

81-30

82-1

82-2

82-3

82-4

82-5

82-6

82-7

82-8

82-9

82-10

82-11

82-12

82-13

82-14

82-15

82-16

83-1

83-2

83-3

83-4

84-1

84-2

84-3

84-4

84-5

84-6

84-7

84-8

84-9

84-10

84-11

84-12

84-13

84-14

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

高坏

高坏

壺かあ

長頸壺

長頸壺

長頸壺

長頸壺

横瓶

壺

壺

壺

壺

壺

甕

甕

甕

支脚

支脚

支脚

ふいごの羽口

棒状土錘

棒状土錘

棒状土錘

棒状土錘

棒状土錘

棒状土錘

棒状土錘

棒状土錘

棒状土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

7.0 

6.1 

8.6 

10.0 

13.6 

15.2 

12.4 

17.0 

14.0 

18.4 

22.0 

46.6 

18.0 

15.6 

9.2 

8.5 

10.1 

8.5 

9.2 

7.2 

4.6 

4.8 

7.1 

4.5 

4.6 

5.1 

3.0 

7.0 

16.6 

6.2 

6.8 

4.5 

4.1 

4.3 

4.5 

3.0 

11.3 

10.3 

13.6 

7.4 

2.2 

2.1 

2.0 

2.0 

2.1 

2.1 

1.8 

2.4 

2.0 

2.6 

2.1 

2.3 

3.0 

1.4 

青灰色

灰白色

灰色

灰色

灰色

灰白色

暗灰色

灰色

灰色

灰色

黒灰色

灰白色

灰色

灰色

灰色

暗灰色

灰色

青灰色

淡灰褐色

明褐色

淡灰褐色

暗黄褐色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

橙色

にぶい黄橙色

橙色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

橙色

灰白色

オリーブ黒色

灰黄色

淡黄褐色

灰白色

淡黄色

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ、
指頭圧痕

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
タタキ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
タタキ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、回転ヘラ
ケズリ、回転カキ目

ナデ

回転ナデ、
ヘラケズリ

回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
タタキ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
タタキ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

ナデ

透かしあり

透かしあり

胴部径：11.4

胴部径：11.0

胴部径：13.2

内面に
付着物あり

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 大の石英
を若干含む

1mm 以下の砂
粒を含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

砂粒を微量に含
む

1mm 大の砂粒
を若干含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

1mm 大の砂粒
を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 大の砂粒
を若干含む

やや密

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以上の砂
粒を含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm大の雲母、
石英を多く含む

雲母、石英を多
く含む

雲母、石英を若
干含む

雲母、石英を多
く含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm 以下の砂
粒を多く含む

1mm 以下の石
英を多く含む

1mm 以上の砂
粒を微量に含む

1mm 大の石英
を多く含む

1mm 以上の砂
粒を微量に含む

波状文

カキ目

波状文

波状文

8.0 

9.4 

9.6 

6.8 

6.2 

5.2 

7.6 

2.3 

2.0 

1.9 
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84-15

84-16

84-17

84-18

85-1

85-2

85-3

85-4

85-5

85-6

85-7

85-8

85-9

85-10

85-11

85-12

85-13

85-14

86-1

86-2

86-3

86-4

86-5

86-6

87-1

87-2

87-3

87-4

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石製品

石器

石器

石器

石器

農具

工具

容器

容器

雑具

部材

部材

部材

部材

建築部材

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

有孔円盤

紡錘車

紡錘車

紡錘車

紡錘車

紡錘車未製品

砥石

砥石

砥石

敲石

直柄横鍬

横槌状木製品

椀

曲物の底板

棒状木製品

4.9 

4.3 

4.2 

4.3 

4.1 

3.7 

3.6 

2.5 

2.9 

2.6 

3.9 

3.0 

2.5 

5.1 

7.2 

8.2 

5.8 

9.0 

47.3 

27.4 

17.2 

28.8 

40.9 

53.6 

13.5 

22.1 

61.7 

3.7 

3.5 

3.9 

4.0 

3.9 

4.6 

4.2 

3.3 

2.5 

3.0 

2.2 

2.3 

1.6 

4.5 

6.3 

4.6 

3.3 

11.3 

13.0 

9.1 

6.2 

2.3 

3.9 

5.2 

4.5 

4.7 

8.6 

0.7 

4.4 

5.3 

4.7 

2.6 

1.8 

4.1 

4.4 

2.4 

6.0 

0.7 

8.2 

1.9 

1.5 

2.6 

2.2 

2.0 

1.4 

7.5 

淡橙褐色

淡黄灰色

淡灰色

にぶい黄橙色

淡橙褐色

淡橙褐色

淡橙褐色

淡褐色

緑色

漆塗り

ナデ、
指頭圧痕

漆塗り

1mm以上の
砂粒を多く含む

1mm以上の
砂粒を多く含む

1mm以上の
砂粒を若干含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

1mm以上の
砂粒を若干含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む
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間谷東遺跡

間谷東古墳

第 88図　間谷東遺跡位置図（S=1/2500）

                                                   第４章　間谷東遺跡

第１節　調査の概要

　間谷東遺跡は出雲市知井宮町 1685 他に所在し、出雲市文化財課が調査を担当した間谷東古墳（間

谷東古墳 2008）の存在する丘陵の東側斜面に位置している遺跡である。調査対象面積は 700㎡で、

調査区は細長く標高 24 ｍ～ 13 ｍと高低差のある斜面であった。調査の結果、遺物包含層と用途

不明の溝状遺構を検出した。

１．ＳＤ０１（第 90 図）

　ＳＤ０１は調査区上方の標高約 20.5 ｍの地点で検出した調査区北壁側から南に短くのびる溝状

遺構である。重複するようにピット２穴も検出したが、ＳＤ０１に伴うものではなく、１穴はこの

溝によって切られ、もう１穴は溝上面から掘り込まれている。

　溝の規模は長さ 2.8 ｍ、幅 75cm、深さ約 20cm を測り、中央付近では溝状遺構と交差するよう

に長さ 65cm、幅 10cm の板材を検出したが、その手前約 20cm 東の位置に杭が２本打ち込まれて

いることから本来はこの位置に板材が設置されていたと考えられる。板材は溝内部には認められず、

現状では溝上面に設置されていた状況を示しており、水流調整もしくは水溜用等に使用されたもの

であろうか。覆土は灰褐色砂質土で須恵器、土師質土器の小片が数点出土している。

　この溝状遺構の時期については出土遺物から判断して 12 世紀以降と考えられるが、用途や性格

については他の遺構を伴わないため判然としないものの、斜面から流れ落ちる水の排水もしくは水

溜等に作られたものと推測される。
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A

A’

X=-74740

X=-74730

X=-74720

X=-74710

X=-74750

Y=50190

Y=50200

Y=50210

Y=50220

Y=50230

SD01

1

2
3

4
5

3

1

2

9

10

11

12

8

7 6

5

4

14

13

14

16

15

12
11

10

10

6

A’ 

A
23.0m

19.0m

15.0m

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

1.  褐色粘質土
2.  黒色粘質土（礫多く含む）
3.  茶色粘質土（礫多く含む）
4.  褐色粘質土（礫多く含む）
5.  茶褐色土（ブロック多く含む）
6.  黄茶色礫層
7.  黄茶色粘質土（ブロック多く含む）
8.  明茶色粘質土（ブロック少量含む）

  9.  茶褐色粘質土
10.  茶褐色粘質土（礫多く含む）
11.  暗褐色粘質土（礫多く含む）
12.  暗茶褐色粘質土（礫多く含む）
13.  明褐色粘質土
14.  黒灰色粘質土（礫多く含む）
15.  橙茶色粘質土（礫含む）
16.  暗茶色粘質土（礫含む）

0 20m

0 2m

0 10cm

第 89 図　間谷東遺跡全体図･セクション図及び遺物出土状況（全体図 S=1/400　セクション S=1/100　遺物 S=1/6）

91-15

92-2

91-7

92-9
92-5

92-16

91-4

91-9

91-13

92-17

92-13

92-12
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A A’

B

B’

A A’

B B’
21.50m

22.0m

1

23

45

6

7

7
8

1.  暗灰色砂質土
2.  暗黄灰色土
3.  黄灰色砂質土
4.  黒灰色砂質土
5.  黄灰褐色砂質土
6.  灰黄茶色砂質土
7.  灰褐色砂質土
8.  黒灰褐色土

0 1m

第 90 図　間谷東遺跡　SD01 実測図（S=1/30）

出土遺物（第 92 図）

　図化できたのは２点であった。１は須恵器の坏で体部は内湾気味に立ち上がり、口縁端部が外方

にくびれるタイプである。18 は土師質土器の皿であるが、口縁部を欠損している。

２．包含層遺物出土状況（第 89 図）

　第 89 図に遺物の分布状況を示している。遺物は少なかったが標高 21 ｍ～ 18 ｍの地点に集中

して出土している。これらの遺物は土師器、須恵器、土師質土器が混在して出土しており、大半が

磨滅した小片であった。この地点にはＳＤ０１が存在するがこれに伴うものとは考えられず、調査

区外の南側斜面から流れ込んだものと考えられる。

包含層出土遺物（第 91 ～ 92 図）

　第 91 図は土師器である。１・２は複合口縁の甕で口縁部は外反気味にのび、端部は丸みをもつ。

３～９は単純口縁の甕で３～６は外傾してのびる口縁部であるが、４は複合口縁の名残を残す。７・

８は直立する頸部から大きく屈曲する口縁部のもので、９は緩やかに外反する口縁部をもつ。10・

11 は碗でボウル状の体部を呈し、11 の口縁部は外方に少し屈曲する。12 ～ 16 は高坏ですべて

赤彩が施されている。12・13 は有段タイプで、14 は無段タイプである。15・16 は裾部が大きく

開く脚部である。第 92 図２～８は須恵器である。２～５は坏である。２はやや大形の高台付坏で

体部に比べて高台は低く、口縁部は外反してのびる。３は外傾してのびる口縁部である。４・５は
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0 10cm

第 91 図　間谷東遺跡　出土遺物実測図１（S=1/3）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10 11

12 13

14
15

16
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0 10cm

第 92 図　間谷東遺跡　出土遺物実測図２（S=1/3）

１

２

３
４ ５

６
７ ８

９ 10 11

12 13 14
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16 17

18 19 20
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24

25
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２より小さいタイプの高台付坏で高台は低い。６は口縁部を欠損する𤭯で肩部下半がよく張り、底

部は丸い。肩部外面に刺突文を施している。７は𤭯か小壺の体部で底部は平らで胴部が張る。８は

壺底部である。９～ 23 は土師質土器である。９～ 15 は坏で磨滅が著しく、口縁部を欠損するも

のが大半である。底部に回転糸切り痕を残すものも認められる。16・17 は皿で底径は小さく口縁

部は外傾してのびる。19 ～ 22 は高台付坏の高台部分で、19・20 のように低いタイプと 21 のよ

うに高いタイプがある。23 は柱状高台である。24・25 はやや長めの土錘である。

第２節　小　結

　間谷東遺跡の丘陵尾根上には古墳時代中期前後の古墳である間谷東古墳が立地していることか

ら、調査当初はそれに付随する遺構や集落跡等が存在するものと予想されたが、調査の結果、溝状

遺構１条と少量の遺物を検出しただけであった。遺物の大半は磨滅し、古墳時代前期～中世までと

時期幅が認められるがそれに伴う明確な遺構は今回の調査では確認することができなかった。また、

調査区上方に位置する間谷東古墳周辺の調査においても遺物や遺構は皆無であったことから、調査

区外の南側斜面から流れ込んだものと考えられ、この斜面に古墳時代～中世の小規模な集落等の遺

構が存在していたことが窺える。
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法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
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91-1

91-2

91-3

91-4

91-5

91-6

91-7

91-8

91-9

91-10

91-11

91-12

91-13

91-14

91-15

91-16

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

壺

壺

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

碗

碗

高坏

高坏

高坏

高坏

高坏

13.4

10.6

16.2

16.2

17.2

17.8

28.8

21.4

25.0

12.4

11.8

17.8

19.8

6.7

10.0

4.8

4.3

4.4

4.7

12.9

13.1

暗文

ナデ、磨滅

ナデ、磨滅

磨滅

ナデ、磨滅

磨滅

ナデ、磨滅

ナデ、ハケ目

ナデ

ナデ

磨滅

磨滅

ナデ

磨滅

ナデ

ナデ

磨滅

ナデ

ナデ、磨滅

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

磨滅

ナデ、磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

磨滅

磨滅

ハケ目

磨滅

ナデ、
ヘラケズリ

ナデ、
ヘラケズリ

磨滅

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

暗茶褐色

にぶい黄橙色

にぶい黄色

明黄褐色

オリーブ黒色

灰色

黒褐色

淡黄褐色

橙褐色

赤橙色

橙褐色

淡橙褐色

橙色

明黄褐色

1mm大の雲母、
石英を多く含む

1mm以上の
石英を多く含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm以下の
石英を多く含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

1mm大の
石英を多く含む

1mm以上の
石英を多く含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm以下の
砂粒を若干含む

1mm以下の
砂粒を少量含む

1mm以下の
砂粒を多く含む

1mm大の
石英を多く含む

石英を含む

外面に一部黒斑

外面に赤彩

内面に赤彩

内外面共に赤彩

外面に赤彩

外面全体に赤彩

外面に赤彩
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挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考

92-1

92-2

92-3

92-4

92-5

92-6

92-7

92-8

92-9

92-10

92-11

92-12

92-13

92-14

92-15

92-16

92-17

92-18

92-19

92-20

92-21

92-22

92-23

92-24

92-25

SD01

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

SD01

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器
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浅柄北古墳

第 93図　浅柄北古墳位置図（S=1/2500）

                           第５章　浅柄北古墳

第１節　調査の概要

　浅柄北古墳は出雲市知井宮町 2412-2 他に所在し、出雲平野南麓の標高約 33 ｍの低丘陵上に立

地する遺跡である。古墳のある尾根上からは北東に広がる出雲平野が一望できる眺望に優れた場所

でもあるが、調査区域の地形は狭小な尾根と急斜面であった。特に南側斜面西寄りと東側斜面は著

しい急傾斜で斜面下はすぐに民有地となり民家も存在しているため、調査は極めて困難な状況と考

えられた。よってこの斜面を除く約 800㎡を調査対象とした。

　調査はまず古墳の有無を確認するために尾根上から開始した。尾根上は自然崩壊などにより明確

に古墳と呼べる墳丘等の高まりは確認できなかったが、自然地形もしくは墳丘が残存している可能

性が高いと考えられる低い高まりが３箇所存在していた。尾根上の一番高所の標高約 33 ｍの地点

と丘陵西端の標高約 27 ｍの地点及びそれらの間で標高約 30 ｍの地点３箇所で、一番高所にトレ

ンチ２本、他は１本の計４本のトレンチを設定して調査を開始したところ、すべてのトレンチから

須恵器甕片や堤瓶などが出土した。このことから尾根上の一番高所の高まりを墳丘１とし、そこか

ら西に向かって順に墳丘２、墳丘３と呼称して調査を進めることにした。その結果、墳丘１では須

恵器出土面の下層から土器棺２基が検出されたことにより古墳であることが判明した。その後１号

墳と改めて調査を行ったが、墳形は不明で周溝や土器棺以外の埋葬施設も確認できなかった。この

１号墳は土器棺に使用した壺形土器の様相から判断して古墳時代前期中葉頃に築造されたと考えら

れる。また、墳丘２・３では須恵器以外の遺物や埋葬施設等の古墳に伴う遺構は確認できなかった。

　１号墳及び墳丘２・３は後背墳丘の可能性が高いと考えられたため、横穴墓の有無を確認するた

第 93 図　浅柄北古墳　位置図（S=1/2500）
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第 95 図　浅柄北古墳　１号横穴墓実測図１（S=1/40）

めに北側斜面と南側斜面の若干緩やかになった斜面東寄りにトレンチ計８本を設定して調査を行っ

た。北側斜面では遺構、遺物は確認できなかったが、南側斜面のトレンチで横穴墓１穴を確認した。

南側斜面は急傾斜であることから安全性に配慮して最低限調査が可能な範囲まで拡張して調査を行

った結果、横穴墓６穴を検出した。急斜面であることから前庭部の大半が失われているものがほと

んどであり、６穴のうち５穴は天井部等も崩落して危険な状態であった。この内、３穴の横穴墓（１

～３号横穴墓）は調査中にも崩落を繰り返していたため、危険と判断して玄室全面を完掘するまで

には至らなかった。このような状況で調査を進めて行った結果、１穴（１号横穴墓）以外は須恵器

等の遺物が出土していることから、横穴墓の時期を推測する資料を得ることができた。また、崩落

を免れた１穴（５号横穴墓）は残存状況も良好で須恵器等の遺物の他に石床及び人骨も遺存してい

た。

　ここまでは平成 19 年度の調査であるが、第１章で述べたとおり平成 20 年度の工事中に未調査

箇所の東側斜面から７号横穴墓が、南側斜面から８号横穴墓の２穴が確認されたため追加調査を行

った。このうち８号横穴墓は 19 年度調査地と同じ斜面で検出したことから、２号もしくは３号横

穴墓の玄室部分の可能性も考えられた。調査の結果、３号横穴墓の約 2.4 ｍ下方に位置している新
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第 96 図　浅柄北古墳　１号横穴墓実測図２（S=1/30）

たな横穴墓であることが判明した。また、８号横穴墓の西側約４ｍの地点で須恵器堤瓶１点、東側

斜面の７号横穴墓の北側約５ｍの地点で須恵器蓋１点が出土しており、この地は工事により既に掘

削された場所であったが、横穴墓が存在していたことが窺える。

　以上のように横穴墓は計８穴確認し、床面のレベルは標高 26.5 ｍ～ 29 ｍの位置で検出した。

４号横穴墓を除く横穴墓群の上方には１号墳が、４号横穴墓の上方には墳丘２が存在しており、こ

の古墳及び墳丘を後背墳丘として造墓されたものと考えられる。墳丘３の斜面については調査が行

えなかったが、以上のような状況から推察すれば横穴墓が存在している可能性は高いと推測される。
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第２節　横穴墓の調査

　横穴墓は南側斜面東寄りから７穴、東側斜面の南寄りで１穴の計８穴検出した。床面のレベルは

１～３号横穴墓が最も高く標高 29 ｍ前後、６・７号横穴墓は 28 ｍ、４・５号横穴墓は 27 ｍ前後、

８号横穴墓が 26.5 ｍの位置にあり、横穴墓間の距離は１ｍ前後と密集して存在しているが、４号

横穴墓のみやや離れた位置にある。横穴墓群の上部には１号墳と墳丘２が存在しており、４号横穴

墓は墳丘２を、その他の横穴墓は１号墳を後背墳丘として造墓されているものと考えられる。

　また、急斜面に造墓されていることから天井部の崩壊や前庭部の大半が流失しているものがほと

んどであった。

１号横穴墓（第 95・96 図）

　南側斜面の高所で検出した横穴墓で、床面のレベルは標高約 29 ｍを測り、１号墳のおよそ４ｍ

下方に位置する。前庭部は若干残存しているが、羨道部と玄室の天井部は崩壊しており、前庭部か

ら玄室まで崩落土が詰まっている状況であった。調査は床面及び壁面を手がかりに崩落土を除去し

ながら行った。しかし、調査中にも幾度か崩落を繰り返していたことから、これ以上の調査は危険

と判断したため玄室奥部まで調査を行えていない。

前庭部・羨門・羨道部

　前庭部は急斜面のため大半が失われていた。残存する規模は長さ 85cm、幅 1.1 ｍ、壁高 70cm

を測る。床面中央には玄室から続く幅 30cm 前後、深さ８cm の溝があり、それに交差するように

羨門側に閉塞施設用の溝が設けられている。閉塞施設の溝は長さ 1.1 ｍ、幅約 20cm、深さ約５

cm を測り、閉塞板を上からはめ込む構造となっている。閉塞板は確認できなかったが、それを押

さえるために置かれたと考えられる 20cm ～ 35cm 大の円礫５個を閉塞施設溝の手前で検出した。

これらは前庭部床面にほぼ密着する状態で残存していた。

　羨門は天井部が崩壊して詳細は不明なものの、幅 60cm を測り、高さは 55cm まで確認できた。

　羨道部も天井部が崩壊のため高さは不明で、長さ 60cm、幅 60 ～ 80cm で玄室側が広い構造

となっている。床面には前庭部同様に玄室から続く溝が確認できたが、前庭部より狭く造られ幅

10cm ～ 15cm を測る。

玄門・玄室

　玄門は幅 80cm で高さは崩壊のため不明である。

　玄室は天井部が崩落しているため中央付近までしか調査を行えなかった。前庭部からやや東に振

るように造られており、現存する規模で長さ約１ｍ、幅約２ｍ、壁高は約 50cm まで確認できた。

完掘していないので明確には判断できないが、平面形態は方形状を呈していたと推測される。前壁

側の両袖部分は明瞭に造られており、右袖 50cm、左袖 40cm と右袖が若干広い造りとなっている。

また、左袖隅はやや角張っているが右袖隅は丸みをおびている。天井形態は判然としないものの、

右壁が内湾気味に立ち上がることから判断してアーチ形と考えられる。

　床面中央部分には前庭部まで続く幅 10cm ～ 20cm、深さ５cm の溝があり、床面を２分割して

左右に屍床を造り出したものと考えられる。

　左袖側には長さ 40cm、幅 30cm、厚さ約 15cm の長方形状の切石が一枚置かれているのを確認
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第 97 図　浅柄北古墳　 ２号横穴墓実測図（S=1/40）

第 98 図　浅柄北古墳　２号横穴墓遺物出土状況（S=1/20）

99-1
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第 99 図　浅柄北古墳　２号横穴墓出土遺物実測図（S=1/3）

１

した。全面調査ができていないので明

確には判断できないが、石枕として使

用した可能性が高いと考えられる。

　遺物を検出することができなかった

ため、横穴造墓の時期については不明

である。

２号横穴墓（第 97・98 図）

　１号横穴墓の約 70cm 西隣で検出した横穴墓で、床面のレベルは標高約 29.1 ｍを測り、１号墳

のおよそ４ｍ下方に位置する。前庭部は流失し、玄室の天井部及び壁面の大半も崩壊して崩落土が

詰まっていることから、床面を追いかけるように調査を行ったが、１号横穴墓より崩落の危険性が

高く、羨道部と玄室のほんの一部しか調査は行えなかった。

羨道部・玄門・玄室

　羨道部の残存する規模は長さ 90cm、幅約 85cm、高さは 60cm まで確認できた。床面は水平に

造られ、平面形態は方形状に近いと考えられる。

　玄門は幅１ｍを測り、高さは不明である。

　玄室は天井及び壁面の崩落が著しく、長さ約 1.8 ｍまで確認できたが、幅は不明である。前壁側

で袖部分を確認したものの、右袖 20cm、左袖 10cm 程度しか残存していなかった。

　平面形態及び天井形態についても崩壊が著しく把握することができなかった。

遺物出土状況

　羨道部奥から玄室入り口付近で須恵器蓋１点と甕片数点が床面から約 15cm 程度浮いた状態で

出土している。崩落が著しかったため甕片は上方の１号墳から流れ込んだ可能性も考えられ、横穴

造墓の時期を必ずしも示しているとは限らないであろう。

出土遺物（第 99 図）

　図化できたのは蓋のみであった。かえりが付くタイプの蓋で、天井部は低く宝珠状のつまみが付

き、天井部外面に回転ヘラ削りが施されている。

　出雲６期に属するものと考えられる。

３号横穴墓（第 100・101 図）

　２号横穴墓の約 1.5 ｍ西隣で検出した横穴墓で、床面のレベルは標高約 28.8 ｍを測り、１号墳

の約４ｍ下方に位置する。前庭部は大半が流失し、玄室は天井部と壁面の一部が崩壊して崩落土が

詰まっていた。１号横穴墓同様に床面及び壁面を手がかりに調査を進めていたが、調査中にも崩落

を繰り返していたため玄室奥壁までは確認できなかった。

前庭部・羨門・羨道部

　前庭部は斜面の自然崩壊により大半が失われており、残存する規模は長さ 30cm、幅 1.15 ｍを

測る。羨門側に長さ 85cm、幅 25cm 前後、深さ５cm の閉塞施設用の溝が設けられ、閉塞用の板

石４枚も残存していた。これらの板石は一番大きなものが前庭部に向かって傾いた状態で検出され、

その他の石は１枚がやや宙に浮いた状態であったが、残り２枚は前庭部床面から若干浮くものの横
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第 100 図　浅柄北古墳　3号横穴墓実測図（S=1/40）

倒しの状態で検出されている。検出状況から判断して閉塞石は一番大きな板石を用いたものと考え

られ、この板石を閉塞用の溝にはめ込んだ後に残りの板石を押さえとして使用したものと推測され

る。閉塞石の規模は長さ 60cm、幅 50cm、厚さ 10cm で、押さえに使用した板石は長さ 25cm ～

35cm、幅 20 ～ 40cm、厚さ 10 ～ 15cm を測る。

　羨門は幅 70cm を測り、高さは 50cm まで確認できた。

　羨道部はやや短めで長さ 30cm、幅 50cm を測り、高さは 70cm まで確認できた。床面は水平に

造られ、平面形態は横長の長方形状を呈している。

玄門・玄室

　天井部と西壁手前が崩壊しているため玄門の幅や高さは不明である。

　玄室は前庭部からやや西側に振るように造られており、奥行き 2.2 ｍまで調査は可能であったが、

奥壁を確認することはできなかった。幅は中央付近で 1.8 ｍを測り、壁高は西壁側で 60cm、東壁
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第 101 図　浅柄北古墳　3号横穴墓閉塞石・遺物出土状況（S=1/30）
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102-1

側で 50cm まで確認できた。平面形態は奥壁側が不明であるが縦長長方形を呈していたと考えら

れる。袖部分の左袖は崩壊のため不明で、右袖は 50cm の規模を測り、隅は角張っている。床面

は手前側が若干窪むものの水平に近い造りとなっている。天井部が崩壊して判然としないが、横断

面は半円形状を呈していたと考えられ、天井形態はアーチ形であったと推測される。

遺物出土状況

　遺物は玄室内から須恵器蓋坏類７点が出土している。床面中央付近には認められず、やや側壁寄
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第 102 図　浅柄北古墳　３号横穴墓出土遺物実測図（S=1/3）

１ ２
３

４ ５ ６

７

りで床面直上のものと床面から数㎝浮いているものが認められた。

出土遺物（第 102 図）

　１・２は蓋で３～７は坏身である。１は口縁部の破片で肩部に沈線と稜をもつタイプであり、口

縁端部内面上方に沈線を施している。２は天井部がやや平らに近く、肩部に稜をもたないタイプで

ある。天井部外面はヘラ切り後ナデ調整が施される。３は立ち上がりが内傾してやや長くのびるタ

イプである。底部外面は回転ヘラ削りが施される。４は３より若干短い立ち上がりをもつが、底部

外面に回転ヘラ削りが施されている。５～７は立ち上がりの短いタイプで、底部外面の調整は５が

ヘラ切り後ナデ、それ以外はヘラ切り未調整である。

　これらは出雲４期～５期に属するものと考えられる。

４号横穴墓（第 103・104 図）

　３号横穴墓から３ｍ西に離れた地点から２ｍ下方の位置で検出した横穴墓で、床面のレベルは標

高約 26.9 ｍを測り、墳丘２の約３ｍ下方に位置する。前庭部は他の横穴墓同様に流失部分が認め

られ、羨道部と玄室の天井部は崩壊が著しいが壁面は残存していた。床面及び壁面を手がかりに崩

落土を除去しながら調査を行い、奥壁まで調査が可能であった。

前庭部・羨門・羨道部

　前庭部は斜面の自然崩壊により大半が失われており、残存する規模は長さ 80cm、幅 80 ～

95cm で羨門側が少し狭くなり、高さは 45cm まで確認できた。床面は流失等の影響によるものか

現状では右壁に向かって低くなっている。羨門側に長さ 90cm、幅 20cm、深さ５cm 前後の閉塞

施設用の溝が設けられ、その溝中央から前庭部右壁に向かってのびる溝が付随し、その規模は長さ

60cm、幅 20cm、深さ５cm ～ 10cm を測る。閉塞板は確認できなかったが、閉塞施設用の溝上

には閉塞板の押さえとして使用されたと考えられる 30cm 前後の円礫４個が遺存し、１個は床面

に密着した状態で、他の３個は浮いた状態で検出された。

　羨門は幅 80cm を測り、高さは 50cm まで確認できた。

　羨道部は長さ約 50cm、幅約 70cm を測り、高さは 50cm まで確認できた。床面は水平に近く、

平面形態は横長長方形状を呈しているが、右側壁は真っ直ぐのびるのに対し、左側壁は内側に膨ら

んだ形状をしている。
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第 103 図　浅柄北古墳　４号横穴墓実測図（S=1/40）

玄門・玄室

　玄門は幅 80cm を測り、高さは不明である。

　玄室は片袖式で前壁左側は約 10cm 西に屈曲して小さな袖部を造り出しているが、右側は若干

カーブを描くもののやや直線的に奥壁までのびている。現存する規模は長さ 1.9 ｍ、幅 90cm ～

1.1 ｍを測り、壁高は約 80cm まで確認できた。平面形態は奥壁側が若干広い縦長長方形を呈して

いる。天井部等の形態は崩壊が著しいため明確には判断しがたいが、横断面の形態をみると両側壁

は床面から垂直気味に立ち上がり、天井部付近で内側に内湾していることが認められるため半円形

状に近いものと考えられ、天井形態はアーチ形であったと推測される。

遺物出土状況

　遺物は耳環２点と須恵器蓋坏類５点が玄室内から出土している。耳環は１点が玄門中央付近で床
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第 104 図　浅柄北古墳　４号横穴墓閉塞石・遺物出土状況（S=1/30）
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第 105 図　浅柄北古墳　４号横穴墓出土遺物実測図（１～５：S=1/3、６･７：S=1/2）

１ ２ ３

４

５

６ ７

面から数㎝浮いた状態で出土し、もう１点は奥壁中央から手前約 30cm の位置で床面直上から出

土している。須恵器は奥壁側右寄りで破片を含めて４点、左寄りの奥で１点出土しており、奥の１

点は若干浮いているが、他は床面直上から出土している。

出土遺物（第 105 図）

　１は蓋で肩部に２条の沈線を施して鈍い稜を作り出しているタイプで、天井部外面は回転ヘラ削

りを施す。２～５は坏身で、内傾してのびる立ち上がりを有するが、４・５は２・３に比べてやや

短い。２の底部外面は回転ヘラ削り、３はヘラ切り後若干ナデ調整、４は未調整である。６・７は

耳環で現状では風化が著しく緑青が浮いている。

　須恵器の様相から出雲４期～ 5 期に属するものと考えられる。

５号横穴墓（第 106 ～ 108 図）

　南側斜面の東端で検出した横穴墓で西隣上方に６号横穴墓、そのまた上方に１号横穴墓が存在し

ている。１号墳の約６ｍ下方に位置し、床面のレベルは標高約 27.2 ｍを測り、横穴墓群中唯一崩

壊を免れた横穴墓でもある。前庭部は自然崩壊の影響を受けているが、他の横穴墓と比較して残存

状況が最も良く、玄室内には遺物の他に石床と人骨が遺存していた。

前庭部・羨門・羨道部

　前庭部は比較的残存状況が良く、残存する規模は長さ約 1.3 ｍ、幅 95cm 前後、壁高は先端から

羨門に向けて高くなり最大で約 60cm を測り、平面形態は縦長長方形を呈している。羨門側に長

さ１ｍ、幅 25cm、深さ５cm 前後の閉塞施設用の溝を設けており、この溝上には閉塞板を押さえ

るために使用したと考えられる 20cm ～ 40cm 大の礫が十数点、床面から密着するように置かれ

ていたが、閉塞板は確認できなかった。

　羨門は幅 60cm、高さ 80cm を測る。横断面の形状は隅丸長方形に近く、前庭部左寄りに造られ

ている。

　羨道部は長さ 40cm、幅 60cm、高さ 90cm を測る。床面はほぼ水平に造られ、平面形態は横長

長方形を呈している。

玄門・玄室

　玄門は幅 70cm、高さ 90cm を測る。

　玄室は片袖式と考えられ、右側は玄門から 30cm 東に屈曲して明瞭な袖部分を造りだしている

が、左側はやや西に緩いカーブを描くが右袖のように明瞭ではない。規模は長さ 2.2 ｍ、幅は中央

で 1.2 ｍ、玄門側と奥壁側で１ｍ、高さは最大で 98cm を測り、平面形態は縦長の隅丸長方形状

を呈している。床面は奥壁手前 70cm までは水平であるが、そこから奥壁に向かって傾斜がつき、
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第 106 図　浅柄北古墳　５号横穴墓実測図（S=1/30）



136 136

28.0m

28
.0
m

28.0m

28.0m

A
A’

B

B’

A

A’

B

B’

A

A’

0 1m

第 107 図　浅柄北古墳　５号横穴墓閉塞石・石床出土状況（S=1/30）　
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第 108 図　浅柄北古墳　５号横穴墓人骨・土器出土状況　（S=1/20）
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第 109 図　浅柄北古墳　5号横穴墓出土遺物実測図（S=1/3）

１ ２

３ ４
５ ６　

奥壁側では約 20cm 高くなっている。横断面の形状は半円形状で、天井形態は奥壁が内湾して天

井部との界線が不明瞭であるが、基本的にアーチ形を呈するものと考えられる。

　床面には右壁側に４枚の切石で構成された石床が設置され、奥から２枚目の石床上から左壁側に

かけて人骨が遺存している。また、羨道部から流入した暗黄褐色土層が３枚目の石床手前まで堆積

していた。

　壁面から天井部にかけては幅５～８cm 程度の明瞭な加工痕が認められている。

石床

　石床は４枚の切石で構成され、その規模は長さ 1.95 ｍ、幅 50cm 前後、厚さ 20cm 前後を測

り、１枚ごとの長さは奥から 35cm、80cm、38cm、42cm となっている。石床左端は断面Ｌ字状

に加工して縁を作り出しており、奥側の１枚は奥壁側にも縁を作っている。縁の厚さは 12cm ～

18cm、高さは５cm を測る。石床全面に幅約３cm 程度の加工痕が明瞭に認められる。また、奥か

ら２枚目までの石床と右壁との間には長さ 20cm 前後の割石が隙間を埋めるように詰め込まれて

いたが、手前側では認められなかった。

人骨

　人骨は奥から２枚目の石床上とそこから左壁にかけての範囲に集められるような状況で検出され

ており、盗掘等の痕跡は認められないため、追葬等によって原位置を動かされたものと推測できる。

人骨の遺存状態も極めて良く、分析の結果、４体分の人骨が残存していることが判明した。このう

ち４号人骨は玄門側の石床上に遺存していたようであるが、堆積土の調査中に取り上げてしまった

ため、原位置は不明で残存量も少なかった。残りの３体は石床右側に１号人骨、石床左端に２号人骨、

玄室床面で３号人骨が遺存している。このうち３号人骨のみが女性で他は男性である。また、１号

人骨は推定身長が 167.22cm と高身長で２号人骨は 16 歳頃の成年であることも判明している。な

お、人骨の詳細については第８章自然科学的分析の第３節を参照願いたい。

遺物出土状況

　遺物は須恵器蓋坏類４点と刀子２点が出土している。刀子は堆積土の調査中に４号人骨とともに

取り上げてしまったため原位置は不明であるが、石床上にあったものと考えられる。須恵器は４点

とも玄室左側の床面直上で検出した。２点は入り口付近、もう２点は奥壁付近と２箇所に分かれて

出土している。

出土遺物（第 109 図）

　１は蓋で肩部に稜もしくは沈線をもたないタイプである。天井部外面はヘラ切り後ナデ調整を施

している。２～４は立ち上がりが短く内傾するタイプの坏身で、底部調整はヘラ切り後ナデで仕上
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第 110 図　浅柄北古墳　６号横穴墓実測図（S=1/30）

げている。５・６は刀子で先端を欠損しているが、部分的に木質が残り、５の柄部には鎺が認めら

れる。

　須恵器の様相から出雲５期に属するものと考えられる。

６号横穴墓（第 110・111 図）

　５号横穴墓と１号横穴墓の中間で検出した横穴墓で、床面のレベルは標高約 28.4 ｍを測る。横

穴墓群の中では一番遺存状況が悪く、玄室奥壁側のみ検出した。

玄室

　玄室の大半は崩壊しており、奥壁から 1.1 ｍ手前までしか残存していない。幅は約 80cm を測る。

両壁は垂直気味に立ち上がり、右壁で 80cm、左壁で 70cm まで確認できた。床面は水平に近い造

りである。残存部分が少ないため明確には判断できないが、他の横穴墓の形態から推測すれば、平

面形態は奥壁側がやや丸みをおびているが縦長の長方形状を呈し、天井形態はアーチ形であったと
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第 111 図　浅柄北古墳　６号横穴墓遺物出土状況（S=1/20）

112-1

112-2

112-3

0 10cm

第 112 図　浅柄北古墳　６号横穴墓出土遺物実測図（S=1/3）

１ ２ ３

推測される。

遺物出土状況

　かなり崩壊していたため遺物は残っていないものと考えられたが、奥壁側の床面直上で須恵器坏

身３点が出土した。

出土遺物（第 112 図）

　３点とも立ち上がりが短く外傾するタイプの坏身で、底部と体部の境に回転ヘラ削りを施し、底

部中央はヘラ切り後ナデ調整を行っている。
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第 113 図　浅柄北古墳　７号横穴墓実測図（S=1/40）

　須恵器の様相から出雲４期に属するものと考えられる。

７号横穴墓（第 113・114 図）

　唯一東側斜面で検出した横穴墓である。前述したように工事中に玄室部分が開口して発見された

横穴墓であるが、斜面は未掘削で急傾斜の状態は変わっていないため前庭部の調査は行うことがで

きなかった。工事により破壊された土砂を取り除いた後には、羨道部から流入した土が玄室奥壁ま
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第 114 図　浅柄北古墳　７号横穴墓遺物出土状況（S=1/30）
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で薄く堆積していたことから、本来は崩落を免れていたと考えられる。調査は玄室部分から羨道部

まで行い、床面のレベルは標高約 28.2 ｍを測る。

羨道部

　羨道部は玄室側から可能な範囲まで調査を行い、現存する規模は長さ約 80cm、幅 75cm ～

90cm、高さ 65cm を測る。玄門側に向かって広くなっているが、平面形態は方形状を呈している。

床面には玄室から続く溝が東西方向にのびており、幅 22cm ～ 34cm、深さ約６cm を測る。

玄門・玄室

　玄門は幅 95cm、高さ 90cm を測り、横断面は半円形状を呈している。

　玄室は長さ 2.1 ｍ、幅 1.9 ｍ～ 2.4 ｍを測り、高さは１ｍまで確認できた。玄門側が若干狭くな

るが、平面形態は横長長方形を呈している。平面形態が横長長方形をとるのはこれ１例のみである。

袖部分は左袖が 30cm、右袖が 50cm を測り、隅丸状を呈している。天井部が破壊されているため

明確に判断できないが、横断面の形態は半円形状であったと考えられ、天井形態もアーチ形を呈す

るものと推測される。

　床面には玄室中軸線に沿って幅 10cm 前後、深さ約５cm の溝がのび、羨道部手前で広がっている。
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第 115 図　浅柄北古墳　７号横穴墓出土遺物実測図（１～５･７：S=1/3、６：S=1/4、８･９：S=1/2）
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第 116 図　浅柄北古墳　８号横穴墓実測図（S=1/40）

この溝は奥壁から右壁に沿っても廻っているが、右袖部分で消滅している。床面を２分割し、左右

に屍床を造りだしたものと考えられる。

遺物出土状況

　遺物は須恵器蓋坏類５点、大刀１点、鍔１点、耳環２点が出土している。須恵器は右袖及び玄室

中央の床面直上で検出した。大刀は破損して数点に分割していたが、床面中央の溝に沿うような状

態で出土し、鍔はその右横約 15cm 離れて出土している。耳環は玄門中央の溝上とそこから 70cm

離れた左側屍床上面から出土している。また、これら遺物とともに人骨片も少量であるが検出され

たが、遺存状態は悪かった。

出土遺物（第 115 図）

　１～３は肩部に稜及び沈線をもたないタイプの蓋で、天井部は丸みをおび、ヘラ切り後ナデ調整

を行っている。４・５は立ち上がりが短く内傾してのびるタイプの坏身で、底部外面はヘラ切り後

ナデ調整を行っている。６は大刀で柄部をほぼ欠損するが、長さ 84cm、幅４cm と長めのもので、

柄部には鎺が残っている。７は鍔で長さ 7.3cm、幅 5.6cm で楕円形もしくは倒卵形を呈していた

と考えられる。８・９は中空の耳環で風化が著しく緑青が浮いている。

　須恵器の様相から出雲５期に属するものと考えられる。

８号横穴墓（第 116・117 図）

　７号横穴墓同様に工事中に発見された横穴墓で、玄室天井部が破壊されていた。現地は工事が進

み元の地形を留めていなかったが、検出地点が調査の終了した南側斜面であったことから、当初は

完掘できなかった２号もしくは３号横穴墓の玄室部分の可能性が高いと考えられた。
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第 117 図　浅柄北古墳　８号横穴墓遺物出土状況（S=1/20）
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　調査の結果、３号横穴墓の 2.4 ｍ下方に位置している新たな横穴墓であることが判明し、床面の

レベルは標高約 26.5 ｍと横穴墓群の中で一番低い地点で検出されている。また、調査は玄室部分

のみが可能であった。

玄室

　玄室は長さ1.9ｍ、幅1.25ｍを測り、高さは85cmまで確認できた。平面形態は縦長長方形を呈し、

右壁手前に 10cm ほどの袖部分を確認した。横断面の形態は半円形状で、天井形態はアーチ形を

呈するものと考えられる。

遺物出土状況

　遺物には須恵器は認められず土師器碗２点と高坏２点、大刀１点、刀子２点が出土した。須恵器
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0 10cm

0 10cm

第 118 図　浅柄北古墳　８号横穴墓出土遺物実測図（１～４･６･７：S=1/3、５：S=1/4）

１

２

３

４

５

６

７

を伴わず土師器のみであり、他の横穴墓と様相を異にしていることが注意される。

　土師器は玄室中央から奥壁側で碗２点が出土し、玄室手前左側で高坏２点が出土したが、高坏

の１点は大刀の上に被せるように置かれていた。大刀はこの高坏の下に置かれ、その右横約 10cm

の地点で刀子２点が出土している。

出土遺物（第 118 図）

　１～４は土師器でいずれも内外面ともに赤彩が施されている。１・２はボウル状の形態をした碗

である。３・４は高坏で脚部を欠損する。５は大刀で長さ 63.6cm、幅 2.9cm と細身のもので、柄

部に木質が残っている。６・７は刀子で柄部に木質が残り、６は鎺が認められる。

　西谷横穴墓群第２支群の１号穴から須恵器とともに赤彩土師器の高坏が出土しており、１号穴は

出雲４期に比定されていることから、８号横穴墓も出雲４期に属するものと考えておきたい。
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第 119 図　浅柄北古墳　１･２号土器棺出土状況（S=1/80）

１号墳

第３節　古墳の調査

　浅柄北古墳の最高所にあたる標高約 33 ｍの尾根頂部から西に向かってのびる尾根上に３基の高

まりがあり、当初は自然地形の可能性も考えられたが、調査の結果、古墳及び横穴墓の後背墳丘で

あることが判明した。埋葬施設等の明瞭な遺構を検出したのは最高所の１基だけであったため、こ

れを１号墳と称し、その他の２基は墳丘２、３としている。１号墳は標高約 33 ｍ、墳丘２は標高

約 30 ｍ、墳丘３は標高約 27 ｍの位置に立地している。

１号墳（第 119 図）

　１号墳は前述したとおり尾根の最高所に位置する。古墳であるかを確認するため、頂部に東西方

向のトレンチ１本と北側に下る斜面にトレンチ１本、計２本のトレンチを設定して調査を行った。

トレンチ内から須恵器甕片が散乱した状態で出土したことから、全面調査に切り替えた。その結果、

須恵器の甕片を中心とする土器群とその下層から土師器の土器棺が検出された。土器棺はその様相

から古墳時代前期中葉頃と考えられ、１号墳はこの時期に築造された古墳であることが判明した。

また、須恵器土器群は古墳時代後期の様相を呈していたため、この古墳に直接関係するものとは考

えられず、この下方には横穴墓群が存在することから、横穴墓に関連する遺物の可能性が高いと思
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（S=1/10）
第 121 図　浅柄北古墳　２号土器棺実測図
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第 120 図　浅柄北古墳　１号土器棺実測図（S=1/20）

われる。

墳丘

　東側及び南側は

自然崩壊等により

かなり削られてい

ることから墳丘裾

も 流 失 し て い た

が、墳丘北側では

墳丘裾と考えられ

る ラ イ ン が、32

ｍの標高ラインに

平行するように認

められた。調査区

東壁の南北セクシ

ョン（第 123 図）

を観察すると、地

山面が北に向かっ

て傾斜して平坦に

なる変換点が見て

取れ、この部分が

裾ラインである。

この墳丘裾ラインから北に向かっては、やや広い平坦な地形となっており、裾部分から平坦面の地

山上層には黒褐色土が認められた。また、墳丘裾部に周溝等は認められなかった。北側墳丘裾ライ

ンのあり方から推測すれば標高 32 ｍのラインから墳丘が構築されていたと想定でき、規模は 12

ｍ前後と考えられるが、詳細な墳丘規模や墳形等を特

定することはできなかった。

埋葬施設

　墳丘東側斜面に石棺の残骸と考えられる板石が数点

認められたことから、石棺等の痕跡が確認できるもの

と予想していたが、墳頂部はかなり削平を受けたもの

とみられ、現状ではそれを検出することはできなかっ

た。中心主体を検出することはできなかったものの、

墳丘東寄りで土師器の土器棺２基を検出した。

１号土器棺（第 120 図）

　１号土器棺は墳丘中央やや東寄りの標高約 32.8 ｍ

の地点で、後述する須恵器土器群１を取り上げた下層

から出土した。平面規模は長軸１ｍ、短軸 70cm を

測り、大形の土師器壺形土器を縦割りにして２つに分
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第 122 図　浅柄北古墳　土器棺実測図（1号：１、2号：２･３）（S=1/6）

0 10cm

１

２

３

割し、その２つを口縁部を真ん中にして被せるように設置されていた。西側は土器群等による攪乱

のためか残存状況は悪く、東側は比較的残りが良く壺底部も確認できた。

　平面観察では墓壙のラインは不明瞭であったが、南北セクションを観察すると明橙褐色土が橙

褐色土から地山面まで掘り込まれていることが分かり、墓壙が存在していたことが窺える。この

墓壙の北側堀方は確認できず、平面形態も把握できなかった。規模は南北軸で 1.2 ｍ以上、深さは

30cm 以上であったと推測される。また、土器棺設置面は暗黄褐色土であることから、墓壙を掘っ

た後に底面を暗黄褐色土で整地し、その上に土器棺を設置したものと考えられる。土器棺内部から

は何も出土していない。

　第 122 図１に実測図を掲載した。口径 39.8cm、器高 77.6cm、胴部最大径 62.6cm を測る大形
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第 123 図　浅柄北古墳　１号墳セクション図及び遺物出土範囲（遺構図 S=1/200　セクション S=1/40）
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第 124 図　浅柄北古墳　１号墳・土器群１遺物出土状況（S=1/40）
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第 125 図　浅柄北古墳　１号墳・土器群２出土状況（S=1/40）

の壺形土器である。複合口縁で口縁部はやや内傾して上方に立ち上がり、端部は平坦に作られる。

複合口縁部の稜は横方向に長く突出している。肩部下方に最大径をもち、底部は径 11cm の平底

を呈している。口縁部外面には径６㎜の竹管文が上下に施され、その間に径 1.6cm の半裁竹管文

を逆Ｓ字状に施した後、その半円内にも竹管文を施している。頸部外面には５条の綾杉文を施して

いる。体部内外面にはハケ目を施し、内面の一部にはヘラ削りが認められる。

　古墳時代前期中葉の様相を示すものと考えられる。

２号土器棺（第 121 図）

　２号土器棺は１号土器棺の約 70cm 東の東側斜面寄りの標高約 32.7 ｍの地点で検出した。平面

規模は長軸 70cm、短軸 50cm を測り、その場で押し潰されたような状態で出土している。上面は

削平を受けており、遺存状態は極めて悪かった。１号土器棺より小形の土師器壺形土器及び甕形土

器２個体で構成されていたことは確認できたが、どのように組み合わせていたのか現状では把握す

ることはできなかった。また、墓壙も確認できていない。

　第 122 図２と３が組み合わされて使用された土器である。２は複合口縁の甕で口縁部はやや外

傾して立ち上がり端部は若干内外に肥厚している。複合口縁部の稜は横方向に突出する。胴部中央

に最大径をもつ。３は口縁部を欠損するが壺と考えられる個体で、肩部から胴部にかけて広がり、

胴部中央に最大径をもっていたと考えられる。

　１号土器棺同様に、古墳時代前期中葉頃の様相を示すものと考えられる。

土器群１（第 124 図）

　現状では１号墳の墳丘頂部中央付近から北側裾に向かって流れるように広がる須恵器甕片と蓋坏

類からなる土器群であるが、南側斜面の１号及び２号横穴墓に向かっても甕片が流れ落ちていた。

土器は古墳時代後期の様相を示していることから、１号墳に直接関連するものではなく、下方に存
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第 126 図　浅柄北古墳　１号墳出土遺物実測図（１･２：S=1/3、３･４：S=1/6）
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１ ２

３

４

在する横穴墓に関連するものの可能性が高いと考えられる。甕は細片化していることから意図的に

破砕されたものと考えられ、横穴墓に関する何らかの祭祀行為がこの時期に１号墳上で行われたも

のと推測される。

　第 126 図１～３が土器群１の土器である。１は焼成不良の蓋で口縁部を欠損しているが肩部に

鈍い稜をもち、天井部外面に回転ヘラ削りを施している。２は立ち上がりがやや長めの坏身である

が、焼成不良のため底部外面の剥離が著しく調整は不明である。３は肩部の良く張る甕である。こ

れらは出雲４期に属するものと考えられる。

土器群２（第 125 図）

　土器群２は１号墳の北側斜面下の標高約 30 ｍの位置で検出した土器群で、その大半は須恵器横

瓶の破片である。検出面は平坦を呈しているが、この土器群の北側は市道によって削られているた
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第 127 図　浅柄北古墳　墳丘２・３遺物出土状況及びセクション図
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第 128 図　浅柄北古墳　墳丘２･３･その他出土遺物実測図（S=1/3）

１ ３

２

め、遺構の有無については確認できなかった。

　第 126 図４がこの土器群の横瓶である。口縁部はやや変形しているが外傾気味にのび、端部は

内側に肥厚している。

墳丘２（第 127 図）

　１号墳の西側約５ｍの標高 30 ｍの地点に位置し、下方には４号横穴墓が存在している。墳丘と

呼べる明瞭な高まりではなく、現状ではやや平坦に近い地形となっている。盛土等の痕跡や１号墳

のような裾ラインも認められなかったため、墳形及び墳丘規模については窺い知ることはできない。

また、埋葬施設や周溝等の古墳に伴う遺構も認められなかった。このことから古墳の可能性は低い

と考えられるが、狭小な尾根であることから埋葬施設等は流失してしまった可能性も全く否定でき

ないであろう。

　埋葬施設等は検出できなかったが、頂部地山面から須恵器片が少量ではあるが出土していること

が注意される。その前後の尾根上には須恵器等の遺物は全く認められないことから、この地点に意

図的に置かれたものと考えた方が自然である。だとすれば、下方には横穴墓が存在するため、横穴

墓に関連する遺物の可能性が高いと考えられ、この墳丘は横穴墓を主体部とする後背墳丘の可能性

が高いと判断した。

　図化できたものは第 128 図１に示す須恵器短頸壺１点だけであった。口縁部は短く直立気味に

のび、体部は肩部が良く張る扁平状を呈している。
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墳丘３（第 127 図）

　丘陵尾根最西端の標高 27 ｍの地点に位置している。狭小な尾根と南側は急峻な斜面となってい

ることから調査範囲が限られた。現状では墳丘２より若干であるが高まりが認められたものの、盛

土の痕跡は確認できず、墳形や規模、埋葬施設等についても把握できなかった。頂部から須恵器堤

瓶１点が出土しており、その様相から横穴墓に関連するものと考えられるが、斜面は急峻であった

ため横穴墓の存在を確かめることはできなかった。このような状況で判断しがたいが、墳丘２同様

に後背墳丘の可能性が高いと考えられる。

　第 128 図２が墳丘３の遺物である。口縁部を欠損するが須恵器の堤瓶で、平面形状は円形に近く、

断面形は扁平状を呈している。肩部に把手が付く。

その他の遺物

　第 128 図３は７号横穴墓の北側で工事により掘削を受けた地点で見つかった須恵器蓋である。

このことは東側斜面には７号横穴墓以外にも横穴墓が存在していた可能性を示す資料と言える。

　肩部に鈍い稜をもつタイプで、天井部外面はナデ調整を施している。出雲５期の様相を示すもの

と考えられる。

第４節　小　結

　今回の調査では横穴墓８穴と古墳１基を含む後背墳丘３基を検出した。調査区域の斜面は急峻で

あることから調査範囲が限られ、全面調査は不可能であったが、今回検出した８穴以外にも横穴墓

が存在していたと推察される。また、検出された横穴墓の多くは玄室天井部や前庭部等が崩落して

いたため天井形態や平面形態の不明瞭なものや、遺物が検出できなかったため時期の特定が困難な

ものもあった。

　横穴墓の時期は出土遺物から判断して、３号・４号・６号・８号横穴墓が出雲４期で、この内３

号・８号横穴墓は出雲５期まで追葬されたことがわかる。５号・７号横穴墓が出雲５期に相当する。

２号横穴墓は出雲６期の様相を示す須恵器が出土しているが、床面からかなり浮いた状態で出土し

ていることから築造時期を必ずしも示しているとは限らず、追葬時もしくは上方からの流れ込みと

考えた方が無難であるかも知れない。１号横穴墓は遺物が検出できなかったため特定できなかった。

このように当遺跡では出雲３期に遡る横穴墓は認められず、出雲４期になってから造墓されている

ことがわかる。このことは当遺跡の北方丘陵に展開する神門横穴墓群と同じ傾向を示しており、出

雲西部では出雲東部に比べて横穴墓の導入が遅れるようである。

　玄室の天井形態と平面形については、崩落が著しく不明瞭な部分も多かった。残存する壁面等か

ら推測すると、天井形態は２号横穴墓のみ不明であり、その他はすべてアーチ形を呈していたと考

えられ、家形を呈するものは認められなかった。平面形でみると多くは縦長長方形を呈している。

唯一７号横穴墓だけ隅丸の横長長方形を呈しており、玄室中央軸から右壁側に溝を設けて左右に屍

床を造りだした構造になっている。詳細は不明であるがこのような構造は１号横穴墓にも認められ、

１号横穴墓も正方形もしくは横長長方形を呈していたと考えられる。そうであるならば、１号横穴

墓は７号横穴墓同様に出雲５期に造墓された可能性も考えられるであろう。
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　これら横穴墓上方の丘陵尾根上には３基の墳丘があり、最高所の墳丘は土器棺が出土した前期古

墳で、その他の２基は埋葬施設や周溝等の古墳に伴う遺構は一切検出できなかった。３基とも墳頂

部から横穴墓に関連すると思われる古墳時代後期の須恵器が出土していること、１号墳と墳丘２の

下方には横穴墓が存在していることから、これらの墳丘は横穴墓を主体部とする後背墳丘であると

考えた。横穴墓の位置関係から４号横穴墓だけが墳丘２を中心とするグループと考えられ、その他

７穴は１号墳を中心とするグループを構成していたとみられる。１号墳を中心とするグループは密

集して造られ、１号～３号横穴墓と５号・８号横穴墓の築造位置のレベル差から見て、上下２段に

造られていた可能性も考えられる。本来、１号墳は古墳時代前期に築造された古墳であるが、この

古墳に集中するように横穴墓が造られていることは、高塚古墳を強く意識した結果によるものかも

しれない。

　このように１号墳は古墳時代後期に横穴墓の後背墳丘として利用されているが、出雲平野では数

少ない前期古墳である。墳形や規模等は特定できず、中心主体も検出することはできなかったが、

土器棺２基を検出することができ、これらの土器の特徴から古墳時代前期中葉頃に築造された古墳

であると判断した。墳丘裾部分に石棺の残骸と考えられる板石が数点認められたことから、石棺を

内蔵する主体部が存在していた可能性が高いと考えられる。

　出雲平野に存在する前期古墳としては今まで斐伊川左岸の大寺１号墳、神西湖東岸の山地古墳が

知られる程度であった。ここ近年の発掘調査で類例が増加しており、平成 15 年度の山陰自動車道

鳥取益田線に伴い調査された浅柄Ⅱ古墳、平成 18 年度の出雲インター線発掘調査において間谷東

古墳が発見され、今回の調査で浅柄北古墳が新たな資料として加わったことにより、この時期の古

墳の様相が少しずつ明らかになってきた。その中にはいくつかの特徴的な様相が見られ、一つは大

寺１号墳を除く４例の前期古墳が神西湖東岸周辺に集中して造られていること、さらに、山地古墳、

浅柄Ⅱ古墳、間谷東古墳は埋葬施設に礫床を備える特異な構造を持つことがあげられ、前期古墳が

当地域に出現する背景について今後詳細に検討する必要がある。

　以上のように当遺跡は古墳時代前期中葉に古墳が築造され墓域として成立し、中期の様相は不明

なものの、後期になるとこの古墳の立地を利用して横穴墓が密集して造られるようになる。このこ

とは出雲地域での横穴造墓の様相を知る上で貴重な資料となり、今後、詳細な検討を重ねながら当

地域の古墳時代の様相を明らかにしていく必要がある。
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99-1

102-1

102-2

102-3

102-4

102-5

102-6

102-7

105-1

105-2

105-3

105-4

105-5

105-6

105-7

109-1

109-2

109-3

109-4

109-5

109-6

112-1

112-2

112-3

115-1

115-2

115-3

115-4

115-5

115-6

115-7

115-8

2号横穴墓

3号横穴墓

3号横穴墓

3号横穴墓

3号横穴墓

3号横穴墓

3号横穴墓

3号横穴墓

4号横穴墓

4号横穴墓

4号横穴墓

4号横穴墓

4号横穴墓

4号横穴墓

4号横穴墓

5号横穴墓

5号横穴墓

5号横穴墓

5号横穴墓

5号横穴墓

5号横穴墓

6号横穴墓

6号横穴墓

6号横穴墓

7号横穴墓

7号横穴墓

7号横穴墓

7号横穴墓

7号横穴墓

7号横穴墓

7号横穴墓

7号横穴墓

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

鉄器（銅環）

鉄器（銅環）

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

鉄器

鉄器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

鉄器

鉄器

鉄器（銅環）

蓋

蓋

蓋

坏

坏

坏

坏

坏

蓋

坏

坏

坏

坏

耳環

耳環

蓋

坏

坏

坏

刀子

刀子

坏

坏

坏

蓋

蓋

蓋

坏

坏

大刀

鐔

耳環

12.6

13.0

13.0

11.4

11.2

11.2

11.2

11.0

12.2

10.8

12.2

11.4

10.4

長径 2.7

長径 2.9

11.2

11.4

9.6

10.0

9.7

9.5

12.4

11.0

11.0

12.4

11.1

11.6

10.9

10.4

84

長径 7.3

長径 3.2

3.4

2.7

3.9

4.2

4.1

4.1

3.8

3.9

4.0

3.9

4.4

4.2

2.4

短径 2.4

短径 2.7

3.9

4.2

3.5

3.8

2.0

1.4

4.3

4.2

4.1

4.4

4.1

4.8

4.0

3.7

4.0

短径 5.6

短径 3.0

10.4

0.5

0.5

0.9

暗灰色

暗灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

暗茶色

暗灰黄色

灰白色

灰色

灰色

灰色

灰色

灰色

暗灰色

灰色

灰色

灰色

明灰色

青灰色

青灰色

灰色

ナデ、回転ナデ、
回転ヘラケズリ

回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ヘ
ラ切り後ナデ

回転ナデ、ヘラ
切り後未調整

回転ナデ、ヘラ
切り後未調整

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ヘラ切り後未調整、
ヘラ削り、回転ナデ

回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ヘラ切り後ナデ、回転
ヘラ削り、回転ナデ

ヘラ切り後ナデ、
ヘラ削り、回転ナデ

ヘラ切り後ナデ、
ヘラ削り、回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ヘラ切り後ナ
デ、回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
回転ナデ

外面：暗黄灰色
内面：暗茶色

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

4mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

3mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

表面風化著しい

自然釉付着

ヘラ記号あり

ヘラ記号あり

ヘラ記号あり

中空
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7 号横穴墓

８号横穴墓

８号横穴墓

８号横穴墓

８号横穴墓

８号横穴墓

８号横穴墓

８号横穴墓

墳丘１

墳丘１

墳丘１

墳丘１

墳丘１

墳丘１

墳丘１

墳丘2

墳丘3

鉄器（銅環）

土師器

土師器

土師器

土師器

鉄器

鉄器

鉄器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

耳環

碗

碗

高坏

低脚坏

大刀

刀子

刀子

壺

甕

壺

蓋

坏

甕

横瓶

短頸壺

提瓶

蓋

0.9

0.5

0.5

11.0

12.1

竹管文、
綾杉文

ナデ

ナデ

ナデ

ヘラミガキ

ハケ目、
磨滅

ナデ、ハケ目

磨滅

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

磨滅

回転ナデ、
タタキ

回転ナデ、
平行タタキ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転カキ目

ナデ、
回転ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ヘラミガキ

ハケ目、
ヘラケズリ

ハケ目、磨滅

磨滅

磨滅

磨滅

回転ナデ、
タタキ

回転ナデ、
タタキ

ナデ、
回転ナデ

ナデ、
指頭圧痕

ナデ

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

1.5mm以下の砂
粒を微量に含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm 以下の砂
粒を含む

2mm 以下の砂
粒を含む

2mm 以下の砂
粒を含む

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

2mm 以下の砂
粒を微量に含む

3mm 大の砂粒
を含む

密

3mm 以下の砂
粒を微量に含む

密

1mm 以下の砂
粒を微量に含む

中空

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

内外面共に赤彩

木質残る

木質残る

ヘラ記号あり

115-9

118-1

118-2

118-3

118-4

118-5

118-6

118-7

122-1

122-2

122-3

126-1

126-2

126-3

126-4

128-1

128-2

128-3

長径 3.0

13.0

13.0

12.2

63.6

12.4

5.4

39.8

27.4

12.6

11.8

18.2

14.8

8.4

13.4

短径 2.9

4.7

4.6

6.2

2.9

2.1

1.1

77.6

24.6

3.6

3.8

26.7

8.4

21.4

4.9

赤橙褐色

橙褐色

赤橙褐色

黄褐色

暗茶褐色

明黄褐色

明黄褐色

黄茶色

淡黄褐色

灰色

灰白色

灰色

灰色

暗灰色
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間谷西古墳群

間谷西Ⅱ遺跡

第 129 図　間谷西Ⅱ遺跡・間谷西古墳群　位置図（S=1/2500）

                                               第６章　間谷西Ⅱ遺跡

第１節　調査の概要

　間谷西Ⅱ遺跡は出雲市知井宮町 1503-13 他に所在し、間谷東古墳の存在する東側丘陵と間谷西

古墳群が存在する西側丘陵に挟まれた南から北に向かう谷間の先端部分に位置する遺跡である。調

査区は南北に走る市道によって切られているため、東側をⅠ区、西側をⅡ区として調査を実施し、

調査対象面積は約 1,000㎡である。

　Ⅰ区では掘立柱建物跡１棟、自然流路及び４条の溝状遺構とその上面に堆積している遺物包含層

を検出した。遺物は土師器、須恵器、土師質土器が混在して出土しているため、遺構の明確な時期

を押さえることはできないが、大半は中世以降の可能性が考えられる。

　Ⅱ区では弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての加工段２棟と 12 世紀以降と考えられる焼土

層を検出した。

１．Ⅰ区の調査

　Ⅰ区は間谷集会所跡地であったことから、約 1.5 ｍの造成土が厚く盛られていた。この造成土を

重機によって除去した後、その下層を人力で掘り下げた。第 131 図に調査区のセクションを図示

しており、第１層が造成土である。第２層の灰褐色粘質土は旧耕作土と考えられる土層で須恵器小

片が少量出土したが、これはこの下層にある包含層の遺物が混入したものと考えられる。第３層の

暗茶灰色粘質土と第４層の灰褐色シルトが包含層で両者ともに多量の土師器、須恵器、土師質土器
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Ⅰ区

Ⅱ区

X=-74830

X=-74840

X=-74850

X=-74860

Y=49940

Y=49950

Y=49960

Y=49970

Y=49980

0 20m

第 130 図　間谷西Ⅱ遺跡全体図（S=1/400）

が混在している。本来は２層の遺物包含層として区別しなければならなかったが、調査区内が湿地

帯であったことからその判別が難しく、同一の包含層として遺物は取り上げている。また、これら

の遺物は自然流路であるＳＲ０１内及びその周辺に集中して出土していた。遺構は包含層下層の地

山面で掘立柱建物跡１棟、自然流路１本と４条の溝状遺構を検出している。

（１）掘立柱建物跡

ＳＢ０１（第 132 図）

　ＳＢ０１は調査区の西端で検出した掘立柱建物跡で、西側は調査区外へと続いているため、明確

な規模や形態については把握することができない。確認できたのは東側柱列の柱穴３穴を検出した

だけで、規模は南北 4.4 ｍを測り、柱間距離は 2.2 ｍとほぼ揃っている。柱穴の形態は楕円形状に

近く、規模は長軸 64cm ～ 88cm、短軸 56cm ～ 64cm、深さ 12cm ～ 20cm を測り、底面には柱

材は遺存していないが 20cm 前後の柱痕跡が確認できた。

　柱穴内から遺物が出土してないため、時期については把握することができなかった。

（２）溝

ＳＲ０１（第 133 図）

　ＳＲ０１は調査区中央やや西側で検出した南から北に流れる自然流路である。長さ 9.6 ｍ、幅は
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SB01

SR01

SD04

SD03

SD02SD01

A A’

A

A’

9.0m

9.0m

1

2

3
45

6

7

8

1

2

3
4

1.  造成土
2.  灰褐色粘質土
3.  暗茶灰色粘質土
4.  灰褐色シルト
5.  暗灰褐色土

6.  灰褐色砂質土
7.  暗灰色土
8.  黒褐色粘質土

0 10m

0 4m

第 131 図　間谷西Ⅱ遺跡　Ⅰ区全体図及びセクション　（全体図 S=1/200　セクション S=1/80）

南壁・北壁側で 1.8 ｍ、中央で 1.4 ｍを測り、西端は平坦に近い緩い傾斜が 40cm ～１ｍの幅でつ

き、そこから底面に向かって傾斜している。深さは約 40cm であるが北に向かって徐々に低くな

っている。覆土は２層で上層に暗灰褐色土、下層に灰褐色砂質土が堆積しており、古墳時代前期か

ら中世にかけての土器が混在している。これらの大半は磨滅した小片であることから、上流から流
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ＳＢ０１実測図（S=1/60）
第 132 図　間谷西Ⅱ遺跡　
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第 133 図　間谷西Ⅱ遺跡　ＳＲ０１ 実測図

れ込んだものと考えられる。このような状況から判

断すれば、ＳＲ０１は中世以降に形成・埋没した自

然流路である可能性が高い。

ＳＤ０１～０４（第 134 図）

　ＳＤ０１～０４はＳＲ０１の東側約 1.8 ｍの位置

で検出した東西方向にのびる溝状遺構で、調査区南

端のものを０１とし北に向かって順に０４までの名

称を付けている。

　ＳＤ０１は長さ３ｍ、幅 22cm ～ 36cm、深さ約

４cm を測る。ＳＤ０２は西端から 7.6 ｍ東に向か

ってのびた後北に向かって屈曲している。屈曲部分

からの長さは 3.6 ｍ、幅約 40cm、深さ 12cm を測る。

ＳＤ０３は長さ 9.4 ｍ、幅 30cm、深さ８cm で東

側はＳＤ０２の南北筋の中央付近と交差する。ＳＤ

０４は長さ 2.8 ｍ、幅 20cm、深さ４cm を測る。

　この４条の間隔は約 1.3 ｍとほぼ等間隔であるが、何の用途に使用されたものか把握することが

できなかった。また、いずれも覆土は暗青灰色粘質土で、内部には包含層からの混入と思われる土

器片が少量認められていることから、ＳＲ０１同様に中世以降の時期が考えられる。
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第 134 図 　間谷西Ⅱ遺跡　ＳＤ０１～０４実測図（S=1/60）

（３）集石遺構（第 135 図）

　ＳＲ０１の南端やや西寄りに広がる礫群である。南側は調査区外になるため規模及び形態は不明

であるが、現状では東西３ｍ、南北 3.2 ｍの範囲に５cm ～ 20cm 大の礫が認められる。ＳＲ０１

の上面で検出した礫は原位置から動いたものと考えられ、本来は溝の西側縁に密集して設置されて

いたものと推測される。

　この集石は出土状況からＳＲ０１に付随する施設の可能性が高いと考えられ、護岸施設や水くみ

場等の用途が想定できる。

（４）遺物出土状況（第 136 図）

　遺物はＳＲ０１を中心としたその周辺に集中して出土しているが、ＳＲ０１の覆土中と周辺の遺

物に差異はなく、土師器、須恵器、土師質土器が混在している。調査区西及び東側では遺物の分布

が少ない状況から判断すると南側の谷奥から流れ込んだ可能性が高いと考えられる。また、これら

の大半は磨滅した小片が多く図化できたものは少なかった。

（５）出土遺物（第 137・138 図）

　第 137 図１～ 11 は土師器である。１は複合口縁の壺で口縁部は外傾してのび端部は平らに近い。

複合口縁部の稜はやや鈍い作りとなっている。２～５は単純口縁の甕で、２はやや長めの口縁部で
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第 135 図　間谷西Ⅱ遺跡　集石遺構実測図　（S=1/30）

端部手前から外方にやや屈曲している。３は口縁端部が外方に屈曲する。４・５は外反気味にのび

る口縁部で、端部は丸みをもつ。６は単純口縁の壺で口縁部は直立気味に立ち上がり、端部は外方

に屈曲する。７・８は小形壺である。７は胴部下半を欠損するが口縁部は外傾してのびる。８は口

縁部と胴部下半を欠損するが、肩部の良く張る形態を呈している。９は大形の壺口縁部で、口縁部

は外傾してのび、端部は横方向に屈曲する。10 は甑と思われる。11 は高坏の脚部で、裾部は外方

に開く。

　第 137 図 12 ～第 138 図２は須恵器である。12・13 は立ち上がりを有する坏身の口縁部片で、

12 の立ち上がりは長く直立気味にのび、13 は短い立ち上がりを有する。14 は口縁部を欠損する

坏で底部は平らに作られている。15・16 は高台付坏の高台部分で、15 は低く下方に開くが、16

は横方向にやや長く開くタイプである。第 138 図１は壺口縁部、２は壺胴部で、接合は不可能で

あったが同一個体の可能性が高い。１の口縁部は直立気味にのび、端部付近で横方向に大きく屈曲

して端部に至る。端部には沈線が施されている。２の胴部には段がつくタイプで、２段以上施され

ていたと思われる。底部は平らに作られている。

　３～５は土師質土器の坏である。３・４は高台の無いタイプで口縁部は外傾してのび、底部は平

らに近い。５は高台付坏で下方に短く開く高台からやや直線的にのびる口縁部を有する。

　６～８は木製品で、６は低い円筒状の形状をしているが用途は不明である。７・８は曲物の底板

で、８には外枠をはめ込む溝が彫り込まれ、内外面に漆が塗られている。
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第 136 図　間谷西Ⅱ遺跡　Ⅰ区遺物出土状況（遺構 S=1/100　遺物 S=1/6）
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第 137 図　間谷西Ⅱ遺跡　Ⅰ区出土遺物実測図１（S=1/3）
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第 138 図　間谷西Ⅱ遺跡　Ⅰ区出土遺物実測図２（S=1/3）
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２．Ⅱ区の調査

　Ⅱ区はⅠ区の市道を挟んだ西側で間谷西３号墳の存在する丘陵の東側斜面に位置する。斜面上方

の堆積土は厚さ約 20cm であるが、下方は約 1.2 ｍと厚く堆積していた。遺構は加工段２棟を検出

したが、遺物が認められたのは１棟のみであった。切り合い関係等から判断して弥生時代終末～古

墳時代前期頃の加工段であることが判明している。また、加工段手前に土師質土器が集中して出土

している焼土層が認められたが、それに伴う明瞭な遺構は検出できなかった。

（１）加工段

　加工段は調査区の斜面北寄りで２棟重複して検出した。上段を加工段１、下段を加工段２として

調査を行った。

加工段１（第 140 図）

　加工段１は調査区北寄りの急斜面をカットして作り出されており、床面レベルは標高約 9.1 ｍを

測る。平面形態は楕円形状を呈しており、床面は長軸６ｍ、短軸約 1.5 ｍを測る平坦面となってい

る。壁高は最大で 1.1 ｍを測るが、壁面は現状では地山の岩盤が露出して凸凹の状態である。床面

中央やや北寄りには石組み状の遺構が確認されたが、床面の軸方向からやや東に振れていることか

らこの加工段に伴わない別の遺構の可能性も考えられる。礫には床面に密着するものと少し浮いた
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第 139 図　間谷西Ⅱ遺跡　Ⅱ区全体図及びセクション図
（全体図 S=1/200　セクション S=1/80）

状態のものも認められるが、別のものとする積極的な痕跡等も確認できなかったため断定すること

はできない。

　この石組み状遺構の平面形は方形状を呈しており、東側は加工段２によって切られていることか

ら全形は不明であるが、30cm ～ 40cm 大の礫を四辺に巡らせるように設置されていたと考えられ

る。残存する規模は南北 2.2 ｍ、東西 1.8 ｍを測り、内部などから遺物は出土せず、その性格につ

いても窺い知ることができなかった。

　また、この加工段の遺物も皆無で明確な時期を知ることはできなかったが、後述する加工段２に

よって切られていることから判断して、弥生時代終末～古墳時代前期初頭頃と推測される。

加工段２（第 140・141 図）

　加工段２は加工段１の東側を切って造成された加工段である。遺存状態は悪く、西壁側の一部が

残存している程度で床面レベルは標高約８ｍを測る。平面形態は細長い楕円形状を呈しており、規

模は長軸６ｍ、短軸 70cm、壁面の高さ約 1.1 ｍを測る。

　遺物は床面上から古墳時代前期を中心とする土師器が出土しているが、その大半は高坏が占め、

伏せた状態で出土したものも多く認められた。これらの土器の様相から当該期の遺構と考えられる

が、高坏が大半を占めるという土器組成からみれば通常の建物とは考えにくく、何らかの祭祀に関

する遺構と推測される。　
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第 140 図　間谷西Ⅱ遺跡　Ⅱ区加工段１･２実測図（S=1/60）

出土遺物（第 142 図）

　図化できたのは 13 点で、そのうち１点は土師器甕であるが、その他はすべて土師器の高坏であ

る。１は単純口縁の甕で口縁部は外傾してのび、端部付近で外方に屈曲して端部はやや平らに近い。

２～ 13 は高坏である。２～ 10 は体部との境に段を有するタイプで、２～４は坏部が碗状に近く

口縁端部が外方にやや屈曲する。５～ 10 は平らに近い坏底部から外反気味にのびる口縁部をもつ。

３～５・７は暗文を施している。11・12 は段の無いタイプで、坏部は碗状を呈し口縁端部が外方

にやや屈曲する。12 は暗文を施している。13 は脚部の裾である。

焼土層（第 141 図）

　加工段２の床面東側には厚さ約 15cm 前後の焼土層が東西２ｍ、南北 2.2 ｍの範囲に広がってい

るのが確認された。この焼土層は加工段２が削平された後に形成されたものであり、それに伴う遺

構が存在していた可能性もあるが、確認することはできなかった。この焼土及び周辺から磨滅が著

しいが 12 世紀頃の様相を示す土師質土器が出土している。

加工段２東側出土遺物（第 143 図）

　加工段２の手前に広がる焼土周辺から出土した遺物である。１は須恵器の壺口縁部で頸部に細め

の突帯が廻っている。２～ 10 は土師質土器の坏及び皿である。２～５は高台付坏で、２は碗状を

呈する坏部で口縁端部付近が外方にやや屈曲する。高台は横方向に高く開く。３～５は高台部分で

３の高台は横方向に高く開くが、その他は低い高台を有する。６は外傾してのびる口縁部で底部は

不明である。７～９は坏底部でほぼ平らに近い作りである。磨滅の著しいものが多いがいずれも回

転糸切り痕が認められる。10 は皿で小さい底部から外反してのびる口縁部をもつ。
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第 141 図　間谷西Ⅱ遺跡　加工段２遺物出土状況（遺構 S=1/60　遺物 S=1/6）

（２）包含層出土遺物（第 144 図）

　調査区南側斜面から出土した遺物を中心に掲載した。１～５は土師器の甕及び甑である。１は長

胴を呈する甕で口縁部は外傾してのび、端部は平らに近い。２・４・５は「く」の字状の口縁部を

もつ甕で、端部は丸みをもつ。３は甑か甕の口縁部である。６は土師質土器の擂鉢である。底部か

ら外方に直線的にのびる口縁部をもち、口縁端部に凹面を有する。内面には擂り目が明瞭に残って

いる。７は土師器の小形碗で口縁部は短く外反している。８～ 10 は土師質土器の坏である。８は

口縁部が直線的に立ち上がり、９は外反気味にのび、10 は内湾気味に立ち上がる。底部には回転

糸切り痕が認められる。

第２節　小　結

　間谷西Ⅱ遺跡ではⅠ区で掘立柱建物跡１棟、自然流路１、溝状遺構４、Ⅱ区で加工段２棟を検出

した。遺物は古墳時代前期～中世までのものが多量に出土したが、磨滅したものが大半を占めてい
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第 141 図　間谷西Ⅱ遺跡　加工段２遺物出土状況（遺構 S=1/60　遺物 S=1/6）
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第 142 図　間谷西Ⅱ遺跡　Ⅱ区 加工段２出土遺物実測図（S=1/3）
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第 143 図　間谷西Ⅱ遺跡　Ⅱ区加工段２東側出土遺物実測図（S=1/3）
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る。遺構のうち明確な時期を特定できたのは加工段２のみであったが、加工段１は加工段２によっ

て切られていることから加工段２より先行する時期と判断でき、弥生時代終末～古墳時代前期初頭

頃と考えた。その他の遺構では古墳時代前期～中世の土器が混在していることから明確な時期につ

いては判断できないが、中世以降に形成されたものの可能性が高いと思われる。

　また、遺物の多くはⅠ区の自然流路周辺で出土している状況から推測すれば、調査区外の南に広

がる谷間や丘陵に古墳時代から中世にかけての集落が営まれていたと考えられる。
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第 144 図　間谷西Ⅱ遺跡　Ⅱ区包含層出土遺物実測図（S=1/3）
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第 145 図　間谷西古墳群　全体図（S=1/1000）

                                                 第７章　間谷西古墳群

第１節　調査の概要

　間谷西古墳群は出雲市知井宮町 2501-1 他に所在し、間谷西Ⅱ遺跡の西側丘陵の標高約 22 ｍ～

34 ｍに位置する５～６基からなる古墳群である。調査区域の丘陵は中央部分に民有地が東西方向

に存在しているため、中央を除く南側と北側が調査区域となっている。古墳は３基が調査対象とな

り、１・２号墳が丘陵南側、３号墳が丘陵北側に位置しており、調査対象面積は 2,200㎡である。

１号墳（第 146 図）

　１号墳は丘陵南側の標高約 30 ｍの地点に位置する。平面形は楕円形状を呈しているが、径約

15 ｍ前後、高さ約１ｍの円墳と考えられた。しかしながら、表土下はすぐに地山となり、盛土の

痕跡や埋葬施設、周溝等の古墳に伴う遺構や遺物は全く確認できなかった。
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第 146 図　間谷西古墳群　１･２号墳実測図及び遺物出土状況（遺構 S=1/400　遺物 S=1/6）
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第 146 図　間谷西古墳群　１･２号墳実測図及び遺物出土状況（遺構 S=1/400　遺物 S=1/6）
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第 148 図　間谷西古墳群　出土遺物実測図（１～６：S=1/3、７･８：S=1/1）

0 10cm

0 2cm

２号墳（第 146 図）

　２号墳は１号墳の東側約 50 ｍの標高約 34 ｍの地点に位置し、攪乱や自然崩壊等の影響を受け

て墳形や規模等が不明瞭であった。調査の結果、地山上面には最大約 80cm の自然堆積土が認め

られたが、盛土の痕跡は確認できず、地山面でも埋葬施設や周溝等の古墳に伴う遺構は確認できな

かった。

　墳丘北側斜面では古墳に伴わない遺物であるが、縄文土器、須恵器、土師器や石器と獣骨などが

数点出土した。このことから建物跡等の遺構が存在しているものと予想されたが、期待に反して遺
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第 149 図　間谷西古墳群　３号墳実測図（遺構 S=1/400　セクション S=1/80）

構は検出できなかった。

出土遺物（第 148 図）

　図化できたのは８点である。１は縄文土器の鉢で磨滅が著しいが、外面に突帯が廻っている。縄

文時代前期前葉頃の西川津式と思われる。２は須恵器の坏で口縁部を欠損する。底部外面には回転

糸切り痕が認められる。３は磨製石斧で刃部片面が破損している。４は石錘で両端に破面が認めら

れる。５・６は敲石である。５は楕円形状を呈し片方の先端に使用痕が認められる。６は円形を呈

し側面の一部に使用痕が認められる。７・８は黒曜石の剥片である。

３号墳（第 149 図）

　３号墳は１・２号墳から約 110 ｍ離れた丘陵北側の標高約 22 ｍの地点に位置する。長軸約 10 ｍ、

短軸約７ｍの方墳と考えられたが、盛土の痕跡や埋葬施設、周溝等の古墳に伴う遺構や遺物は全く

（１）



182 182

確認できなかった。

その他の調査

　２号墳の斜面から遺物が出土したことを受けて、３号墳の存在する丘陵斜面に建物跡等の遺構が

存在する可能性が高いと考えられ、遺構の有無について確認調査を行った。トレンチ 13 本設定し

て調査を行ったが、遺構、遺物は全く検出されなかった。

第２節　小　結

　今回調査対象となった３基の古墳は調査の結果、埋葬施設や周溝等の古墳に伴う遺構や遺物は確

認できなかった。３基とも古墳の可能性は低いと考えられるが浅柄北古墳のように、調査区域の自

然崩壊等による流出により埋葬施設が失われていた可能性も否定できない。また、周辺には間谷東

古墳、浜井場古墳群などが確認されていることから、古墳が存在していた可能性は考えられ、調査

対象外のものに古墳が存在していることに今後期待したい。

註１　島根県埋蔵文化財調査センター柳浦俊一氏のご教示による。

挿図番号 出土地点 種　別 器　種
口径（長さ）器高（幅）

法量（cm） 形態・調整の特徴

底径（厚さ） 外　面 内　面
文様の特徴 色　調 胎　土 備　考
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第 8章　自然科学的分析

第１節　御崎谷遺跡発掘調査に係る出土木質遺物の樹種同定
                                                         古野　毅・渡辺正巳（文化財調査コンサルタント株式会社）

はじめに

　御崎谷遺跡は、島根県東部に位置する出雲平野南西部（出雲市東神西町地内）に位置し、出雲平

野南端の低丘陵に囲まれた谷間に立地する低湿地遺跡である。

　本報告では、発掘調査に伴い検出された木質遺物を対象として樹種同定を行い用材について検討

した。

試料について

　樹種同定を行った試料の詳細は表１に示すとおりである。また、図 1の調査トレンチ内平面図

にグリッドの配置および木質遺物が多量に検出された土坑（SX01）の位置を示す。島根県埋蔵文

化財調査センターより採取保管されていた上記試料の提供を受け、永久プレパラート作成、樹種同
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図１　調査グリッドと遺構の配置（S=1/600）
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定作業を行った。

　顕微鏡観察用永久プレパラートは、渡辺（2000）に従い作成した。作成した永久プレパラート

には整理番号を付け、文化財調査コンサルタント ( 株 ) にて保管管理をしている。顕微鏡観察は、

光学顕微鏡下で 4倍～ 600倍の倍率で行った。同定した分類群ごとに最も特徴的な試料について、

３断面の顕微鏡写真撮影を行うとともに、島地ほか（1985）の用語に基本的に従い、記載を行った。

樹種の同定結果及び記載

　分類群毎に代表的な試料（下線試料）の記載を行うとともに、図版に顕微鏡写真を示した。また

すべての同定結果を表 1の一覧表に示している。

(1) イチイ？　cf. Taxus cuspidata Sieb. et Zucc.　試料：M-11(W08090811)

記載：構成細胞は仮道管および放射柔細胞からなる。放射仮道管、樹脂細胞および樹脂道は存在し

ない。早材から晩材への移行は緩やかである。晩材幅は非常に狭い。劣化が激しいため不顕著であ

るが、仮道管にらせん肥厚が存在する。放射組織は単列で、15細胞高以下である。分野壁孔は劣

化のため不顕著であるが、ヒノキ型と認められる。以上の組織上の特徴から、イチイと推定される。

(2) イヌマキ　Podocarpus macrophyllus D. Don　試料：M-2(W08090802)

記載：構成細胞は仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる。放射仮道管、らせん肥厚および樹脂道

は存在しない。年輪幅は非常に狭く（約 0.25mm）、早材から晩材への移行は緩やかである。晩材

幅は狭い。樹脂細胞は早・晩材の移行部から晩材にかけて多数存在し、年輪に均等に散在している。

放射組織は単列で、10細胞高以下である。分野壁孔は不鮮明であるがヒノキ型で、1分野に 1～

2個存在する。以上の組織上の特徴から、イヌマキと同定した。

(3) スギ　Cryptomeria japonica D. Don　試料：M-1(W08090801)

記載：構成細胞は仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる。放射仮道管、らせん肥厚および樹脂道

は存在しない。早材から晩材への移行はやや急である。晩材幅はやや広い。樹脂細胞は早・晩材の

移行部から晩材にかけて多数存在し、接線方向に配列する傾向がある。放射組織は単列で、25細

胞高以下である。分野壁孔は典型的なスギ型で、1分野に通常 2個存在する。以上の組織上の特徴

から、スギと同定した。

4) コナラ属アカガシ亜属　Quercus sub. Cyclobalanopsis sp.　試料：M-7(W08090807)

記載：大きい円形ないし楕円形の道管が単独で放射方向に配列する放射孔材である。道管せん孔は

単せん孔である。道管内腔にチロースが発達している。孔圏道管の周りに周囲仮道管が存在してい

る。軸方向柔細胞は接線方向に 1ないし 2細胞幅の独立帯状柔組織を形成している。放射組織は

同性で、単列放射組織と極めて幅の広い広放射組織からなり、典型的な複合放射組織である。以上

の組織上の特徴から、コナラ属アカガシ亜属と同定した。

(5) ニレ属　Ulmus sp.　試料：M-9(W08090809)

記載：年輪幅は非常に狭い。大きい円形ないし楕円形の道管が単独でほぼ 1列に配列する環孔材

である。孔圏外では小道管が多数集合して顕著な集団管孔を形成しているが、孔圏外の幅も狭いた

め配列は不明である。道管せん孔は単せん孔で、小道管にはらせん肥厚が認められる。道管相互壁

孔は交互状である。軸方向柔組織は周囲状である。放射組織はほとんど同性で、1～ 7細胞幅であ

る。以上の組織上の特徴から、ニレ属と同定した。



185 185

(6) クワ属　Morus sp.　試料：28(W08090912)

記載：環孔材で、大きい道管が単独ないし 2～ 3個放射方向あるいは斜め方向に複合して多列（４

～５列）に配列している。孔圏外では道管の大きさが徐々に小さくなり、単独ないし小塊状に集合

して散在している。道管せん孔は単せん孔で、小道管のらせん肥厚は不顕著である。道管相互壁孔

は交互状である。道管内腔にチロースが顕著に発達している。軸方向柔組織は周囲状である。放射

組織は異性で、1～ 6細胞幅で、高さは 30細胞高以下で低い。ほとんど平伏細胞からなるが、上

下縁辺に 1個の直立細胞が存在する。4～ 6細胞幅の紡錘形放射組織が目立つ。以上の組織上の

特徴から、クワ属と同定した。

(7) クスノキ属？　cf. Cinnamomum sp.　試料：23(W08090907)

記載：中庸の道管が単独あるいは放射方向または斜め方向に 2～ 3個複合して、年輪内に均等に

分布する散孔材である。道管せん孔は単せん孔で、道管内腔にチロースが発達している。軸方向柔

組織は周囲状で、道管の周りを厚いさや状に包んでいる。放射組織は異性で、1～ 2細胞幅である。

周囲柔組織に大型の柔細胞（油細胞と思われる）が認められるが、不顕著である。以上の組織上の

特徴からクスノキ属と推定される。

(8) ネムノキ　Albizzia julibrissin Durazz.　試料：18(W08090902)

　大きい道管が単独ないし複合して 3～ 5列に配列する環孔材である。配列はやや疎である。孔

圏外の道管は非常に小さく、単独ないし放射方向に 2～ 3個複合して散在している。道管せん孔

は単せん孔である。道管相互壁孔は交互状である。道管内腔にチロースが発達し、また着色物質が

認められる。軸方向柔組織は周囲状で、孔圏外では小道管を厚く包み、やや翼状～連合翼状を示す。

放射組織は同性で 1～ 3細胞幅である。以上の組織上の特徴から、ネムノキと同定した。

(9) アワブキ属？　cf. Meliosma sp. Sieb. et Zucc.　試料：34(W08091003)

記載：横方向（接線方向）に圧縮されているために、道管の形状はかなり扁平状になっている。道

管が単独ないし放射方向に 2～ 3個複合して年輪内に均等に分布する散孔材である。道管せん孔

は単せん孔である。木部繊維は非常に厚壁である。軸方向柔組織は周囲状である。放射組織は異性

で 1～ 4細胞幅であり、ほとんど平伏細胞からなるが、上下縁辺に直立細胞が見られる。以上の

組織上の特徴から、アワブキ属と推定した。

(10) サカキ　Cleyera japonica Thunb.　試料：M-6(W08090806)

記載：非常に小さい角張った道管が単独ないし2個複合して年輪内に均等に分布する散孔材である。

道管せん孔は階段せん孔である。側壁の壁孔は対列状～階段状である。木部繊維は非常に厚壁で、

有縁壁孔が明瞭に認められる。軸方向柔細胞が散在状に分布している。放射組織は異性で、ほとん

ど単列であるが、2細胞幅も存在する。放射柔細胞には平伏細胞、直立細胞、方形細胞の 3種類が

すべてが存在する。放射柔細胞壁は厚壁である。以上の組織上の特徴からサカキと同定した。

樹種同定結果について

　同定を行った 35試料の内、スギが 19試料と半数以上を占めた。この外、イヌマキが 4試料、

ネムノキ属が 3試料と続き、圧倒的にスギが多いことが分かる。

　用材を考えるとき、製品と考えられる物は「曲物：M-5」、「農具：M-7,11」、「容器：M-9,13」

であった。
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(1）曲物

  全国的にはヒノキが用いられることが多い（島地・伊東，1988）が、島根県内ではスギの報告例

がやや多く、特に中世ではスギが用いられることが多くなる（文化財調査コンサルタント株式会社，

内部資料）。今回の「曲物？」で平安時代後期の AMS年代が得られていることは、このことと調

和的である。

(2）農具

　アカガシ亜属とイチイ？が検出された。アカガシ属亜帯は鋤鍬類の用材の 88％を占めているほ

か、農具の柄としても 28％を占めている（島地・伊東，1988）。記載例の少ないイチイは「横槌」

であった。「横槌」の用材について島根県内（島根県教育庁古代文化センター・島根県教育庁埋蔵

文化財調査センター，2006）では、用材に一定の傾向が見受けられない。

　イチイは東北北部、北海道ではサカキ、ヒサカキの代わりに玉串など神事に用いられ、神社の境

内に植えられる。また、木目が狭く緻密で美しく光沢があることから、工芸品や机の天板、天井板、

鉛筆材として用いられる。歴史的には古代高官の用いた笏の用材とされた。県内の出土例としては、

青木遺跡（編み具：木錐）、三田谷遺跡（匙）の報告がある（文化財調査コンサルタント株式会社，

内部資料）。分布域は冷温帯から亜寒帯にかけてで、近隣では島根・鳥取県境の船通山 (1142m）

に天然分布が知られている。

(3）容器

　先の「曲物」も広くは「容器」に含まれるが、ここで「容器」としたものは「挽物」、「刳物」と

推定される。島地・伊東（1988）ではニレ属は報告されていないものの、ケヤキやヤマグワなど

ニレ科と同じ「環孔材」が多用されいる。県内の例ではケヤキ、ニレ属が多く、今回の結果も矛盾

するものでは無かった。

まとめ

　御崎谷遺跡出土木質遺物の樹種同定を行った。この結果、35試料が 10 分類群に分類された。

10分類群の内、最も検出量の多い分類群はスギで、全体の半分以上を占めていた。次いでイヌマキ、

ネムノキが数試料認められた。また、検出例の少ないイチイが「横槌」として発見された。

　木質遺物の内、用途が明確な物は僅かであったが、従来からの知られている用材がほとんどであ

った。イチイは全国的に出土が少なく、貴重な資料となる。

引用文献

島地　謙・佐伯　浩・原田　浩・塩倉高義・石田茂雄・重松頼生・須藤彰司（1985）木材の構造．

276p.，文永堂，東京．

島地　謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土「木製品」総覧．296p.，雄山閣，東京．

島根県教育庁古代文化センター・島根県教育庁埋蔵文化財調査センター（2006）島根県におけ

る弥生時代・古墳時代の木製品集成．島根県古代文化センター調査研究報告書 33，96p.，島根県

教育委員会．

文化財調査コンサルタント株式会社（内部資料）樹種同定試料データベース．

　渡辺正巳（2000）長原遺跡東北地区東調査地出土木質遺物の樹種鑑定．長原遺跡東部地区発掘
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調査報告Ⅲ -1997 年度大阪市長吉東部地区土地区画整理事業施行に伴う発掘調査報告書 -，247-

249，財団法人大阪市文化財協会．

　試料No. は本文挿図では以下の通り対応する。

M-1：第 87 図 2、M-2：第 49 図 3、M-3：第 86 図 5、M-4：第 49 図 2、M-5：第 86 図 4、

M-6：第 49 図 5、M-7：第 86 図 1、M-8：第 86 図 6、M-9：第 86 図 3、M-10：第 87 図 1、

M-11：第 86図 2、M-12：第 49図 4、M-13：第 49図 1、M-14：第 87図 4、M-15：第 87図 3、

M-16：第 49図 6
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横断面

横断面

横断面

放射断面

放射断面

放射断面

接線断面

接線断面

接線断面

イチイ？　cf. Taxus cuspidata  Sieb. et Zucc.　試料 No.M-11(W08090811)

イヌマキ　Podocarpus macrophyllus D. Don 　試料 No.M-2(W08090802)

スギ　Cryptomeria japonica D. Don 　試料 No.M-1(W08090801)
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横断面

横断面

横断面

放射断面

放射断面

放射断面

接線断面

接線断面

接線断面

コナラ属アカガシ亜属　Quercus sub. Cyclobalanopsis  sp. 　試料 No.M-7(W08090807)

ニレ属　Ulmus  sp.　試料 No.M-9(W08090809)

クワ属　Morus  sp. 　試料 No.28(W08090912)



190 190

横断面

横断面

放射断面

放射断面

接線断面

接線断面

クスノキ属？　cf. Cinnamomum sp.　試料 No.23(W08090907)

ネムノキ　Albizzia julibrissin Durazz. 　試料 No.18(W08090902)
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横断面

横断面

放射断面

放射断面

接線断面

接線断面

アワブキ属？　cf. Meliosma  sp. Sieb. et Zucc. 　試料 No.34(W08091003)

サカキ　Cleyera japonica  Thunb. 　試料 No.M-6(W08090806)
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第２節　御崎谷遺跡発掘調査にかかるAMS年代測定

                                                                          渡辺正巳 ( 文化財調査コンサルタント株式会社）

はじめに

　御崎谷遺跡は、島根県東部に位置する出雲平野南西部（出雲市東神西町地内）に位置し、出雲平

野南端の低丘陵に囲まれた谷間に立地する低湿地遺跡である。

　本報告では、発掘調査に伴い検出された木質遺物を対象としてAMS年代測定を行い、遺構（SX01）

および堆積層の年代について検討した。

分析試料について

　図１に示す SX01 埋土、および調査グリッド全体に広がる「包含層」から出土した木質遺物を対

象とした。各試料の詳細、および測定結果を表 1に示す。また表 1には、別途実施した樹種同定

結果 (古野・渡辺，2008) も記している。

前処理及び測定方法

　試料に酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去した後、石墨（グラファイト）に調整し、加
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図１　調査グリッドと遺構の配置（S=1/600）
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速器質量分析計（AMS）を用いて測定を行った。

AMS年代測定結果

　AMS年代測定結果を表 1に示す。表 1には、３種類の年代と、δ 13 Ｃ値を示してある。

　補正δ 14 Ｃ年代は、14 Ｃ濃度が環境により変動することからδ 13 Ｃを測定し、δ 13 Ｃ＝ -25‰

に規格化した 14 Ｃ濃度を求め、リビーの半減期（5568 年）を用いて年代値を算出したもの（暦年

較正用年代）を 5年単位で丸めた値である。これらの年代は、いずれも西暦 1950 年からさかの

ぼった年代値で示してある。

　一方暦年較年代は、時代（時間）とともにランダムに変化している大気中二酸化炭素の14Ｃ濃度を、

樹木の年輪や海底堆積物のしま状粘土、サンゴの年輪から明らかにして得られた暦年代較正データ

（INTCAL04）を用いて、較正したものである。較正にはOxCal ver. 3.10 を用いている。

年代測定結果について

　表 1に示した年代測定値を図 2のようにまとめた。この図から明らかなように、年代測定値は

大きく３つのグループからなる。

　最も古い AD100 年から AD400 年を示すグループは全て SX01 から採取されたものであり、こ

の間の年代を示す試料は他の遺構・層からは検出できなかった。このことから、SX01 が弥生時代

後期から古墳時代前期頃の土坑であることが明らかである。

　包含層出土の遺物は、AD400 年から AD600 年の値を示すグループと、AD1000 年から

AD1200 年の値を示すグループに２分できた。これらの内 AD1000 年から AD1200 年を示すグル

ープはいずれも E5区から出土した遺物であった。したがって、包含層と一括された層準は、古墳

時代中期から古代末にかけて堆積した可能性が指摘できる。一方で、２つのグループの中間時期を

示す遺物が検出できなかったことから、古墳時代中期から古墳時代末ころに堆積した後、平安後期

に擾乱を受けた可能性も指摘できる。現地の状況が明らかでないが、小規模な土坑や溝などが見落

とされたのであろうか？

　一方、検出層準・調査区不明の３試料は、包含層の２つのグループのいずれかに含まれた。

まとめ

　土坑（SX01）の埋積時期は、弥生時代後期から古墳時代前期頃と考えられた。包含層は、古墳

時代中期から古代末にかけて堆積したと考えられるが、古墳時代中期から古墳時代末ころに堆積し

た後、平安後期に擾乱を受けた可能性も指摘できる。

引用文献

古野　毅・渡辺正巳（2008）御崎谷遺跡発掘調査に係る樹種同定結果．
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第３節　出雲市浅柄北古墳出土の人骨

松下孝幸 *・松下真実 **

【キーワード】：島根県、古墳人骨、横穴墓、高身長

はじめに
　島根県出雲市知

ち

井
い

宮
みや

町 2414-2 に所在する浅
あさ

柄
がら

北古墳の発掘調査が出雲インター線に接続する国

道 227 号線の拡幅工事に伴って 2007 年（平成 19年）におこなわれ、１基の横穴墓（５号横穴）

から人骨が検出された。発掘調査で確認された横穴墓は６基存在したが、５基はいずれも天井が崩

落し、玄室内には人骨はまったく残存していなかった。人骨が残っていた横穴墓は比較的玄室がよ

く保存されており、玄門付近を除けば天井の崩落はみられない。人骨が残っていた５号横穴には盗

掘を受けた形跡はなかったが、人骨は撹乱を受け、埋葬状態を保ったものは存在しない。横穴墓の

場合には、このように最後に埋葬された人骨を確認することができない状態で人骨が検出されるこ

とが、しばしばみられる。本例もまた同じようにすべての人骨が撹乱状態で検出された。今回は筆

者らは現地で人骨の調査をおこなうことができたので、玄室内で確認された人骨が４体分であるこ

とを確認し、頭蓋や四肢骨を個体別に判別することが可能であり、頭位や埋葬されていた屍床も推

測することもできた。

　筆者らが、島根県内の古墳人骨の発掘調査や人骨形質の研究に携わるのは本例が初めてである。

従って、本古墳人骨の島根県内での位置づけや日本人の形質変化のなかにどのように位置づけるか

を検討することはできなかったが、先学の業績を参考にしながら、本人骨の特徴を明らかにし、今

後の課題などを検討してみた。

　今回検出された人骨の保存状態は良好で、その特徴も明確である。人類学的観察や計測をおこな

い、周辺地域の資料と検討してみたところ興味ある所見を得たので、その結果を報告しておきたい。

資　料
　今回の発掘調査で人骨が残存していたのは１基の横穴墓（５号横穴）のみで、この５号横穴から検

出された人骨を解剖学的に精査したところ、４体の人骨であった。埋葬状態を保って検出されたも

のは１体もない。また、関節した骨も存在しなかった。出土した人骨は表１に示すとおり、４体の

うち２体は男性人骨で、１体は女性骨、残りの１体は未成人骨であった。年齢区分については表２

を参考にされたい。

　１号人骨と２号人骨は石で造られた右の屍床（石床）から、３号人骨は石床を持たない左の屍床か

ら検出された。また、４号人骨は右床の玄門に近いところで、天井から剥落した土の中から検出さ

れており、残存量は４体中もっとも少なく、大腿骨と四肢骨の骨片のみである。４体の人骨のうち

４号人骨がもっとも保存状態が悪く、残存量も少ないことから、この人骨が最初に埋葬された被葬

者の遺骨と推測される。残り３体の人骨の保存状態と残存量はほぼ同じであるので、３体が同時に

埋葬された可能性もあるが、屍床の数と玄室の大きさから３体同時埋葬にはやや無理がある。追葬

* Takayuki　MATSUSHITA　　** Masami　MATSUSHITA

 The Doigahama Site Anthropological Museum 〔土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム〕
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図１　遺跡の位置

（Fig.1 Location of the Asagara-kita tumulus, Izumo City Shimane Prefecture）
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があったと考えたいが、その場合、追葬の間隔が比較的短かった可能性がある。

　この２体の人骨は、考古学的所見より、古墳時代（６世紀後半）に属する人骨である。

　計測方法は、Martin-Saller（1957）によったが、脛骨の横径はオリビエの方法で計測した。

所　見
　各人骨の残存部は図２に示すとおりである。また、各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

１号人骨（男性・年令不明）

１．頭蓋

　下顎骨のみが残存していた。下顎骨は保存状態が悪く、計測はできなかった。

２．歯

　下顎骨には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

　咬耗度は Broca の１度（咬耗がエナメル質のみ）～２度（咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ）である。

なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。

３．四肢骨

（1） 上肢骨

　上腕骨、尺骨が残存していた。

　表１　出土人骨一覧（Table 1.List of skeletons）

　人骨番号　　性別　　年齢　　備　　　考（推定身長値）

　１号人骨　　男性　　不明　　右床から検出、167.22cm

　２号人骨　　男性　　成年　　右床から検出

　３号人骨　　女性　　不明　　左床から検出

　４号人骨　　男性　　不明　　右床の玄門付近から検出

　表２　年齢区分　（Table 2.Division of age）

　　　　　年齢区分　　 　　年　　　　　齢

　未成人　　乳児　　　  1 歳未満

　　　　　　幼児　　　  1 歳～   5 歳　（第一大臼歯萌出直前まで）

　　　　　　小児　　　  6 歳～ 15歳　（第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

　　　　　　成年　　　16歳～ 20歳　（蝶後頭軟骨結合癒合まで）

　成人　　　壮年　　　21歳～ 39歳　（40歳未満）

　　　　　　熟年　　　40歳～ 59歳　（60歳未満）

　　　　　　老年　　　60歳以上

　注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第 14次発掘調査報告書（1996）を参照されたい。

　／ ７ ６ ５ ４ ３  ②  ①　 ① ② ３ ４ ５ ６ ７ ／

　〔● : 歯槽閉鎖　〇 : 歯槽開存　／：不明　▽：先天性欠損、番号は歯種〕    

　〔１: 中切歯、２：側切歯、３：犬歯、４：第一小臼歯、５：第二小臼歯、６：第一大臼歯、７：第二大臼歯、８：第三大臼歯〕
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①上腕骨

　両側ともに保存状態は悪い。骨体は頑丈で太く、三角筋粗面の発達は良好である。

　計測値は、中央最大径が 22mm（左右）、中央最小径は 20mm（左右）で、骨体断面示数は 90.91（左

右）となり、骨体の扁平性はきわめて弱い。骨体最小周は 66mm（右）、中央周は 71mm（右）、

67mm（左）で、骨体は大きい。

②尺骨

　尺骨は両側ともに残存していた。左側は、遠位端が欠損しているが、保存状態は良好である。長

さはやや長く、骨体は太い。右側は保存状態が悪く、計測はできなかった。

（2） 下肢骨

　大腿骨、脛骨および腓骨が残存していた。

①大腿骨

　左右とも残存していた。右側はほぼ完全で、骨頭の一部が欠損しているが、骨体は長く、骨頭の

一部が欠損した状態での最大長は452mmもある。欠落している部分を復元した最大長は（457mm）

もあった。また、粗線の発達も良好であるが、骨体上部の扁平性は弱い。

　計測値は、骨体中央矢状径が 33mm（右）、32mm（左）、横径は 27mm（右）、29mm（左）で、

骨体中央断面示数は 122.22（右）、110.34（左）となり粗線や骨体両側面の後方への発達は良好

である。骨体中央周は 94mm（左右）で、骨体は太い。また、上骨体断面示数は 84.38（右）となり、

骨体上部の扁平性は弱い。

②脛骨

　両側とも残存していた。右側はほぼ完全で、最大長が計測できた。長さは長く、骨体は太い。ヒ

ラメ筋線の発達は悪い。骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅤ型を呈している。

　計測値は、脛骨最大長が 372mm（右）、骨体周は 90mm（左右）、最小周は 84mm（右）、83mm（左）

で、骨体は太い。中央最大径は 32mm（右）、33mm（左）、中央横径は 24mm（右）、23mm（左）

で、中央断面示数は 75.00（右）、69.70（左）となり、骨体には扁平性は認められない。

③腓骨

　左側が残存していた。長さは長く、骨体の径は大きい。稜の発達は良好で溝も深い。

４．推定身長値

　右側大腿骨の残存している最大長 452mmから、Pearson および藤井の公式を用いて推定身長

値を算出すると、166.28cm（Pearson、右）、166.55cm（藤井、右）となり、この長さからで

もかなりの高身長である。復元最大長（457mm）から算出すると、167.22cm（Pearson、右）、

167.78cm（藤井、右）となる。また、脛骨の脛骨最大長から藤井の公式を用いて推定身長値を算

出すると、（165.15cm）（Pearson、右）、165.88cm（藤井、右）となり、やはり高身長値である。

５．性別・年令

　性別は、四肢骨の骨体が太くて長く、粗線の発達が良好であることから男性と推定した。年令は

頭蓋が残っていなかったので、不明である。

２号人骨（男性・成年）

１．頭蓋
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　保存状態が悪く、頭蓋の左半分および顔面部が欠損しているので、計測はほとんどできなかった。

外後頭隆起の発達は弱い。外耳道は右側のみ観察できたが、骨種は認められない。縫合は、三主縫

合の内外両板がともに開離している。

２．四肢骨

（1） 上肢骨

　上腕骨が残存していた。

①上腕骨

　両側ともに保存状態はあまりよくない。骨体は細く、三角筋粗面の発達は悪い。上腕骨近位骨端

がまだ骨頭と分離している。

　計測値は、中央最大径が 21mm（左）、中央最小径は 17mm（左）で、骨体断面示数は 80.95（左）

となり、骨体の扁平性は弱い。骨体最小周は 54mm（右）、55mm（左）、中央周は 61mm（左）で、

骨体は細い。

（2） 下肢骨

　寛骨、大腿骨および脛骨が残存していた。

①寛骨

　腸骨稜骨端板および坐骨結節骨端板がまだ分離している。大坐骨切痕が観察できた。大坐骨切痕

の角度は小さい。

②大腿骨

　左右とも残存していたが、保存状態は悪い。骨体は細く、長さは短い。粗線の発達は悪い。大腿

骨頭と骨体がまだ分離している。

　計測値は、骨体中央矢状径が 24mm（左右）、横径は 26mm（右）、27mm（左）で、骨体中央

断面示数は 92.31（右）、88.89（左）となり、粗線や骨体両側面の後方への発達は悪い。骨体中

央周は 79mm（左右）で、骨体は細い。また、上骨体断面示数は 85.19（右）となり、骨体上部

には扁平性は認められない。

③脛骨

　両側とも残存していたが、保存状態は悪い。骨体は細く、ヒラメ筋線の発達は悪い。骨間縁の発

達は良好である。脛骨近位端部の骨端線は明瞭に認められる。骨体の断面形は両側ともヘリチカの

Ⅴ型を呈している。

　計測値は、中央最大径が 28mm（左）、中央横径は 22mm（右）、21mm（左）で、中央断面示

数は 75.00（左）となり、骨体には扁平性は認められない。骨体周は 77mm（左）で、骨体は細い。

５．性別・年令

　性別は、寛骨の大坐骨切痕の角度が小さいことから男性と推定した。頭蓋の三主縫合が内外両板

ともに開離しており、大腿骨近位端がまだ癒合していない。また、脛骨の骨端部の骨端線が明瞭で

あることから年齢を 16歳前後（成年）と推測した。

３号人骨（女性・年齢不明）

１．下肢骨
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　大腿骨および腓骨が残存していた。

①大腿骨

　左右とも残存していたが、保存状態はよくない。長さは長く、骨体は細い。粗線の発達は悪く、

骨体の前方への彎曲はきわめて弱い。

　計測値は、骨体中央矢状径が 25mm（右）、24mm（左）、横径は 25mm（右）、26mm（左）で、

骨体中央断面示数は 100.00（右）、92.31（左）となり、粗線や骨体両側面の後方への発達は悪い。

骨体中央周は 80mm（左右）で、骨体は細い。また、上骨体断面示数は 85.19（右）となり、骨

体上部には扁平性は認められない。

②腓骨

　左側が残存していた。骨体の径は細いが、稜の発達は良好である。

２．性別・年齢

　性別は、大腿骨の骨体は長いが、粗線の発達は悪く、径も細いことから女性と推定した。年齢は

不明である。

４号人骨（男性・年齢不明）

１．四肢骨

　大腿骨と脛骨が残存していた。

①大腿骨

　両側の骨体が残存していたが、保存状態が悪く、計測はできなかった。骨体は太く、粗線の発達

は良好である。

②脛骨

　右側の骨体が残存していたが、保存状態が悪く、計測はできなかった。骨体は太い。

２．性別・年齢

　大腿骨の骨体が大きく、粗線の発達が良好であることから男性と推定した。年齢は不明である。

考　察
　計測ができた上腕骨、大腿骨、脛骨について周辺地域の古墳人と比較をおこなってみた。

１．上腕骨

　表３は男性上腕骨の比較表である。中央周で骨体の大きさを比較してみた。１号人骨は 71mm

もあり、表３では山の神１号墳 2-1 に次いで大きく、骨体の太いことがうかがえる。一方、２号

人骨（成年）は 61mmしかなく、表３では手島山 SK-31、中出勝負峠、氏神正田についで小さく、

この成年の上腕骨はやや細い。骨体断面示数は１号人骨が 91.91 で、表３では最大値となり、骨

体の扁平性はまったく認められない。２号人骨では 80.95 で、表３では手島山に次いで大きく、
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やはり骨体の扁平性は弱い。

２．大腿骨

　表４（4-1,4-2）は男性大腿骨の比較表である。骨体中央周で骨体の大きさをみてみると、１号

人骨は 94mmもあり、90mmを超え、骨体は太い。表４に示した 23例のうち、90mmを超えて

いるのは、浅柄北１号人骨のほかに、陣開（98mm）、糘塚 K-1（98mm）、朝田 6-1（92mm）、山

の神１号墳 2-1（90mm）、八鳥矢内迫大腿骨４（90mm）の５例しかない。浅柄北１号人骨は、陣開、

糘塚 K-1、朝田 6-1 に次いで大きい。一方、２号人骨はまだ成人に達していないこともあって、骨

体中央周は 79mmしかなく、この値は表４では最小値である。骨体中央断面示数をみてみると、

浅柄北１号人骨は 122.22 もあり、この示数値は縄文人なみで、表４では最大値を示している。２

号人骨は 92.31 しかなく、朝田 3-3 に次いで小さい。上骨体断面示数は、１号人骨が 84.38、２

号人骨は 85.19 で、両者間で大差はない。前者は朝田 6-1 と同値で、糘塚 K-1 と大差なく、後者

は朝田 7-2 と同値である。両者の示数値は大きい方に属し、骨体上部の扁平性はきわめて弱い。

　表５は女性大腿骨の比較表である。３号人骨の骨体中央周は 80mmで、山の神４号第１主体、

山の神１号墳 2-2、朝田 7-3、同じく 10-2 に次いで大きい。骨体中央断面示数は、３号人骨は

100.00 となり、朝田 7-3 と同値で、八鳥矢内迫、朝田 3-1、同じく 3-4 に次いで大きい。上骨体

断面示数は、85.19 で、朝田 3-1 と同値で、表５では最大値となり、男性と同様に骨体上部の扁平

性はきわめて弱い。
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３．脛骨

　表６は男性脛骨の比較表である。１号人骨の最大長は 372mmで、表６では最大値となり、長

さはかなり長い。骨体周は 1号人骨が 90mmで、表６では陣開の 97mmに次いで大きく、脛骨体

はかなり大きい。一方、２号人骨では 77mmしかないが、山の神１号墳１号主体、山の神２号墳

２号人骨、八鳥矢内迫脛骨８よりは大きい。中央断面示数は、１号人骨と２号人骨はともに 75.00

で、新宮と同値で、山の神２号墳２号人骨、同じく１号墳 2-1、朝田 10-2、八鳥矢内迫脛骨４に

次いで大きく、骨体には扁平性は認められない。

４．推定身長値

　表７は男性の推定身長値の比較表である。１号人骨は表７では最大値となり、比較群との差はか

なり大きく、山口県や広島県の古墳人よりはかなりの高身長である。

要　約
　島根県出雲市知

ち

井
い

宮
みや

町 2414-2 に所在する浅
あさ

柄
がら

北古墳の発掘調査が 2007 年（平成 19年）にお

こなわれ、１基の横穴墓（５号横穴）から人骨が検出された。人骨は埋葬状態を保っていなかった

が、四肢骨の保存状態は比較的良好で、観察や計測をおこなうことができた。その結果は次のとお

りである。

 1．調査がおこなわれた６基の横穴墓のうち１基から人骨が検出された。人骨は撹乱された状態で

出土し、埋葬状態を保った人骨はまったく存在しなかった。

 2．頭蓋の保存状態は著しく悪かったが、四肢骨の保存状態は比較的良好であった。人骨を解剖学

的に精査したところ、４体分の人骨であることがわかった。なお、４号人骨（男性）の保存状態

が最も悪いことからこの人骨が最初に埋葬された人の遺骨と思われる。

 3．４体のうち３体は男性骨、残りの１体は女性骨である。また男性骨のうち１体は 16歳頃の成

年骨である。
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 4．この４体の人骨は古墳時代（６世紀後半）に属する人骨である。

 5．頭蓋の保存状態が悪かったので、頭型や顔面の特徴などを知ることはできなかった。

 6．成人男性の上腕骨は太くて、三角筋粗面の発達も良好である。大腿骨は長さが長く、骨体も大

きく、粗線や骨体両側面の後方への発達もきわめて良好である。また脛骨も太い。

 7．女性大腿骨は、やや細く、前彎の程度が弱く、骨体は直線的である。

 8．男性の大腿骨からの推定身長値は、（167.22cm）（Pearson、右）あり、かなりの高身長である。

 9．本古墳人の頭型や顔面の特徴を知ることはできなかったが、男性の四肢骨は骨体が太く、頑丈

で、大腿骨はかなり長いものであった。女性大腿骨は前彎が弱く、直線的な大腿骨であるが、こ

のような特徴は古浦弥生人にみられる特徴でもあることは注目しておきたい。

10．本例は、頭蓋の保存状態が著しく悪かったので、頭型や顔面および鼻根部の形態的特徴を知る

ことはできなかったが、男性四肢骨は長さが長く、骨体も太いものであった。大腿骨や脛骨の長

さは山口県や広島県の古墳人にはみられないほど長く、骨体も頑丈であった。このような特徴が

弥生時代から継続する形質なのか興味ある課題である。
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浅柄北５号横穴出土人骨・１号人骨

（男性・年齢不明）

浅柄北５号横穴出土人骨・２号人骨

（男性・成年）

図２　人骨の残存図（アミかけ部分）

（Fig.2 Regions of preservasion of the skeletion. Shaded areas are preserved.）
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                                                 第９章　総    括
　出雲インター線建設に伴う発掘調査は、平成 15 年度に浜井場２号墳の調査を実施し、平成 17

年度から本格的に着手した。平成 19 年度までに 10 箇所の遺跡の調査を行い、数多くの貴重な成

果が得られた。出雲平野南西部に位置する神西湖周辺の縄文時代～古代にかけての様相については

今までその実態が不明瞭であったが、今回の調査でその一部が徐々に明らかとなってきた。全体像

を捉えることはできないとしても、調査成果としては九景川遺跡や御崎谷遺跡を中心とした出雲平

野における古墳時代中期前半頃の集落の一端が明らかになってきた点、間谷東古墳や浅柄北古墳な

ど出雲平野では数少ない古墳時代前期～中期初頭の古墳の出現、出雲平野における出現期の横穴墓

の様相などがあげられる。ここでは、本書に掲載した遺跡を中心に出雲インター線発掘調査で得ら

れた成果に基づいて神西湖東岸地域の特色等について若干の検討を行いまとめとしたい。

第１節　神西湖東岸地域における集落の様相
　出雲インター線発掘調査で確認された遺跡の多くは集落跡もしくは集落的様相を示すものが大半

を占めている。これらの遺跡は小さな谷間及びそれに接する丘陵部に立地し、その分布状況から推

測すれば大雑把ではあるが４箇所の集落域が想定できそうである。九景川遺跡、玉泉寺裏遺跡、御

崎谷遺跡を中心とする東神西地区、間谷西Ⅱ遺跡の存在する谷間周辺の間谷西地区、間谷東遺跡周

辺の間谷東地区、今回の調査では直接的に集落跡は検出していないが浅柄北古墳の東に隣接する浅

柄遺跡や南に位置する保知石遺跡の状況から浅柄地区が想定できる。周辺にはこれ以外の集落が存

在していることは当然であると思われるが、その実態を明らかにすることは残念ながらできない。

以下これら集落の様相について概観してみたい。

１．縄文時代～弥生時代の様相

　縄文時代では間谷西古墳群の２号墳斜面から前期の西川津式と考えられる土器が１点認められて

いる。しかし、わずか１点であることからこの地に集落が形成されていたとは考え難いであろう。

後期～晩期になると九景川遺跡と御崎谷遺跡からは遺物がある程度出土するようになり、浅柄遺跡

や保知石遺跡では多量の遺物が出土している。建物跡等の明確な遺構は確認されていないが、当該

期に東神西・浅柄地区の両地区で集落が出現し、特に浅柄地区では一定程度の規模の集落が存在し

ていたものと推測される。また、この時期には神西湖南岸に位置する御領田遺跡や三部竹崎遺跡な

どからも多量の遺物が出土しており、神西湖周辺では比較的安定した集落が形成されていたと見る

ことができる。

　弥生時代に入っても浅柄地区では弥生時代を通して遺物が出土しており、中小規模の集落が継続

的に営まれていたようである。東神西地区では前期の遺物は九景川遺跡の土器棺しか今のところ認

められず、縄文時代に形成され始めた集落は小規模化もしくは調査区外の丘陵縁辺部に移動してい

た可能性も考えられる。中期以降になると遺物は徐々に認められるようになり、集落が存在してい

たことが予想されるものの、それは極めて小規模なものであったと推察される。後期になると全体

的に遺物は増加する傾向にあり、居住域は確認できなかったが、集落は拡大する過程にあったと考

えられ、御崎谷遺跡でＳＸ０１などの土坑状遺構がこの時期に形成されており、玉泉寺裏遺跡の丘

陵上にも土坑状遺構が確認されていることからも推測される。
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　出雲平野では弥生時代中期以降になると平野中央部や北部では大規模な集落が増加する傾向にあ

り、東神西・浅柄の両地区では拡大する傾向は認められるものの大規模集落としての様相はまだ見

られない。神西湖周辺でも後期後半以降に三部竹崎遺跡や三部八幡下遺跡などでも遺物が確認され、

西安原遺跡では木道も検出されていることから、この地域の集落も他地域同様に増加する傾向を示

している。

２．古墳時代の様相

　出雲平野中心部では弥生時代から古墳時代前期中葉までこの地域の核となる大規模な集落が存在

していたが、その後は急速に衰退し、中期に復興するまで一時的に空白期を迎える。当該期の集落

は神西湖周辺地域と斐伊川水系の北山周辺や塩冶地域に移動や再編成が行われると見られているも

のの、明瞭な集落跡の検出例が乏しいのが現状である。そして後期になると平野中心部は再び活性

化して本格的な集落が営まれると理解されている。                             

　神西湖東岸地域では古墳時代に入ると遺物の量は飛躍的に増大するが、それに伴う遺構は少ない。

また、間谷西・間谷東の両地区にも集落が出現し始め、間谷西地区では間谷西Ⅱ遺跡から加工段２

棟が確認され、間谷東地区では遺構は認められないものの少量の遺物が出土していることから付近

に集落の存在を予想させる。しかしながら集落としては古墳時代を通して小規模のものであったと

考えられる。

　東神西地区の前期の様相としては御崎谷遺跡の土器だまりと玉泉寺裏遺跡の竪穴住居１棟があげ

られる。この土器だまりは何らかの祭祀行為によって形成されたものと考えられ、中期までの遺物

が多量に出土している。この状況から想像すれば丘陵縁辺部で集落は営まれ、中期まで祭祀行為が

継続して行われたものと理解される。中期になると九景川遺跡でも本格的に集落が営まれるように

なり、確認された遺構も増加している。御崎谷遺跡の土器だまりにおける多量の土器や九景川遺跡

の集落のあり方から推測すれば、当該期には九景川遺跡から御崎谷遺跡を含む周辺に大規模な集落

が展開されていたものと想像できる。浅柄地区では浅柄遺跡から前期後半～中期にかけての竪穴住

居などが検出され、保知石遺跡でも遺物が確認されていることから、集落は継続的・安定的に発展

していたとみられるが、集落構造等については把握できていない。

　また、神西湖東岸地域では前期～中期にかけて山地古墳や浅柄Ⅱ古墳、間谷東古墳、浅柄北古墳

などの出雲平野では数少ない前期中葉～中期初頭の古墳が築造され、中期中葉には御崎谷遺跡の南

側丘陵に出雲部最大級の北光寺古墳が築かれている。このことは前期中葉には古墳文化を受容する

集落が形成され、中期には大規模な古墳を築くことのできる有力集団・大規模集落が成立していた

と理解できようが、その出現の背景や集落構成等の解明にはほど遠い状況である。しかしながら、

当該期の神西湖周辺地域は出雲平野の中で中心的な地域であったことはほぼ間違いないであろう。

　後期になると遺物、遺構とも中期より減少する傾向が認められるものの、東神西・浅柄両地区と

も集落は継続して営まれていたと考えられる。浅柄北古墳では横穴墓が築造され、周辺では神門横

穴墓群や宝塚古墳など後期の古墳や横穴墓が多数築かれていることは興味深く、神西湖東岸地域で

は集落が飛躍的に増加・拡大していたことを物語る事象である。

３．古代～中世の様相

　古代～中世の東神西地区では集落の中心は九景川遺跡に移るものと理解され、遺構・遺物が密に

認められている。浅柄地区でも多数の建物跡が検出されていることから集落は継続して営まれてい
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第 150 図　出雲平野の前期古墳位置図

る。間谷西及び東地区でも遺物は認められるがその多くは流れ込みにより磨滅したものであること

から、その中心は谷奥等にあるものと考えられる。

　以上、発掘調査で判明した集落跡の様相について概観してみた。神西湖東岸地域は神門水海の縁

辺部という地理的特性が活かされ、特に古墳時代では地域の核となる集落が出現していたと見るこ

とができ、今後の調査・研究が進展して集落の実態等が解明されることに期待したい。

第２節　出雲平野における前期古墳の様相
　インター線発掘調査で間谷東古墳と浅柄北古墳の２基の前期古墳が確認された。出雲平野におい

て数少ない前期古墳の発見は古墳文化の受容と普及を考える上で貴重な資料であり、出雲平野の前

期古墳の様相や浅柄北古墳の位置づけなどについて検討してみたい。

１．出雲平野の前期古墳

　出雲地方では安来平野や斐伊川中流域を中心に多くの前期古墳が築造されている。しかし、出雲

平野に限定するとその数は少なく、前期初頭に西谷７号墳が築かれているものの、本格的な前期古

墳としては斐伊川水系の北山周辺に位置する大寺１号墳と出雲平野南西部の山地古墳の２例が前期

後葉になって出現することしか知られていなかった。ところが近年の発掘調査に伴い前期古墳の調

査も増加し、３例の新資料が追加されることとなった。このように現在では５遺跡が知られること

となったが、それでも出雲東部に比べると少ないのが現状である。

　大寺１号墳は出雲平野北東の北山山系から南に延びる丘陵上の標高 35 ｍ前後の尾根に立地して

いる前期後葉の出雲地方において最も古い前方後円墳である。規模は全長約 52 ｍ、後円部の径約

27 ｍと大きく、前方部、後円部とも二段に築成され、墳丘全面に葺石が施されている。竪穴式石

室を有し、副葬品には鉄斧、鋤先などの鉄製品がある。

　山地古墳は神西湖に隣接する東側丘陵の標高約28ｍの尾根上に立地する前期後葉の円墳である。

不整形であるが径約24ｍの規模を測り、墳丘全面に葺石が施されている。埋葬施設は３基確認され、

このうちの２基は礫床を有する木棺と箱式石棺

である。これら主体部内から筒形銅器、二神二

獣鏡、珠文鏡、碧玉製管玉等の豊富な副葬品が

出土している。また、墳裾から壺棺も検出され

ている。

　浅柄Ⅱ古墳は浅柄北古墳の南方約 300 ｍの

丘陵上の標高約63ｍの尾根上に立地している。

墳丘の形態や規模については不明である。埋葬

施設は礫床を備える粘土槨と礫槨の２基が並行

して築かれている。粘土槨から小形の鉄剣１点

が出土しており、この鉄剣と埋葬施設の状況か

ら前期中葉～後葉に位置づけられている。

　間谷東古墳は浅柄北古墳の 500 ｍ西方の標

高約 42 ｍの丘陵尾根上に立地する。墳丘の形

態や規模については不明である。埋葬施設は「奥
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才型木棺」と称される棺内礫敷組合式木棺が１基確認されている。棺内から刀子、棺上面から土師

器甕片が出土しており、これらの特徴から前期末～中期初頭頃と考えられる。

　浅柄北古墳については後述するが、以上のように大寺１号墳のみ出雲平野北東部に位置し、その

他の４例は対岸の出雲平野南西部に位置している。また、大寺１号墳は前方後円墳という墳形を採

用しているのに対して山地古墳は円墳と推定されているが他の３例ともに墳形が明瞭ではない。こ

のことは単に地形や地質等の制約によるものかもしれないが、対照的な様相であり興味深い。

２．浅柄北古墳の位置づけ

　浅柄北古墳は出雲平野南西部の神西湖東岸の標高約 33 ｍの低丘陵上に立地し、北東に広がる出

雲平野が一望できる眺望に優れた場所に築かれており、１号墳はこの丘陵の最高所に位置している。

現状では狭小な尾根と急峻な斜面であり、自然地形を最大限に利用して築造されたとしても地形の

制約から小規模な古墳であったと想像される。このような状況であるため墳丘の大半は流失したも

のと考えられ、墳形や規模等については明確にすることができなかった。ただ、墳丘北側では墳裾

と考えられるラインが認められており、これから推定すれば 12 ｍ前後の規模が想定できる。

　墳裾部分には石棺に使用されたと思われる板石が認められたため埋葬施設には石棺を備えている

ものと予想された。調査の結果、石棺やその痕跡はまったく認められず、検出できたのは土師器の

土器棺２基だけである。１号土器棺は大形の壺形土器を縦割りにして２分割し、その２つを口縁部

を真ん中にして被せるように墓壙内に設置されている。２号土器棺は土師器壺と甕の２個体で構成

されているが、その組み合わせについては特定できず、墓壙の有無についても判断できなかった。

墳丘出土の大形土器の性格については埋葬施設としての土器棺と供献用土器の２種類に大別されて

おり（松本 1986 年）、１号土器棺はその状況から土器棺であることはほぼ間違いないと考えられ

るが、２号土器棺については残存状況が悪く墓壙も確認できなかったことから考えれば、供献用土

器の可能性も否定できないであろう。

　１号土器棺に使用された土師器は複合口縁の壺形土器で底部は平底を呈している。口縁外面に竹

管文及び半裁竹管文、頸部～肩部にかけて５条の綾杉文を施し、体部内外面にはハケ目調整が施さ

れ、内面には部分的にヘラ削りが認められる。この土器の様相は松江市奥才古墳群 13 号墳出土の

土師器壺や雲南市松本１号墳第３主体部出土の土師器壺に形態及び細部の手法が類似していること

から、時期的に近いものと考えられる。奥才 13 号墳や松本１号墳は前期中葉に位置づけられてい

ることから、浅柄北古墳も同時期頃に位置づけられるものと判断した。

　現在、出雲平野で最も古い古墳としては浅柄Ⅱ古墳が考えられており、浅柄北古墳はこれと同時

期もしくは若干先行する可能性が高く、出雲平野の前期古墳の中で最も古い古墳に位置づけられる。

中心主体が不明であるため、埋葬施設の形態について、特に礫床の有無などの問題には触れること

ができないが、出雲平野の古墳の出現と普及を考える上で極めて貴重な古墳といえる。

３．神西湖東岸地域の特色

　神西湖東岸では前述したように４例の前期古墳が集中している地域となった。浅柄北古墳を除く

３例の古墳には埋葬施設に礫床を備えるという共通する特徴が認められる。礫床は出雲地方では古

墳時代前期～中期前半を中心に比較的多く見られる埋葬形態であるが、出雲平野の前期古墳は５例

と稀少であるにもかかわらず、その内の３例に礫床が採用されていることからみれば積極的に礫床

を導入した地域とも見ることができる。山地古墳は３基の埋葬施設を備え、筒形銅器や青銅鏡など
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神門横穴墓群

浅柄北古墳

第 152 図　神門横穴墓群と浅柄北古墳の位置（S=1/5000）

豊富な副葬品を有する古墳で、その立地から被葬者は内海航路を押さえていた首長と想定されてい

る。浅柄Ⅱ古墳は粘土床の下に礫床を有する粘土槨を備えるという、県内では類例を見ない構造を

呈するものである。間谷東古墳は木棺の底面に礫床を有する「奥才型木棺」を備えており、この木

棺のタイプは北部九州から北近畿にかけて分布していることから、海上交通を中心とした広域な地

域間交流が行われていたことが窺える貴重な資料である。

　このように単に礫床を備えるだけでなく、粘土槨や「奥才型木棺」などの特異な埋葬施設を備え

る古墳の出現は神西湖東岸地域の特色といえる。神西湖が「神門水海」の名残であり、入海という

当地域の地理的特性を活かした海上交通が出雲平野南西部の首長を中心に一定程度掌握されること

により様々な情報がもたらされ、その発展的過程において出現したものと理解したい。

　また、中期になると御崎谷遺跡のすぐ南に位置する出雲平野全域を一望できる標高 100 ｍを超

える丘陵上に出雲部最大級の前方後円墳である北光寺古墳が築かれている。この北光寺古墳に継続

する大形の古墳は認められないが、周辺には浜井場２号墳や丁之内古墳など中期の小規模古墳が多

く点在する地域でもある。以上のように特異な古墳の出現は当該期に神西湖東岸の集落が大規模化

することと密接に関連するものと考えられ、集落の変遷と併せて検討していく必要がある。

第３節　横穴墓の様相
　出雲平野には多数の横穴墓が存在しており、その大半は神戸川左岸の神門横穴墓群、右岸の上塩

冶横穴墓群の２大横穴墓群等に集中している。出雲西部における横穴墓の出現は出雲４期の段階と

考えられ、現状では出雲３期に遡る明瞭な横穴墓は確認されていない。このことから横穴墓の出現

は松江市や安来市などの出雲東部より遅れると見られている。出現時期である出雲４期の横穴墓の

特徴としては平面形態が縦長長方形で天井形態はアーチ形であることが指摘されており、出雲５期
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小浜山横穴墓Ｂ－３ 小浜山横穴墓Ｄ－２

小浜山横穴墓Ｅ－３ 浅柄北古墳５号横穴墓

0 50cm

第 153 図　石床実測図（S=1/40）

にはアーチ形は前段階から継続して存在するものの、家形を呈するものがこの時期に出現してくる

ようである。

　今回の調査では浅柄北古墳から横穴墓が確認され、北側丘陵には大規模な横穴墓群である神門横

穴墓群が展開する地域でもある。これらの特徴を踏まえながら浅柄北古墳における横穴墓の様相に

ついて検討してみたい。

１．浅柄北横穴墓群の様相

　浅柄北古墳では８穴の横穴墓を検出した。第５章で述べたとおり、横穴墓の多くは天井部等が崩

壊していたため天井部や平面形態の不明瞭なもの、遺物が皆無で時期の特定が困難なものもあった

が、ここでは再度、簡単に整理してみたい。

　出土遺物から見た横穴墓の時期については、出雲３期の横穴墓は認められず、出雲４期～５期が

認められる。

　出雲４期の横穴墓には３号・４号・６号・８号横穴墓の４穴がある。このうち３号・４号横穴墓

からは出雲４期～５期の様相を示す須恵

器が出土していることから追葬が行われ

たことがわかる。また、８号横穴墓は須

恵器を伴わず赤彩土師器のみで構成され

ており、他の横穴墓と様相を異にしてい

ることが注意される。時期についても明

確ではないものの、西谷横穴墓群第２支

群１号穴出土の土師器と類似しているこ

とから出雲４期と判断した。この時期の

横穴墓の玄室形態は縦長長方形で基本的

には前壁側に袖を有していたと考えら

れ、床面には排水溝や礫床等の内部施設

は認められない。天井形態はすべてアー

チ形である。このことは出雲平野の横穴

墓と同様の特徴を示している。

　出雲５期の横穴墓には５号・７号横穴

墓がある。玄室形態は５号横穴墓が縦長

長方形、７号横穴墓は隅丸の横長長方形

を呈している。天井形態はいずれもアー

チ形で、家形のものは認められない。

　５号横穴墓のその形態は出雲４期の横

穴墓に類似するが、細部では玄室奥壁

手前約 70cm の位置から奥壁に向かっ

て傾斜がつき、奥壁側では約 20cm 高

くなるという差異が認められる。玄室内

部には４体の人骨が遺存していることか
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ら、明らかに追葬が行われたと見られ、出土した須恵器は追葬時のものの可能性も考えられる。ま

た、内部施設として４枚の切石で構成された有縁の石床が設置されている。このような石床は小浜

山横穴墓群のＢ－３号、Ｄ－２号、Ｅ－３号穴でも確認されているが、３基とも同じ形態のものは

なくバラエティーに富んでいる。有縁で２～３枚の切石で構成される石床を備えるＤ－２号、Ｅ－

３号穴は出雲４期の造墓と見られ、上塩冶横穴墓と同じ定型化した石床を備えるＢ－３号穴は出雲

５期と見られている。当横穴墓のものは切石の枚数に違いはあるがＥ－３号穴のものに類似してお

り、このことから推測すれば、出雲４期に造墓された可能性が高いと考えられる。

　７号横穴墓は隅丸の横長長方形で玄室床面には中軸線から右壁側に沿って排水溝が廻り、左右に

屍床を造りだした構造となっている。このような構造は１号横穴墓にも認められ、１号横穴墓は遺

物が皆無であったため時期を特定することはできなかったが、この特徴から７号横穴墓と同時期の

可能性も考えられようか。

　出雲６期の土器が出土したものに２号横穴墓がある。遺物は床面から浮いていることから造墓時

期を示すものではなく、流れ込みもしくは追葬時のものと見ることができる。崩落が著しく平面形

態や天井形態も不明であることから造墓の時期については特定できない。

　出土遺物から判断すれば以上のような造墓時期が推測される。１号・２号横穴墓については出土

遺物から明確な時期を押さえられなかったため、他の要素から再度検討してみたい。この２穴は検

出レベルからみれば群の中では最高所に位置している。横穴墓群の中で後出するものとした場合、

密集して造墓が行われている状況から想像すると造墓するスペースに限りがあり、最高所という位

置に造墓することは不可能に近かったと考えられる。だとすれば、出雲４期には造墓されていたも

のと考えた方が妥当であるかも知れない。また、直上には後背墳丘の１号墳が存在していることか

ら、内部状況は不明であるものの「盟主的」な横穴墓であったとも推測でき、もしそうであれば、

当横穴墓群の中で最初に造墓された可能性も想定できる。

　このように浅柄北古墳の横穴墓群はその築造順位については把握することはできなかったが、造

墓は出雲４期～５期までの比較的短期間に行われたと見られ、特に出雲４期の時期に集中的に行わ

れたことがわかる。

２．浅柄北横穴墓群の特異性

　神西湖周辺には神門横穴墓群や神待山横穴墓群、地蔵堂横穴墓群など多数の横穴墓が知られてい

る。これら横穴墓群と当横穴墓群を比較してみても相違はほとんど認められないが、唯一様相を異

にしているのは後背墳丘の有無である。当横穴墓群には古墳を含めた３基の後背墳丘が存在してい

る。これらを後背墳丘とした根拠としては以下のとおりである。

①墳丘下方に横穴墓が存在していること

②３基の墳丘とも墳丘上から須恵器が出土しており、特に甕や横瓶は意図的に破砕された状況であ       

　ることから、明らかに墳丘上で横穴墓に対する何らかの祭祀儀礼を行ったものと見られること

③１号墳を中心とするグループと墳丘２を中心とするグループが認められること

　以上のことから３基の墳丘は後背墳丘であると判断した。しかし、後背墳丘は出雲東部の横穴墓

には比較的多く認められる事例であるが、出雲西部の横穴墓にはこうした墳丘は認められず、特に

神門横穴墓群のような大規模な横穴墓群であっても今のところ後背墳丘は確認されていない。ただ

し、上塩冶横穴墓群では明瞭ではないものの後背墳丘の可能性が窺える事例が存在しており、この
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ことからみれば、本来は墳丘を有する横穴墓が存在していても流失等によって確認されなかったこ

とが多いのかも知れない。今後、周辺の横穴墓から後背墳丘が確認され調査・研究が進むことが望

まれる。

　以上のように浅柄北古墳の横穴墓は明らかに墳丘を意識して造墓されており、特に前期古墳の立

地を利用して造墓するなど、他の横穴墓群と様相を異にする特異な存在である。これが何に起因す

るものか明確にし難く今後の課題としたいが、出雲平野での横穴造墓の様相を知る上で貴重な資料

といえる。
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